















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「おはよ、アカちゃん」

　耳元に甘く囁ささやかれる女の子の声。俺の肩かたを撫なでる優やさしい手。

　まどろみの中で目を開けると、目の前にマミィの可愛かわいい顔のドアップがあった。

「おっきできた？　えらいね、アカちゃん」

　俺と目が合うと、マミィは幸せそうに微笑ほほえむ。そのやわらかい掌てのひらが、頰ほおを優しく撫でてくれる。

　目を開けただけで褒ほめられるなんて、前世の人生では到とう底てい考えられなかった。

「今日も、マミィにいっぱい甘えてね」

　俺のベッドで当然のように添そい寝ねしているマミィは、俺の胸をポンポンと優しく叩たたいて天使の微笑みを浮うかべた。

「お顔、拭ふいてあげるね」

「…………」

　寝起きでボーッとしている俺は、抵てい抗こうの意思も湧わかずされるがままだ。

「お水あるから、お口グジュグジュペッ、する？」

「…………」

「次は、お着き替がえしましょうね。はい、おズボン下ろしますよ～？」

「…………いや待て、ちょっとそれは」

　そこでようやく目が覚めて、慌あわてて寝間着のズボンを押さえたときだった。

「ふふふ、アカヤくんったら」

　ドアの向こうから、色っぽい声がする。すぐにドアが開いて現れたのは、セクシーな踊おどり子こ服を着た巨きよ乳にゆうおねえさん……パーティメンバーのアデラだった。

「ママにお着替えしてもらうのは恥はずかしいお年とし頃ごろよね？　だったら、わたしがやってあげるわ」

「は!?」

「お姉さんだったらいいでしょ？」

　いや、なおのこと良くね───!!

　だが、そうしてる間にアデラは近づいてきて、こちらの意思にもかまわず、ベッドの上に立った俺のズボンに手をかける。

「ちょ、ちょっと、ダメだって！」

「え～ダメ？」

　アデラはお化け粧しようのいい匂においのする顔を近づけてきて、意味ありげな上うわ目め遣づかいで見つめてくる。

「じゃあ、わたしに何をして欲しいの？　お姉さんに言ってみて……？」

「うっ……」

　ダメだ。この色気は。大人の女性好きの俺には刺し激げきが強すぎる……！

　固まっている俺とアデラを交こう互ごに見て、マミィは楽しげに微笑む。

「アカちゃんってば、アデラちゃんにも可愛がられていいね～！　アカちゃんがとってもいい子だから、みんなアカちゃんを可愛がってくれるんだよ！」

「ふふ、そうね」

　そう言うと、アデラは再び俺のズボンに手をかけてくる。

「いや、だからダメだって！」

「何がダメなの？　お姉さんに教えて？」

「じゃあ、マミィが脱ぬがせてあげるよ？」

「いや、だからそういう問題じゃ……」

　そのとき、部屋のドアが大きな音を立てて開いた。

「破は廉れん恥ちですわ───っ！」

　ドアを開けて入ってきたのは、神官見習いのジェシーだった。銀ぎん髪ぱつオッドアイの美少女だが、風紀の乱れに厳しすぎるのがたまにキズだ。

「何やってますの!?　早く支し度たくして、街で情報を集めるはずでしょう!?」

「ご、ごめん、ジェシー……」

　俺はベッドから下りて、パジャマのまま、ドアの向こうで仁に王おう立だちするジェシーのところへ歩いていく。

「あの二人が出てったら、すぐに着替えて行くから」

　と、まだ部屋の中で俺のお世話をしたそうなマミィとアデラを見て言う。

　ジェシーは、腕うで組ぐみして不ふ機き嫌げんそうに俺を見ていたが。

「……ここ」

　彼女が、俺のこめかみの上辺りの毛に、ちょんと控ひかえめに触ふれる。

「寝ぐせ、ついてますわよ」

　ジェシーは頰を染めながら、ぶっきらぼうにそう教えてくれた。

「アカちゃんってば、ジェシーちゃんにも可愛がられてよかったね～！」

　マミィの言葉に、ジェシーがゆでダコのように赤くなる。

「かっ、可愛がってなんていませんわっ！」

「ええ～？　そうなの？」




　この世界に転生してから約二週間、これが今の俺の日常だった。








第１章　魔ま王おう・ダンジョンは突とつ然ぜんに









　前世でブラック勤務をしていた社畜の俺は、二週間前、事故で転生してこの世界へやってきた。

　そこで、マミィ……「生まれて初めて見る人間に、我が子のような愛情を抱いだく習性」を持つナニー族のエルフに拾われて、マミィの「赤ちゃん」として魔王を倒たおす旅に出ることになった。……我ながら、とんでもない話だと思う。

　そして、森で早さつ速そく出会ったジェシーと共に、旅を続けていた。

　さらにカジノの街で踊り子のアデラと出会い、訪おとずれた冒ぼう険けん者しやの塔とうで、魔王の配下のボス・ゴルゴーラを倒した。

　その後、俺たちは、どこにいるかわからない魔王の手がかりを探して旅している。

　魔王は俺たちのいるこの大陸にはいないということだが、行き合う旅人の誰だれに訊きいても、その所在ははっきりしない。

　そこで、とりあえず情報がたくさん集まると思われる場所を求めて旅してきたのだ。

　それが、俺たちが今いるこの街、王都シャイアニアだ。

　昨日の日にち没ぼつギリギリに王都へやってきた俺たちは、宿に泊とまって一晩旅の疲つかれを癒いやした。身支度を整えてパーティ四人が揃そろい、いよいよ王都での情報収集だ。




　聖シャイアニア王国の王都・シャイアニアは、俺の想像よりもずっと大きな街だった。

　この世界に来てからここまで、通り過ぎた街はわりかしこぢんまりしたところだった。日本、というか地球に比べて規模が小さな世界なのかと思っていたが、王都の賑にぎわいを見ると、そんなこともないみたいだ。

　大通りを歩くと、両側には食しよく糧りようや日用品を売るワゴンがずらりと並び、どこまでも続いている。それを物色する人々も、旅人風だったり地元の人風だったり、老ろう若にやく男なん女によさまざまだ。

「すげーデカい街なんだな、王都って」

　左右を見み渡わたして感かん嘆たんの声を上げると、前を歩くジェシーが俺を振ふり返る。

「魔物が勢力を拡大してから、各地で人々が襲おそわれるようになりましたの。小さな町や村は魔物の襲しゆう撃げきへの備えが不十分ですから、多くの人々が頑がん強きような防ぼう壁へきのある王都へ引っ越こしたのですわ」

「ふーん……」

「ですから、近きん隣りんの町や村は、以前より人が少なくなっているのですわ」

　この世界でも地方は過か疎そ化しているのか。悲しい話だ。

「とにかく、ここなら情報源は充じゆう分ぶんってことだな」

「ええ。この大陸で得られるすべての情報は、この王都に集まっておりますわ」

「なるほど……で、俺たちは今、どこに向かってるんだ？」

　ジェシーは王都の出身だから、この街には詳くわしいらしい。王都での情報収集の当たりは彼女に任せていた。

「そうですわね。まずは、冒険者の集まるバーに行きましょう。その次に……」

　そのとき、隣となりにいたマミィが、俺の服の裾すそをツンツン引っ張った。

「ねぇねぇアカちゃん、あれ見て！」

「ん？」

　示された方を見ると、大通りのワゴンの一つで、女の子と店の人が揉もめていた。

「だから、あたしは元勇者なの～っ！　ツケで買わせてくれたっていいでしょ～っ!?」

「ダメだよ、嬢じようちゃん。よくあるんだよね、そういう『オレオレ勇者詐さ欺ぎ』。そういうやつらにはツケで売ったが最後、お金を払はらいに来ることなんてないんだから」

「あたしは違ちがうも～んッ！　あたしは本物の元勇者なの！　前は失敗したけど、今度こそ魔王を討とう伐ばつして褒ほう美びをもらうんだから！　そしたら、絶対に返しに来るから！」

　店の人にそう訴うつたえているのは、可愛かわいい顔をした少女だった。栗くり色いろのツインテール、盾たてと剣けんを装備した動きやすそうなファッション……確かに、見た目は勇者っぽい。

「元勇者ってことは、アカちゃんの剣の前の持ち主かな？」

　マミィは俺の腰こしの剣を指した。

　それに対して、アデラが驚おどろく様子を見せる。

「えっ、マミィちゃん、信じるの？　あれはよくある盗ぬすみの手口の一つよ？」

　盗とう賊ぞくスキルを持つアデラが言うと、説得力が違う。

「元勇者か……」

　俺は自分の剣を見て呟つぶやいた。

「っていうか、元勇者ってどういう人なんだ？　いつどこに現れて、どうやって魔王と戦ったんだ？」

　あそこにいる彼女の口ぶりだと、前回の魔王討とう伐ばつは失敗したようだけど。

　俺の問いに対して、秘境の森で育ったマミィはもちろん、アデラや、ジェシーまでもが、なんとなく目を見み交かわしあって首をひねった。

「……それが、わたくしたちにもわかりませんの」

「魔王がこの大陸にいないんだものね。何年か前に、どこかの勇者が魔王を倒しに行ったらしい……くらいの噂うわさは、聞いたことあるけど」

　そんな中、マミィはしきりに「自じ称しよう・元勇者」を気にしていた。

「あの子、お店の人に信じてもらえてないみたい……かわいそう」

　母性が強すぎるマミィは、あの子がもし俺だったら、と考えて母心を動かされているのかもしれない。

「ちょっと行ってくるね」

　そう言うと、マミィはとてとてと人波を縫ぬって進み、その「自称・元勇者」の傍そばで立ち止まった。

「ねぇねぇ、元勇者さん。あなた、お金ないの？」

　そんなマミィを見て「自称・元勇者」は目を輝かがやかせる。

「えっ、信じてくれるの!?」

　そう尋たずねる彼女に、マミィは深く頷うなずく。

「うん。だってあなた、噓うそをつくような人に見えないもん」

　それを聞いた少女の目に、うっすら涙なみだの膜まくが張る。

「うぅ～～……」

　そして、彼女は泣き出した。

「うわあぁん！　嬉うれしいよぉ～！　今までこの大陸で会った人、誰もあたしのこと元勇者だって信じてくれなくてぇ～！」

「うん、うん、辛つらかったね」

　そう言うと、マミィは彼女に手を伸のばす。

「いい子いい子～」

　マミィは背せ伸のびもしていないのに、その手は彼女の頭に楽々届いた。「自称・元勇者」はおチビであることがわかる。

「うわあぁーん！」

「よしよし」

　幼女になだめられて大泣きする少女に、街の人たちが次し第だいに注目し始める。

「なんだ、どうした？」

「迷子か？」

「元勇者がどうしたって？」

　それを見て、俺とジェシーとアデラは目を合わせた。

「どうする？」

「ちょっと目立ちすぎてますわね」

　マミィはフードをかぶって耳を隠かくしているとはいえ、希少種族のナニー族なのだから注目を集めるのはあまりよろしくない。

「どこか入りましょう」

　それで俺たちは二人を連れ、とりあえずその場を離はなれることにした。




　十分後、俺たちは大通りから一本入った道のレストランで、「自称・元勇者」の話を聞くことにした。

　彼女はさすがにもう泣きやみ、落ち着いた様子だ。

「あたしの名前は二に階かい堂どう絵え麻ま。エマって呼んでね」

「え？」

　それを聞いて、俺の目が点になる。

「ニカイドウ……日本人みたいな名前だな」

　俺の呟きに、今度は彼女が驚きの表情を見せる。

「えっ……!?　ってあなた、まさか転生者!?」

「ってことは、そっちもそうなのか!?」

　俺たちは、あっという間に事情を理解した。

　古木のようなくすんだ色の木で作られた店内は、ほどよく混み合っていて、誰も俺たちの会話の内容に関心を払っていないのが幸いだ。

「……あたしが転生したのは、今から七年前。十五歳の中三だったあたしは、トラックに撥はねられて……真っ白な空間で目が覚めたら、変な女め神がみに言いくるめられて。気がついたらこの世界にいたの」

「俺と一いつ緒しよだ」

　あの女神、七年前からそんな活動を……。

　七年前に十五歳だったということは、本当ならエマは今、二十二歳だということになる。

「じゃあ君も、転生したときに若返ったんだね」

　どう見ても十代半ばにしか見えないエマを見て言うと、彼女は心外そうな顔をする。

「え？　若返り転生なんてしてないよ？　たぶんだけど……。あたし十五歳だったんだから、若返ってたら、そこのおチビちゃんくらいになっちゃってたはずじゃない？」

　と、マミィを指差す。

　そういうマミィは、さっきから俺にテーブルの上のサンドイッチを食べさせようと機会をうかがっている。俺たちはまだ朝食を済ませていなかったので、店に入ったときに適当に頼たのんだやつだ。

「そ、そうなのか」

　じゃあ、幼く見えるのはエマの元のポテンシャルということになる。

「で、続きだけど」

　実じつ年ねん齢れいに動どう揺ようする俺を置いて、エマは自ら話を進めた。

「あたしが転生したのは、この大陸から遠く離れた場所……アルフィン大陸。そこは当時、魔ま王おうが頻ひん繁ぱんに出しゆつ没ぼつする地域になってて、そこらじゅうに魔物が溢あふれて荒あらされていたんだ」

　それを聞いて、俺はジェシーとアデラを見る。二人とも「知らない」というように首を振った。

「我が国と国交がある国の地域ではないようですわね」

　ジェシーの言葉に、エマは頷く。

「だと思う。ここからだと、とても遠いから。あたしは何年もかけて旅をしてたから、たどり着いたけど」

「ふうむ……」

　情報を頭で整理しながら聞いていた俺は、そこで核かく心しんに迫せまることを聞きたくなった。

「で、魔王っていうのはどんなやつなんだ？　さっきの口ぶりだと、戦ったことがあるんだろ……？」

　その瞬しゆん間かん、エマの目が今までにない真しん剣けんさで輝く。

「うん、もちろん、あるよ。あと少しで倒たおせるところだったんだから」

　エマは深く頷いて、俺を見つめる。

「魔王の正体はね……」

　緊きん迫ぱくの一瞬。

　そのとき。

「……アカちゃん、パン食べる？」

　顔の横で、マミィが差し出したサンドイッチがプンプンいい匂においを放っていた。

「いや今じゃねーだろ！」

　俺がツッコむと、悪気ゼロのマミィはオタオタする。

「そうなの!?　アカちゃんが黙だまり込んだから、今かなと思って……」

「エマの言葉を待ってたんだよ！　大事な話だから！」

「でも、アカちゃん、お腹なかすいたでしょ？　とりあえず、あーん」

「なにが『とりあえず』なんだよ!?」

　とはいえ、こうなってしまったので仕方なくマミィの手からサンドイッチを食べて、改めて重要な話題に戻もどる。

「で、魔王の正体っていうのは……？」

　幼女から食べさせてもらったサンドイッチをモグモグしつつ、俺はエマを見つめる。ちなみに、お腹が空すいていたのは皆みな同じのようで、ジェシーもアデラも、なんならエマだって、サンドイッチ片手にモグモグやっていた。

「……ん……それがね」

　咀そ嚼しやくの合間に、エマが答える。いまひとつ緊きん張ちよう感かんがない。

「……魔王には、実体がないの」

「実体が、ない？」

　オウム返しする俺に、エマは大きく頷き、同時に口の中のものを飲み下す。

「そう。恨うらみの思念体っていうか……あたしにもまだよくわかってないんだけど、とにかく形は不定形なの。だから、どんな姿で現れるかわからないんだ」

「うーん……」

　せっかく魔王討伐経験者に話を聞けたのに、魔王の正体は雲をつかむようだ。

「他ほかには？　何かないのか？　だって、エマはその魔王と対たい峙じして、いいところまで追い詰つめたんだよな？」

　さらに尋ねると、エマはわずかに「むぅ」と口を尖とがらせる。

「……ねえ、ちょっと思ってたんだけど、キミ、あたしより年下だよね？　しかも、転生者として魔王を倒して勇者になりたいんでしょ？　じゃあ、あたしはその先せん輩ぱいだよね？　ねんちょーしゃには敬意を表すべきじゃない!?」

「えっ……？」

　まさかそこに突つっかかってこられると思ってなかったので言葉を失ってしまう。そんな俺に、彼女は重ねて言う。

「キミが喋しやべってるのは日本語でしょ？　ってことは、女神の自動翻ほん訳やく能力に頼たよらず、あたしに聞こえてるのはキミ自身の言葉ってことなんだからー！」

「はあ……」

　エマがそう言うなら、こちらにも主張しなければいけないことがある。

「あのさ、俺、死んだとき二十八歳だったんだよ」

　それを聞いて、エマの目が点になる。

「……え？　ウソ？　若くない？」

「見た目だけ、若返り転生しました」

　俺の言葉に、エマは俯うつむいて無言になる。

「……年長者には敬意……俺の名前は今いま田だ赤あか哉や……」

　そんな彼女に届くようボソッと呟つぶやいてみると、エマはみるみるハの字眉まゆになる。

「ふぇ～ん……アカヤパイセーン……！」

　涙目になって俺に言う。なんだか少し可愛かわいいと思ってしまった。

「それで、そんなあなたが遠くからこの大陸にやってきたということは、魔王がこの近くにいるということですの？」

　話が停てい滞たいしたのを見かねてか、そこでジェシーがそう尋ねる。

「ああ、うん」

　エマは元の様子に戻って、浅く頷うなずいた。

「魔王の出現率が高い地域は時期によって移り変わっていて、あるときからアルフィン大陸では見られなくなってきたの。だから、少しずつ移動して、ここへたどり着いたってわけ」

「出現率……？」

　よくわからなくて尋たずねると、エマは頷く。

「うん。でも、あとは旅をしながら話さない？　時間がもったいないから」

　そう言うと、エマはテーブルの上のサンドイッチを口に押し込みながら立ち上がる。

「はほふのハンヒョンはひんひゅふひほつなの。ほふひへふはひはひほ、ひほふひへふはほひへはひんははは」

「はい!?」

　女神はこういうのも翻訳してくれないかなと思っていると、アデラが優やさしく微笑ほほえんで俺を見る。

「『魔王のダンジョンは神しん出しゆつ鬼き没ぼつなの。こうしてる間にも、移動してるかもしれないんだから』……ですって」

「なんでわかった!?」

「ふふ、弟たちがモグモグしながら食事中一いつ斉せいに喋り出すのを聞き取っていたからよ」

「いろいろと底知れない方ですわね……」

　ジェシーが真顔で、感心したように呟く。

「アカちゃんも、朝ごはんもっと食べないと！　ほら、アーンして～！」

　そこでマミィが、俺の口にさらなるサンドイッチを入れようとしてくる。

「えっ、でも早く旅に行かないと」

「魔王より朝ごはんだよー！　しっかり食べないと、魔王を倒す力が出ないよー!?」

「そんなむちゃくちゃな！」

　硬かたいパンのサンドイッチをしこたま口に詰め込まれ、俺は口こう蓋がいをズタズタに傷めながら、店を出て行ったエマを慌あわてて追いかけた。




　　　　†




　エマは店を出ると、大通りから離はなれるようにずんずん歩いていく。おそらく王都を出るつもりだろう。

「で、さっき言ってたことだけど」

　エマの先ほどの発言が気になって、俺は歩きながら尋ねた。

「魔王のダンジョンが神出鬼没？　こうしてる間にも移動してるかもしれない……って、どういうことだ？」

　すると、前を歩くエマが俺を振ふり返る。

「その通りの意味だよ？　魔王のダンジョンは、世界中にあるダンジョンと繫つながってるの。正確には、繫がってるのは魔王の部屋……って言った方がいいのかな？　魔王の部屋と繫がると、そのへんのどこにでもあるダンジョンが、魔王のダンジョンになるってこと」

「えっ？　じゃあ、レベル上げに軽い気持ちで立ち寄ったダンジョンがラストダンジョンだったりするのか？　それってヤバくないか？」

「大だい丈じよう夫ぶ！　ちゃんと目印があるから」

「目印？」

「魔王が今いるダンジョンは、入り口から一定の距きよ離りまで雑魚ざこモンスターが出なくなるんだよ。たぶん、魔王のお世話とかでこき使われて、手が足りなくなってるんだろうね」

「なるほど……じゃあ、それに気づいたら途と中ちゆうで引き返せるってことか」

「そゆこと！　ま、あたしは魔王を探してるんだから引き返さないけどね」

「で、今はどこに向かってるんだ？」

　俺が尋ねると、エマは再びこちらを振り返る。

「もちろん、魔王のダンジョン探しだよ！　この近くにもいくつかダンジョンはあるだろうし、どんどん当たっていこー！」

「そうか……」

「魔王は平均三日くらいでダンジョンを移動してるから、こっちもサクサクいかないとね！」

「そうなのか。じゃあ、そうしよう」

　しかし、あらゆるダンジョンに魔ま王おうがいる可能性があるってことは、ダンジョン探たん索さくのたびにちょっと緊きん張ちようするな。

　まあ、ダンジョンは世界中にあるらしいし、当たる確率は相当低そうだけど。

　そんなことを考えながら歩いていたときだった。

　俺たちは街中を抜ぬけて、王都を出たところだった。しばらく歩いていると、城じよう壁へきの外側に、異様な様子の人々が屯たむろしているのが目に入ってきた。

　彼らは地面の上で、ある者はボロ布をまとって横たわり、ある者は浮うかない顔で何かを咀嚼し、ある者たちは身を寄せ合って話し合っていた。その数は多く、ぱっと見ただけでは数えられないほどだ。おそらく数百人はいるだろう。

　彼らはここで生活しているように見えた。

　こんな場所で、なぜ？

　何より、そこにいた人々は皆、諦あきらめたような倦うんだような、すさんだ目をしているのが気になった。

「あの人たちは一体……？」

　息を吞のむ俺に、ジェシーが答えた。

「……あれは、王都の難民キャンプですわ」

　眉まゆ根ねを寄せ、心苦しそうに言う。

「さっきも申し上げましたが、王都には、町や村を魔物に襲おそわれた人々が安全を求めてやってくるのですわ。しかし、王都の居住区にも限りがありますから……お金のない人々は街の中に住まいを持てず、ここでこうして物もの乞ごいのような暮らしをするしかないのですわ……」

「そうだったのか……」

　人々の中に小さな子どもたちを見つけて、胸が痛んだ。

「魔物のせいで、こんなに多くの人が苦しんでるのか……」

　思えば、俺は今まで、魔物が人々にどれくらい被ひ害がいを与あたえているのか知る場面に出くわしていなかった。

　魔物に苦しめられている人々は、確実にいる。その現実を目まの当たりにして、胸の奥に静かな炎ほのおが灯ともるのを感じた。

「……やっぱり、魔王は倒たおさなくちゃならないな」

　心からそう思って呟くと、マミィが俺を見て微笑む。

「そうだね。アカちゃんはいい子だね」

「な、なんだよ、急に」

　恥はずかしくなってしまって、俺は話題を変えようとエマを見た。

「そうだ、エマ。エマはどうして魔王を倒そうと思ったんだ？」

　そんな俺を見て、エマは少し微笑む。

「ん？　たぶん、パイセンと最初は一いつ緒しよだよ」

「一緒？」

「異世界転生したから、魔王を倒して英えい雄ゆうになろうと思ったんでしょ？　あたしも。女の子にしては『なろう』系とかけっこう読んでたし、いけるかな～って」

　確かに、それなら最初の動機は俺と似ているかもしれない。

「……でもさ、あたし、前世の頃ころからツイてないんだぁ」

　そこで、エマは急にしょんぼりした様子になる。

「あたしが渡わたろうとした信号はみんな赤になるし、電車のドアは目の前で閉まるし、エレベーターはいつもあたしから一番遠い階にいるし……」

「それは……」

　誇こ張ちようでなく真実なら、なかなかの運の悪さだ。

「工事中のマンホールの穴に落ちたこともあるし、道みち端ばたで野の良ら犬いぬに追いかけられるのも日にち常じよう茶さ飯はん事じだし……」

「え、イマドキの日本にまだ野良犬なんているのか？」

「え？　いないの？　あたしが死んでから、そんなに治安良くなった？」

「いや、物心ついたときから野良犬なんか見たことないけど」

「あーパイセン、さては大都会の人間ね？」

　そんなどうでもいいやりとりをしたあとで、エマは改めて意い気き消しよう沈ちんしたように俯く。

「……だから、自分の運の悪さに負けないように、いつも準備万ばん端たんで頑がん張ばってたんだよ？　待ち合わせのときは約束の時間の一時間前に着くように家を出てたし、宿題だって帰宅してすぐ終わらせてたし……。それでも、電車に乗れば必ず人身事故や安全確かく認にんで電車が停とまって時間通りに着けたことないし、登校中にひったくりに鞄かばんごと盗とられて宿題を出せなかったりしたけど」

「逆にすごいな」

　そのツイてなさを活いかして逆張りビジネスでもしたら、大成功を収めそうな気すらする。

「高校受験のときは、第一志望の受験日の前日に、二回も予防接種してたのにインフルエンザに罹かかって。でも絶対受かりたいから三十九度の熱でフラフラしながら試験会場に向かってたら、とうとうトラックに撥はねられて死んじゃったんだよ～！」

「そんなあっけらかんと！　あと、インフルで受験に行くのはダメだろ！」

　前世ではインフルでも出勤させられてた俺がツッコむと泣けるな。

　ジェシーとアデラも、さすがに気の毒そうにエマを見る。

「なんというか、同情を禁じ得ませんわね……」

「気持ちはわかるけど、命あっての物種よ……？」

「でも、そんなあたしだったけど、せっかく生まれ変わったんだから、今度こそ強運を手に入れて大活かつ躍やくしようって思って猛もう修しゆ行ぎようして……転生して数ヶ月でめっちゃ強くなったけど、魔王を倒す直前でお腹なかを壊こわしてトドメを刺さし損そこねちゃって、さらにたくさんいたパーティメンバー全員に裏切られて逃とう走そうされて、あたしたちのパトロンだった王様も運悪く病死して、新国王に前国王からもらった軍資金を全額返せと迫せまられて、とてつもない借金を一人で負うことになっちゃったんだぁ……」

「マ、マジか……」

　二時間ドラマになりそうなほど壮そう絶ぜつな転落人生だ。

「じゃあ、もしかして、さっき値切ってたのも？」

　ワゴンの店主と揉もめていたときのことを思い出して訊きくと、エマは「うん」と頷うなずいた。

「一人で魔王退治の旅を続けるには、アイテムやいい武器防具がいるから。だからって、冒ぼう険けん者しやバーで仲間を募つのると手数料がバカ高いし」

　そう言ってから、エマは急に目を輝かがやかせる。

「でも、今日のあたしは運が良かった！　ちょうど魔王討とう伐ばつしようとしてる人たちがいて、タダで仲間になってくれるなんて！」

「タダどころか、むしろ金づるにされている感がありますわね」

　レストランで支し払はらいをしたジェシーがぼそりと言った。俺たちのお金は、彼女に一いつ括かつ管理してもらっている。先に店を出たエマは、当然のように一銭も払はらわなかった。

「え？」

　とぼけているのか天然なのか、エマは悪気のない顔をしている。そして、遠くの方を見て指をさした。

「あっ、あっちによさげな森があるね！」

「って、森に行くのか？」

「もちろん！　森はダンジョン出現ポイントの一つだからね！　はりきって行くよーっ！」

　と意い気き揚よう々ようと森へ歩き出したエマだったが。




　ポトッ！




　上空から何かが降ってきて、その額を直ちよく撃げきした。

「わわっ！」

　エマはたじろいだ様子で額に手をやる。

　白くて茶色っぽい、わずかに緑がかったその液体は……前世でも見たことあるぞ、これは……。

「わーん、鳥の糞ふんが降ってきたぁ～っ！」

　エマは半べそになって、額を手の甲こうで拭ふく。

「大丈夫だよ、エマちゃん」

　マミィがハンカチを取り出して、エマの額を拭いてあげる。

「よしよし、エマちゃんは何も悪くないよ」

「うわ～ん！」

　マミィの母性溢あふれる励はげましに、エマはまたも泣いてしまう。

「しかし、エマってほんと運悪いんだな……」

　さっきの話もあながち誇張ではなく、全部真実なのかもしれない。そう思うのに充じゆう分ぶんなオープニングセレモニーだった。




　その後も。

「きゃーっ！」

「エマさんがイノシシ用の落とし穴に落ちましたわ！」

「エマちゃん、だいじょぶー!?」

「何やってんだよ!?」




　その騒そう動どうが一段落したと思ったら。




「わーん、助けてー！」

「今度はエマちゃん、ハゲタカに襲われてるわ！」

「なんでだよ!?」

「だいじょぶだよ、マミィがハゲタカさんをいい子いい子して帰ってもらうからー！」

　エマの不運体質はとどまるところを知らない。




「もうダメ～～！　どこかで一休みしたい～……」

　度たび重なる不運に見み舞まわれた後、エマは疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子で訴うつたえた。

「そうだな。休きゆう憩けいするか」

　俺たちは、エマが先ほど目指していた森の中に入っていた。王都からもう二時間くらい歩いているような気がするし、そろそろ休んでもいいかもしれない。

　そうこうしている間に、エマが前方を見て声を上げる。

「あっ、あそこに洞どう窟くつがある！　あそこにしよ！」

　エマが指したのは、大きな洞窟の入り口だった。

　森の木々の緑の中に、ゴツゴツした灰色の岩が山に向かって続いている。その正面に、人が背を屈かがめて入れるくらいの穴がぽっかり口を開けていたのだ。

　穴の中は斜しや面めんになっていて、無造作に転がった石が階段状に下へと続いている。

「とにかく入ろ。もう限界だよ～」

　エマが言って、俺たちの返事を待たずに中へ入っていく。

「まあ、いいか」

「休めそうなところがあるといいですわね」

　俺たちは顔を見合わせて頷き合って、なんとなくエマについていった。
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「暗いわね……」

　しばらく進むと、アデラが困こん惑わくした声を上げた。

「ほんとだな」

　下へ進むと、入り口から差し込む光も届かなくなって、辺りには閉へい塞そく感かんのある暗くら闇やみが迫ってくる。

「おーい、エマ！　どこまで行くんだよ？」

　声をかけてみると、前からエマの声が返ってくる。

「奥に行った方が涼すずしいじゃん？　湧わき水みずがあったりするかもしれないし！」

「でも、こう暗いと進むのも大変だろ」

「だったら、あたしの魔ま法ほうで照らしてあげ……」

　エマがそう言いかけたときだった。

「お願い、洞窟さん！　アカちゃん、暗いのイヤだって！」

　マミィの声が洞窟内に響ひびいた。

　次の瞬しゆん間かん。

「えぇっ!?」

　洞窟の中が、急に電気がついたように明るくなった。しかし、天てん井じようにたいまつやランプのようなものは見当たらない。

「岩が、光ってる……？」

　そうとしか思えない。灰色の岩いわ肌はだが、うっすらオレンジ色に発光しているのがその証しよう拠こだ。

「えーっ!?　どういうことぉ!?　あたしの勇者魔法よりすごいじゃん!?」

　エマはショックを受けている。

「マジかよ……！」

「すごいわ、マミィちゃん……」

「どういうことですの……？」

　俺たちも啞あ然ぜんとするしかない。

　そんな中、マミィはにこにこ笑って、近くの岩肌をそっと撫なでる。

「ありがとうね、洞窟さん。まだまだ先に進みたいから、お願いだよ」

　マミィの声に応こたえるように、洞窟が一瞬ペカッと大きく光った気がした。

「ついに生き物以外をも、母性で陥かん落らくし始めましたのね……」

「これからは、マミィちゃんがいれば、どんな暗いダンジョンも楽勝ね」

　額に汗あせを浮うかべるジェシーと、ニコニコ顔のアデラ。

　そのアデラのセリフに、何か引っかかるものを感じる。

「ダンジョン……？」

　確かに、この洞窟はダンジョンっぽい。ただ、魔物が出てこないから、やっぱりただの洞窟なのかもしれない。

　その後も、しばらく敵どころかネズミ一いつ匹ぴき出ない洞窟を進んでいく。

「……エマ、まだ進むのか？」

「だって、まだゆっくり休めそうな場所が出てこないんだもん。もう少しだけ進も～」

「もう少しって、けっこう歩いてないか？」

「でも、モンスターも出てこないし、いいじゃん」

　そこで、俺はゴクリと唾つばを飲む。

「……なぁ、エマ。魔王のダンジョンの目印ってなんだっけ？」

「えーっと」

　エマはまだ何も疑問に思っていない様子で、素す直なおに答える。

「入り口から奥に進む一定区間、モンスターがまったく出ないんだよ」

「その『一定区間』ってのはどのくらいだ？」

「んーっと、どのくらいかっていうのは……」

「俺たちが入り口から今まで歩いてきたくらいの距きよ離りか？」

「あー、そうだね！　ちょうどそれくらい！」

「……で、入り口からここまでの間で、モンスターはいなかったんだよな？」

「いなかったね！　一匹も！」

　そこでようやく、エマの足が止まった。

「あ───────っ！」

　俺たちを振ふり返り、顎あごが外れそうなほど口を大きくパクパクさせる。

「こっ、ここっ！　魔王のダンジョンだよ！　この感じ、ただの洞窟じゃない！　なのに、こんなに敵が出ないなんてありえないもん！　間ま違ちがいないよ！」

「今さら!?　ほんとに今気づいたのか!?」

　お前、ずっと魔王のダンジョン探してたんだろ!?　天然にもほどがあるぞ！

「……そうか……ここが魔王のダンジョンか……」

　薄うす々うすそうなのではと思っていたが、いざそうだとわかると動どう揺ようしてしまう。

「しかし、一いつ生しよう懸けん命めい探してるうちは全然見つからなくて、休憩しようと思って入った洞窟が魔王のダンジョンだったとはな……」

　エマの不運はここに極きわまっている。

　いや、魔王のダンジョンは結局の目的ではあったのだから、一周回って幸運なのか？　よくわからなくなってきた。

「で、どうするよ……？」

　まさか、ちょっと休憩しようと思って入った洞窟が、魔王のダンジョンだったなんて。

「アカちゃん、いよいよだね！」

　心の準備ができていない俺をよそに、マミィが目をキラキラさせている。

「アカちゃんの夢が、ついに叶かなうんだね……魔王を倒たおすって！」

「あ、ああ……」

　こんなに早く魔王の下もとへ行けるなんて思っていなかったので、正直まだ実感が湧かない。

「でも大だい丈じよう夫ぶかな？　もっとたくさんモンスターを倒してレベルアップしたり、レアアイテムを手に入れたりしなくて……」

　ビビっている俺の目を見つめて、マミィが大きく頷うなずく。

「いいんだよ」

　そして、諭さとすように言った。

「もしかすると、アカちゃんは『もっと経験を積んで、誰だれからも認められる英えい雄ゆうになってから』と思ってたかもしれないけど、アカちゃんがレベル99の勇者になったときには、魔王はもうレベル55の村人に倒されてるかもしれないんだよ？　それか、どんなに捜さがしても居場所が見つからないかもしれない。偶ぐう然ぜんでも、今、アカちゃんは魔王を倒すチャンスを手に入れたんだから、夢に向かって『ちょうせん』してみないと」

　マミィは俺の手を握にぎって、滔とう々とうと語りかけてくれる。そのあたたかな体温を感じていると、それもそうだという気持ちになってくる。

「大丈夫！　アカちゃんはいい子だから、きっとうまく行くよ！」

　マミィはにっこり笑って、俺の手をさらに優しく包み込む。

「アカちゃんの目的は『みんなから英雄と認められること』じゃなくて『魔王を倒すこと』でしょ？　みんなに認められるのは、魔王を倒してからでもいいんだよ。もし魔王を倒せたら、世界中のみんながアカちゃんを英雄だってほめてくれるから」

「う、うん……」

　それはそうなのかもしれないけど……。

「でも、ほんとのことを言うとね」

　そこで、マミィは穏おだやかな微び笑しようを浮かべて、呟つぶやくように言う。

「マミィは、今のままのアカちゃんでいてほしいなって気持ちも、ちょっぴりあるんだよ」

「え？」

　どういうことだろうと見ていると、マミィは心のこもったまなざしで俺を見つめ返す。

「アカちゃんはこれから成長して強くなって、どんどんかっこよくなっていくでしょ？

そうなったら、きっと弱かった頃ころの自分を恥はずかしいと思うだろうし、俺は最初から強かったんだ！　って思いたくなると思うんだ」

　そう言って、マミィは少しさびしそうに笑う。

「でも、マミィはずっと覚えておきたいの。アカちゃんにもこんなにかわいかった頃があったんだよってこと。マミィだけは覚えてて、大事に胸にしまっておきたいの。それはマミィだけの宝物だよ」

　嬉うれしそうなマミィの微笑みを見て、胸がいっぱいになってくるのを感じる。

「だって、今のかわいいアカちゃんも、成長したかっこいいアカちゃんも、マミィにとっては同じアカちゃんだから」

「マミィ……」

「だから、できたら焦あせらずゆっくり成長してほしいな。アカちゃんのペースでね」

　慈じ愛あいのこもったまなざしで俺を見つめ、マミィはにっこり微笑んだ。

「……ありがとな、マミィ」

　いきなり魔王のダンジョンという展開に浮き足立ってしまったけど、少し落ち着いてきた。

　マミィはゆっくり成長すればいいと言ってくれたけど、魔王を倒すなんて大それたこと、今の俺にできるのか、不安は尽つきない。

　でも、逆に考えれば、前世の頃よりは、今の俺は少しずつでも成長しているはずだ。その証拠に、この前は魔王の配下の魔物ゴルゴーラを倒すことができた。

　あれは「話して説得する」という方法だったけど。でも、魔物を倒す方法は剣けんや魔法だけじゃないと学んだし、何より俺の自信になった。

　そのことを思い出して、心を落ち着けさせる。

「……アカヤくん？」

「どうしますの、アカヤ様？」

　心配そうに俺を見ていたアデラとジェシーに頷いて、俺は洞どう窟くつの先を見み据すえた。

「行くよ。魔王を倒すのが目標だったんだ。行かない理由がない」

「そうこなくっちゃ、パイセン！」

　先に進んでいたエマが、嬉しそうに叫さけんだ。

　こうして、俺たちは、魔王のダンジョンを攻こう略りやくすることになった。




　　　　†




　敵の出ないダンジョンは、拍ひよう子し抜ぬけするほどサクサク進めた。

　歩くことしばらく、俺たちは曲がり角に出くわした。

　正面の壁は大きな扉とびらになっていた。扉には複雑な魔ま法ほう陣じんのような模様が刻まれていて、明らかに意味ありげだ。

　道は直角に折れていて、スルーして先に進むこともできる。

「このドア、なんだろう？」

　ちょっと押してみるが、びくともしない。引き手や取っ手もないし、どうやって開ければいいのか見当もつかない。

「ああ、これは封ふう印いんの扉だよ！」

　エマが訳知り顔に説明する。

「ダンジョンによくあるやつで、これを開けるには……」

　そのときだった。

「アカちゃんは早く魔王を倒さないと！　だから今開けようよ！」

　マミィが扉の前にとてとて進み出て、それを押した。

　すると……。

「ええーっ!?」

　ギィ……と音を立てて、扉が向こう側に開いた。

　そして、そこには、なんか、魔物の親分みたいなやつが、マヌケ顔をして立っていた。

「ど、どどど、どうしてだ!?」

　巨きよ大だいなコウモリのような姿をしたその魔物は、明らかにビビっていた。

「お前たちは今入ってきたばかりだろう!?　これから、この扉を解除するために洞窟の最深部まで下りて、滝たきの水を止める仕し掛かけを作動させてから、さらに奥のほこらに行って水すい晶しようを見つけ、それを嵌はめる像を見つけるために三つの謎なぞを解かねば、このダンジョンの中ボスである俺様のもとにはたどり着かないはず！」

「うわ……」

「めんどくさぁ……」

　アデラが露ろ骨こつにイヤな顔をする。

「でも、開きましたわね」

　ジェシーは真顔で扉を見る。

「な、なんなの、このおチビちゃんは!?」

　エマはマミィをびっくり眼まなこで見ている。

「この子は、ナニー族のエルフですわ」

　ジェシーがエマに答えた。

「そして、アカヤ様のママ……ですの」

「ナニー族だって!?」

　それを聞いて、エマではなく中ボスが跳び上がった。

「お、お前、俺を倒すのか……？　ナニー族の強力な古代魔法で、消し炭のように……」

　そう言いながら、中ボスは震ふるえている。

　そんな中ボスを見て、マミィは小首を傾かしげた。

「……おじさん、モンスターなの？」

「ひいっ！」

　攻こう撃げきを予感し、中ボスはさらに震え上がる。

「えーっ、どういうこと!?　ダンジョンの中ボスが震え上がるって!?　ナニー族ってなんなのぉ～!?」

　エマはうろたえている。どうやら、彼女はナニー族をよく知らないらしい。

「中ボスさん……」

　マミィは中ボスに近づき、何か話しかけようとする。

「ひぃあぁっ！」

　恐きよう怖ふのあまり、中ボスは叫んだ。

「下がれ、マミィ！　これは演技かも……」

　マミィを守ろうと、俺は彼女の前に手をかざす。

　だが、マミィは中ボスの方に向かっていく。

　そして次の瞬しゆん間かん……。

「中ボスさん、よしよし～」




　マミィはなんと、中ボスをヨシヨシした！




「ええっ!?」

「何してますの、ちびっ子！　離はなれなさい！」

「そうよ、冒ぼう険けん者しやの塔とうでそうやってゴルゴーラに騙だまされたの、覚えてるでしょ!?」

　ジェシーとアデラが止めるが、マミィはヨシヨシをやめない。人間の一・五倍ほどある中ボスは、マミィに腹を撫なでられて、何が起こっているのかわからず放心した顔で突っ立っていた。

　当然だろう。てっきり攻撃されると思っていたのに、逆のことをされたんだから。しかし……こいつは魔物だ。ナメられたら、逆ぎやく襲しゆうされる。

「マミィ、そのくらいにして離れるんだ！」

　腰こしの剣に手をかけて、俺がそう叫ぶのと同時に、今まで微び動どうだにしなかった中ボスが動き出した。

「集つどえ、我が手下たち！」

　中ボスの声に呼応するように、洞窟の上の方からバサバサと無数の羽音が聞こえてくる。よく見れば、それはコウモリの群れだった。

「な、なんだ……!?」

　手下のコウモリを集めて、俺たちに総攻撃を仕掛ける気か!?

「危ない、逃にげろみんな……マミィ！」

　だが、そこで目にしたのは予想外の光景だった。




　コウモリと中ボスは、マミィのまえにひれふした！




「ちょっ、な、何!?　何が起こってるのーっ!?」




　エマは、こんらんしている。




　だが、中ボスはうっとりとしたまなざしでマミィを見上げている。やがて、コウモリたちを従えてそっと立ち上がった。

「君に、部下ともども忠誠を示そう……こんな穏おだやかな気分は初めてだ……」

　中ボスの顔は、先ほどまでとは打って変わって晴れやかだった。

「な、何が起きたの!?　どうなってるのーっ!?」

　エマは相変わらずテンパっている。

「……お嬢じようちゃんは、俺を攻撃しないんだね？」

　マミィを見つめて尋たずねる中ボスに、マミィはそっと頷うなずいた。

「うん。だって、中ボスさんはもうマミィのお友達だもん」

　そう言って、マミィはにっこり微笑ほほえんだ。

「おお、なんという汚けがれなき笑顔の輝かがやき……俺は今日、天使に出会ったぞ……！」

　中ボスは滂ぼう沱だのごとく涙なみだを流している。

「さあ、行きなさい」

　中ボスは俺たちに道を開け、後方を示した。

「この道をまっすぐ行けば、ダンジョンの奥への近道だよ」

「そんなこと教えていいの!?」

　エマは目ん玉が飛び出るほど驚おどろいている。

「私を倒たおさないと、ダンジョンをものすごく遠回りしないといけない……だから冒険者たちはこの扉を開けて私を倒す。だが、君たちは私の友達だ。快く道を譲ゆずろう」

　中ボスは紳しん士しのような口調で俺たちに言った。

「すげえな、マミィ……！」

「さすがにこれは改心させすぎですわね」

「一いち人にん称しようまで変わっちゃってるものね」

　感心する俺たちの後ろで、エマは頭を抱かかえている。

「なんなのこれはーっ!?」

　一方、マミィは素す直なおに喜んで、中ボスと堅かたい握あく手しゆを交かわす。

「わーい！　ありがとう、中ボスさん」

「気をつけて行くんだよ」

「うんっ！　中ボスさんも長生きしてね」

　中ボスにヒラヒラ手を振ふって、マミィは俺たちとともに先に進んだ。




　　　　†




　それ以降、パーティ内の勢力図が一変した。

　先頭を歩いていたエマは後ろに下がり、マミィが俺を守るように先せん陣じんを切って歩き始めた。

「ナニー族って一体……？　修しゆ行ぎように明け暮れたあたしの七年間は……」

　目をグルグルさせながら、ブツブツ呟つぶやいている。

「あっ、敵ですわ！」

　そこでジェシーが前方を見て叫さけんだ。

　見ると、ダンジョンの向こうから赤い目をした獣けものが近づいてくる。

「なるほど……中ボスを過ぎたら、魔王のダンジョンでも普ふ通つうに雑魚ざこモンスターが出てくるのか」

　俺は腰の剣けんの柄つかを摑つかむ。だが、隣となりのマミィが俺のその手を握にぎって囁ささやいた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、アカちゃん」

「えっ!?」

　そして、片手を頭上高く上げる。

「滅めえ───っ！」

　次の瞬間、モンスターから火柱が上がる。

「ええ───────っ!?」

　エマがムンクの「叫び」顔で、驚きの悲鳴を上げる。

「なに今の!?　どんな禁きん忌き魔ま法ほうを使ったのーっ!?」

「あら、マミィちゃんはいつもこうよ」

「ナニー族の古代魔法ですわ」

　アデラとジェシーが説明するが、エマは両手で顔を押さえたまま、首をふるふると振る。

「こんなの絶対おかしいよーっ！　昔、旅の途と中ちゆうで人間の赤ん坊ぼうを可愛かわいがるエルフに会ったことがあるけど、せいぜいミルクをあげるためのお湯を沸わかすくらいの火魔法しか使ってなかったもん……」

　つぶやくように説明して、マミィへ驚きよう異いの視線を注ぐ。

「この子、何者ー!?」

「ナニー族の魔力は、母性の強さに比例しますのよ。だから、ちびっ子の母性が壮そう大だいなのですわ」

「それにしても、チートすぎるよーっ！」

　エマは混乱して目を回しながら叫ぶ。

「こんなの普通のエルフが持てる強さの母性じゃないって～！」

「どういうことだ？」

　俺の問いに、エマは答える。

「それこそ、神とか……神話級の力の持ち主だよ～！」

　その言葉に、俺とジェシーとアデラは互たがいを探さぐるように目を合わせた。そして、マミィを見る。

「どしたの、アカちゃん？　お腹なかすいた？　おっぱい代わりに、牛乳でも飲む～？」

　自分のお世話バッグをごそごそ開け、白い液体の入った哺ほ乳にゆう瓶びんを振ってみせる。

「あっ、それとも『ちっち』かな？　マミィが連れて行ってあげようか？」

　うん、いつものマミィだ。

「……ハハ、そんなまさか」

「確かに、マミィちゃんはとんでもなく強いけど」

「ナニー族にも、母性の強さはいろいろあるのだと思いますわよ」

　俺たちの言葉を聞いても、エマは得心がいかない顔をしている。

「うーん……」

　そして、ふと泣きそうな面おも持もちになる。

「どっちにしても、あたしってほんとツイてない……元勇者として、魔王のダンジョンでせっかくバリバリ活かつ躍やくしようとしてたのにぃ～」

「まあ、いいじゃないですの」

「そうよ。苦戦するよりはいい状じよう況きようでしょ？」

　ジェシーとアデラがエマを慰なぐさめるが、エマは失望を隠かくそうともしない。

「エーン……あたしは元勇者なのにぃ～～……」

　そんな彼女を見ていると、その落らく胆たんがどこか他人ひと事ごとには思えない。

「……俺、君の気持ちが少しわかる気がするよ」

　だから、俺はそんなことを言っていた。

「俺はエマみたいに特別運が悪かったわけじゃないけど、前世ではやることが全然うまくいかなくて。自分では頑がん張ばってるつもりなんだけど、空回りしちゃってたんだよ。だから、こっちの世界では頑張ろうってはりきってたのに、マミィには全然敵かなわなくて……」

　エマは、俺の言葉をじっと聞いている。

「でも、思うんだ。俺は俺にできることを頑張るしかないって。たぶん、人にはみんな役割があるんだ。俺は今、自分ができる方法で、誰だれかの、何かの役に立つしかないんだよ」

　俺が一体なんの役に立てているのか、今のところ不明だけど……。

「それに、こんなにツイてないのに、一人で頑張ってきたエマはすごいよ。だから落ち込む必要ないって。エマが俺たちと出会ってくれて、ここまで引っ張ってきてくれたおかげで、俺たちはここに来れた。エマの頑張りには意味があるんだよ」

　すると、エマは目を瞠みはり、何か言いたげに俺を見つめる。

「落ち込むことなんてないよ。エマは今まで通りのやり方でやればいいから。俺たちは仲間なんだ。みんなで協力して先に進めばいいだろ？」

　その言葉に、エマは心を動かされた様子を見せる。

「……そうだね」

　そう言って、かすかに微笑んで俯うつむく。

「魔王のダンジョンを見つけられて、心強い仲間がいる……考えてみたら、何も不運じゃない！　あたしってツイてる！」

　そこで顔を上げて、俺に向かって微笑んでみせた。

「今まで一人が長すぎて……誰かと協力して前に進むってことを忘れてたみたい。さびしいね、あたしって」

「エマちゃん」

　そのとき、俺たちの間にマミィが入ってきた。

「マミィも、エマちゃんはすごいと思うよ」

　マミィは、その汚れのないつぶらな瞳ひとみでエマを見つめる。

「今まで、たった一人で冒ぼう険けんしてきて、えらかったよね」

　その瞬しゆん間かん、エマの瞳に涙がにじみ始める。

「エマちゃんはいい子だよ」

　そう言うと、マミィは手を伸のばしてエマの頭を撫なでる。

「やっ、やめてよ～！」

　エマは恥はずかしそうに言うが、それは口だけで、されるがままに立っている。

「エマちゃん、いい子いい子～」

　マミィはエマを撫で続けている。

　すると、次し第だいにエマの表情が雪崩なだれのように崩くずれていき、ついに彼女は泣き出した。

「ふぇ～ん……！」

　俺たちが見守る中、エマは大声でき叫ぶ。

「あたし、さびしかったぁ！　魔王倒たおすのに失敗して、仲間もスポンサーもいなくなっちゃって……でも、あたしにできるのはこれしかないからって、魔物を倒す腕うでを磨みがき続けてきたの～！」

　そんなエマを、マミィはさらにヨシヨシする。

「うん、それはすごいことだよ。だから、このパーティのリーダーはエマちゃんだよ」

　そう言うと、俺の方を見る。

「それでいいよね、アカちゃん？」

「もちろん」

　そして、マミィはエマに向き直る。

「その代わり、魔王を倒すのはアカちゃんだからね？」

　エマは何も言わずにしゃくり上げていた。

「アカちゃんは、魔王を倒すのが夢なの。だからママとして……マミィはそれを応おう援えんしてるだけなんだよ」

　エマに言い聞かせるように言って、マミィは微笑ほほえんだ。

「マミィはアカちゃんのママだけど、さびしいときはエマちゃんもマミィに甘えていいからね？」

「…………」

　エマはしばらく無言だった。そして、ようやく泣き止やんで手の甲こうで涙なみだを拭ぬぐうと、マミィにそっと抱だきついた。

「……うん、わかった」

「よしよし、エマちゃんはいい子だね」

　マミィもエマを抱きしめる。

　こうして、エマが俺たちに心を開いてくれたところで、俺たちは改めて先に進むことになった。

「ちょっと先を急いだ方がいいんじゃないか？　エマの話だと、ダンジョン攻こう略りやく中でも魔王がダンジョンを移動してしまう可能性はあるんだろ？」

　歩きながら俺が言うと、エマは「あっ！」という顔になる。

「ううん！　魔王は、自分のいるダンジョンを冒険者が攻略してることを知れば移動しないんだ。なぜなら、魔王は自分の力に絶大な自信があるから。侵しん略りやく者しやを返り討うちにしない限り、よそへ移るようなことはしないんだよ」
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「意外とスポーツマンシップがあるんだな、魔王」

「そういうことなのかなぁ？」

　俺の感想に、エマは首をひねる。

「たぶんね、魔王は今まで『負けたことがない』からだと思う。人間と戦って敗れたことがないから、当然今回も倒たおせると思って、ダンジョンの最深部で待ち構えているんだよ」

　そう言われてみると、だいぶおっかない気がするな。

「そうか……」

　そんなやつが、俺に倒せるのだろうか。

　再び、不安に駆かられそうになったとき。

「大丈夫だよ、アカちゃん！」

　マミィのあたたかい声が飛んできて、やわらかな手が俺の手のひらをぎゅむっと包んでくれる。

「アカちゃんならできるよ。だって、マミィのアカちゃんだもん！」

「……おう、そうだな！」

　揺ゆらいだ自信を回復しようと、景気づけにダンジョンの岩がん壁ぺきを殴なぐった。




　ボコォオオ！




　とんでもない音がして、岩が辺りに砕くだけ散る。殴った場所を見ると、直径一メートルくらいがクレーターのようにへこんでいた。

「パ、パイセン!?」

　エマが再び混乱し始める。

「えっ、これスキル!?　どういうスキル!?　または純じゆん粋すいな怪かい力りきー!?」

「アカヤ様は、ちびっ子の強すぎる母性によって身体強化されたのですわ」

「マミィちゃんのおかげで、一つ上の男になったのよ」

「なにそれぇ～!?　すごいけど、すごいどうでもよくない!?」

　エマの悲鳴が、ダンジョン内に響ひびき渡わたった。




　　　　†




　その後も、モンスターが現れてはマミィが消し炭にするのを繰くり返して、俺たちはダンジョンをどんどん進んでいく。

「お、宝箱だ！」

　道の突つき当たりに、初めての宝箱を見つける。さっき分かれ道があったので、正解は違ちがう方の道だったかと思うのと同時に、これぞダンジョンって感じでテンションが上がる。

　だが、俺よりもっとテンションが上がった人物がいた。

「宝箱ですってー!?　きゃー！」

　アデラは目を輝かがやかせて、宝箱目がけて走り出した。

「あ、ちょっと待って！　開ける前に……」

　エマが止めるのも聞かずに、アデラは宝箱に手をかける。

　そして。

「きゃっ！」

　アデラは宝箱を放ほうり出して倒れた。

　宝箱を見ると、中から赤い目玉が二つギョロリと光っている。宝物が入っていると思われた中には、凶きよう悪あくな虎とらのようなモンスターの顔が潜ひそんでいた。




　宝箱は、モンスターだった！




「アデラさん、お離はなれになって！」

　ジェシーは素す早ばやく戦せん闘とう態勢になり、俺も剣けんに手をかける。

　が、そんな俺たちの緊きん張ちよう感かんを打ち破るように、マミィがとてとてと走り出した。

「わぁっ！」

　嬉うれしそうな顔で、人ひと喰くい宝箱に近づいていく。

「危ない、マミィ……！」

　だが、マミィは俺の制止を一いつ切さい気にすることなく、人喰い宝箱に手を伸ばす。

「マミィ、これ知ってる！」

「えっ!?」

「何してますの、ちびっ子！」

　だが、俺やジェシーの戸と惑まどいをよそに、マミィは宝箱をのぞき込んで、にっこりする。

「これはびっくり箱だよ。赤ちゃんをあやすのに使うんだって、ゴブリンさんが見せてくれたことがあるもん」

「え……？」

　俺の目が点になる。

「わたし、しっかり攻こう撃げきされたんだけど……」

　アデラが手をさすりながら立ち上がる。

「あれは人喰い宝箱だよ、うん……えっ、そうだよね!?」

　エマは再び混乱し始めてしまった。

　そんな中、マミィはかまわず宝箱に話しかけ、あろうことかその側面をナデナデした。

「びっくり箱さんは、びっくり箱さんだよね？」

「いや、だから危ないって……！」

「おやめなさい、ちびっ子！」

　ところが。

「…………」

　人喰い宝箱は凍こおりついたように硬こう直ちよくし、マミィに一切の攻撃を仕し掛かけない。

　それを見て、マミィは喜んで笑った。

「ほら！　やっぱりびっくり箱さんだよ～！」

　そうして人喰い宝箱の蓋ふたを一いつ旦たん閉じ、それを持ってこちらへやってくる。

「ほらほら、アカちゃん！」

　そう言って、俺の目の前で勢いよく蓋を開けた。

「ばあ！」

　そのとき、俺は見てしまった。

　赤い目玉を斜ななめ上に上げ、尖とがった舌を牙きばの間から突き上げるように出し、精せい一いつ杯ぱいちょけた顔を作る、人喰い宝箱の顔を。




　人喰い宝箱は、びっくり箱になった！




「…………」

　その顔の必死さに息を吞のんでしまい、何もリアクションすることができない。

「あれ？　じゃあ、もう一回行くよ～！」

　マミィは首をひねって蓋を閉じ、再び勢いよく開ける。

「ほらぁ！」

　人喰い宝箱は、今度は目をエロ目にし、ひょっとこのように口を片方に寄せてすぼめている。

　相当頑がん張ばった方だと思う。

「…………」

　だが、その必死さに、俺はさらに引いてしまった。

「あれれ？　ん～じゃあもう一回！」

　人喰い宝箱は、白目を剝むいて、猪いの木きのようにしゃくれている。

「…………」

　ここまでくると、もうこいつをびっくり箱と呼んでやってもいい気がしてくる。

「ん～もう一回！」

「…………」

「今度こそっ！」

「…………」

「次はどうかなっ!?」

「もうやめておあげなさいまし！　気の毒ですわ！」

　最後はジェシーがツッコんで、人喰い宝箱の百面相タイムは終しゆう了りようした。

「ほら、ちびっ子！　行きますわよ」

「マミィちゃん、それは置いてくのよ」

　マミィは人喰い宝箱改めびっくり箱を持っていく気満々のようだったが、ジェシーとアデラに説得されて、渋しぶ々しぶ元の場所に返してきた。

「そうだね、結局アカちゃんを喜ばせてあげられなかったし……」

「う、うん、ごめんマミィ。俺にはちょっと……」

　刺し激げきが強すぎたかも……。

「そっか。アカちゃんは本物の赤ちゃんじゃなくて、お兄さんだもんね。物足りなかったよね」

　マミィは反省した顔になり、そしてふと何か思いついた顔になる。

「じゃあ……」

　そう言うと、マミィは自分の顔を覆おおった。

「え？　どうした？」

「アカちゃん、アカちゃん」

「ん？」

「いないいない、ばぁ～！」

　マミィが手を広げると、その下からいつものマミィの顔が現れた。

　何も頑張っていない、マミィのいつもの、天使のような笑え顔がおだ。

　だが、それがなんだかおかしくて、俺はフッと笑ってしまった。

「あっ、アカちゃんが笑った！」

　それを見て、マミィがさらに笑顔になる。

「マミィの大好きな、アカちゃんの笑顔だぁ」

　とろけそうに微笑ほほえんで、マミィが俺の肩かたをナデナデしてくる。

「ママの気持ちは、みんな一いつ緒しよだよ。可愛かわいい赤ちゃんの笑顔を見るためなら、どんなことだってできるの」

　俺を見つめて、マミィは幸せそうに呟つぶやく。

「アカちゃんは今、魔ま王おうとのバトルを控ひかえて、すごくドキドキしてると思う……。だから、マミィが元気にしてあげたかったの。びっくり箱さんでは失敗しちゃったけど、アカちゃんをあやせて、笑顔にできてよかった！」

「マミィ……」

　まさか、マミィがそんな思いで人喰い宝箱をびっくり箱にしようとしていたなんて。

　いや、でもこの感じだと、本人は今でもあいつをびっくり箱だと信じてそうだけど……。

「こうなってみると、びっくり箱もとい人喰い宝箱がいよいよ気の毒ね……」

「完全に当て馬、もとい前フリですものね……」

　アデラとジェシーが、俺たちを遠巻きにしてひそひそやっている。

「結局、あれはびっくり箱だったのかなぁ……？」

　エマの混乱は続いている。

「よぉーしっ！　アカちゃんの笑顔でマミィも元気になれたし、先に進むよーっ！」

　マミィが弾はじけるような笑顔で言って、俺たちは再びダンジョンを進むことにしたのだった。








第２章　泉にまつわるエトセトラ









　その後も、マミィ無む双そうは続いた。

「あら、この床ゆか、何かしら？」

　これまでずっと岩だったダンジョンの道が、いきなり人工的なものに変わっていた。中ボスのいた扉とびらと同じような魔ま法ほう陣じんめいた模様が描えがかれたタイルが、奥の方まで延々敷しき詰つめられている。

「ああ、その床は滑すべる床で、乗ったら最後……」

　エマが説明を始めたときだった。

「わあ！　なんかつるつるしてる！」

　マミィが無む邪じや気きな声を上げ、その床に踏ふみ出した。

「マミィ!?」

　そこで俺たちは目を瞠みはる。

　マミィはタイルの上を歩き出した。そう。「歩き出し」たのである。

　その様子にエマも驚きよう愕がくする。

「なんで!?　この床は『滑る床』で、一度乗ったら最後、どこまでも滑っていって終点で落とし穴に落ちたりするんだよーっ!?」

　しかし、マミィはとてとてと普ふ通つうに歩いている。

「マミィ……!?　どうなってんだ!?」

「ありえないよーっ！　滑る床の解除ボタンが近くにあるんだけど、滑る床を利用して何度か試行錯さく誤ごしないとたどり着けない場所にあって……」

「っていうか、そもそもこれはほんとに滑る床なのか？　実は、滑る床に見せかけて、誰だれでも普通に歩ける道なんじゃないか？」

　俺の至し極ごく当然な疑問を受けて、ジェシーがつと前に進み出た。

「では……」

　と、落ちていた石ころをタイルの上に置く。




　ピュ─────────ン!!




　石ころは目にも留まらぬ速さでタイルの床の上を滑っていき、落とし穴らしき暗黒の中へ吸い込まれていった。

「間ま違ちがいなく、滑る床だ……」

　俺たちがそんな実験をしているうちに、マミィはどんどん滑る床を歩いていく。

「あ、スイッチってこれかなー？」

　長い直線の道で、マミィの姿はずいぶん遠くに小さくなっている。

「はい、できたよー！」

　マミィは満足げに笑って、とてとてと帰ってきた。

「…………」

　ふとエマを見ると、彼女はまたも啞あ然ぜんとしてマミィを見ていた。

「な、なんでぇ～……!?」

　エマの混乱は、当分続きそうだ。




　　　　†




　マミィが滑る床を解除してくれたおかげで、俺たちはその後も順調にダンジョンを進んだ。

「あっ、あれ何かな？」

　そこで前方に、今までとは少し様子の違う景色が見えてきた。

「池……か？」

　通路となっている岩の道がやや開けて、天てん井じようも高くなっている。そして道の横に、大きな水たまりが広がっていた。

　上を見ると、天井の方から湧ゆう出しゆつした水が岩いわ肌はだを伝って、絶え間なく下へ落ちている。

　神秘的な場所だった。光る岩肌のせいではなく、水そのものが青白く光っているように見える。

「これは回復の泉だよ！　飲めばＨＰＭＰが回復するよ。あたしは満タンのままだけどさぁ……」

　全員で近くに行くと、エマがちょっといじけながら教えてくれた。

「では……」

　それを聞いて、ジェシーが泉の前に跪ひざまずき、両手で水をすくって上品に口をつけた。彼女は先ほど、人ひと喰くい宝箱に攻こう撃げきされたアデラに回復魔法を使っていた。

「わぁ、回復の泉だって！　アカちゃん、いっぱいゴクゴクするんだよ！」

　マミィが目を輝かがやかせて、俺に水を飲ませようとしてくる。

「いや、俺、ＭＰないんだって……」

　体力も、マミィのおかげで減ってないし……と思うのと同時に、情けない気持ちが頭をもたげてくる。

　同じ転生者であるエマは、一時とはいえ人々に勇者と祭り上げられていた。

　それなのに俺は、最強のチートエルフ・マミィに赤ちゃんとして庇ひ護ごされ、できることといえば怪かい力りきで岩を砕くだくことばかり……。

　こんなことで、いざというときに本当に魔王を倒たおせるのだろうか？

　ゴルゴーラのときはなんとか説得することができたけど、魔王にも同じ手が使えると思うのは楽観的やすぎやしないだろうか……。

　そんなことを考えて押し黙だまる俺を見つめて、マミィは口を開いた。

「アカちゃん。マミィが頑がん張ばれるのは、アカちゃんのおかげなんだよ？」

　俺の心を見み透すかしているかのように、マミィはあたたかな声こわ色いろで語りかけてくる。

「だから、アカちゃんにはすごい力があるんだよ。マミィに力をくれるっていう力が。マミィにとって、それは魔法みたいにすごいものだよ？　だから、きっと大だい丈じよう夫ぶだよ」

　その言葉は、今まさに俺が求めていたものだったのかもしれない。

「マミィ……！」

　弱気や不安をすっぽり包み込まれて、俺の心のタガが緩ゆるんだ。

　気がついたとき、俺はマミィに膝ひざ立だちで抱だきついて甘えていた。

「マミィ～～！」

　頰ほおにやわらかな膨ふくらみを感じる。母性の塊かたまり、癒いやしの源だ……！

　よし、俺はやってやるぞ！

　何が何でも魔王を倒してみせる！

「アカちゃんはいい子だね～」

「マミィ！」

　俺を抱きしめながら、マミィは俺の頭をヨシヨシしてくれる。癒いやされすぎて、今の俺は九九の二の段も思い出せない。

　そうしてさらなる癒やしを得ようと、やわらかな膨らみの谷間に、正面から顔を突つっ込もうとしたときだった。

「破は廉れん恥ちですわ───っ！」

　ジェシーの絶ぜつ叫きようで、俺は我に返った。

「わっ、ち、違うんだ、これは！　俺はエマと違ってＭＰもなくて……ちょっと弱気になって魔がさしたんだ！」

　鬼おにの形相で仁に王おう立だちするジェシーに弁明したが、聞き入れてもらえる雰ふん囲い気きではない。

「神官は、変態の言葉は聞き取れないようになっておりますの」

「うふふ、アカヤくんってば。お姉さんの胸にも甘えていいのよ？」

「それはぜひ……いや、やっぱいいです！」

　アデラに誘さそわれて鼻の下を伸のばしかけた俺は、すぐにジェシーの視線に気づいて撤てつ回かいした。

　そんな俺たちを、エマはポカンとした顔で見ていた。

「……す……」

　そして、何かに圧あつ倒とうされたように、溜ためていた言葉を押し出した。

「すごい！　すごい母おや子こ愛だねーっ！」

「……え？」

　思いがけない反応に、思わず目が点になってしまう。

　さっきから薄うす々うす思っていたけど、もしかしたらこの元勇者、不運なだけじゃなくて、だいぶ天然なのかもしれない。

「あーでも、これでやっと休きゆう憩けいできるね」

　エマはそう言うと、いそいそと下げていた剣けんや盾たてを岩の上に置いた。

　続いて手て袋ぶくろを取り、ブーツを脱ぬいで、どんどん身軽になっていく。

「な、何やってんだ？」

　意味がわからなくて尋たずねると、エマは「え？」と俺を見る。

「泉に入るんだよ。この世界の回復の泉ってあったかいんだよ～！」

「マジで？」

「それにＨＰＭＰを満タンにするだけじゃなくて、肩かたこりとか腰よう痛つうにも効くから、入っておいて損はないよ」

「そんな温泉みたいな……」

「あ、でも禁きん忌き症しようもあるし、妊にん娠しん中の人も注意してね」

「マジで温泉じゃねーか！」

　そんなことを言っているうちにも、エマはどんどん装備を外していく。本当に温泉に入るみたいだ。

「ちょっと、エマちゃん……？」

「こんなところで、本当に入りますの……？」

　薄うす着ぎになっていくエマを見て、アデラとジェシーが焦あせったように声をかける。そんな二人を、エマは「えーっ？」という顔で見た。

「逆にみんなは入らないの？　美び肌はだ効果、若返り効果もあるのに？」

　十代にしか見えない二十二歳がそれを言うと、深夜の通つう販はん番組顔負けの説得力がある。

「え、それほんと……？」

「美肌効果……」

　アデラとジェシーの瞳ひとみがキラリと輝いた。ジェシーなんて堅かた物ぶつだし、あんまり美容方面に関心はないのかと思っていたけど（元がいいから美少女なだけで）やっぱり女の子なんだな。

「いいよ、入りなよ。俺、あっち向いてるから」

　そう言うと俺は泉から少し離はなれ、泉と反対方向の岩がん壁ぺきを見て座り込んだ。

「え、いいの？　アカヤくん」

「あ、ありがとうございます……ですわ」

　アデラとジェシーの声に、俺は軽く片手を上げて応こたえる。

　すると、背後でごそごそと衣きぬ擦ずれの音がし始めた。

　俺の後ろで、二人が服を脱いでる……そう思うと、ドキドキしてしまう。

　そんな俺のところに、マミィがとてとてと走ってきた。

「ねえねえ、アカちゃん」

「なんだ、マミィ？」

　尋ねる俺に、マミィはちょっともじもじしながら言った。

「……マミィも、入ってきていい？」

　首をちょこんと傾かしげて尋ねてから、上うわ目め遣づかいに俺を見る。

「それとも……これ以上若くなっちゃったら、ママ失格かな？」

「え？」

　マミィの懸け念ねんがおかしくなって、思わず笑ってしまった。

「いいよ、入ってきたら？」

　美の効能に惹ひかれるなんて、マミィも小さいけどちゃんと女の子なんだな、と微笑ほほえましくなる。

　そうこうしているうちに、泉ではアデラとジェシーが湯ゆ浴あみを始めているようだった。

「うふふ、気持ちいいわね」

「本当に身体からだが楽になりますわね」

　声とともに、ピチャピチャと水音も聞こえてくる。

「あら、ジェシーちゃん、こんなところにホクロあるの？」

「え……？　本当ですわね、知らなかった」

「かわいいホクロね」

「あっ……ちょ、ちょっと、触さわるのはおやめになって」

「うふふ、いいじゃない、ジェシーちゃんって敏びん感かんね」

　な……なにやってんだ？

　見てぇ～～～!!

「……そういうことなさるなら、お返しですわっ！」

「やだ、うふふっ……あッ……アン……」

　アデラの喘あえぐような笑い声を聞いて、俺はついに我が慢まんの限界を超こえ……人としての一線を超えてしまった。

　つまり、後ろを振ふり返ってしまったのだ。

「おお……！」

　そこには桃とう源げん郷きようのような光景が広がっていた。

　アデラのヴィーナスのような丸みを帯びた豊満な肉体美、ジェシーの均整の取れたボディライン、エマの意外なほど女の子らしい華きや奢しやな肢し体たい……三者三様の素す肌はだが目に飛び込んでくる。泉に浸つかっているので、はっきり見えるのは肩や背中くらいだけれども、透とう明めい度が高そうな泉なので、水の中の素肌も、目を凝こらせばぼんやり見えるような気がする。
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　解放感からか、キャピキャピとじゃれ合うアデラとジェシー。その横で、泉に身を浸ひたしてうっとりと癒やされているエマ。彼女たちはまだ俺の視線に気づいていない。

「あ……」

　そのとき、奥の方で泉に身を沈しずめていたマミィと、俺の目が合った。

「わーい、アカちゃん！」

　無む邪じや気きに笑って、こちらに手を振る。

「えっ!?」

　や、やめろって……と思って止めるのも間に合わず、他ほかの女性陣じんも俺の方に注目した。

「あ、アカヤくんだー！」

　アデラも楽しそうにこちらに手を振る。

「うふふ、アカヤくんも一いつ緒しよに入るー？」

　すると、隣となりのジェシーが顔を真っ赤にして口を開いた。

「と、とととんでもないですわっ！　混浴なんて、破廉恥ですわーーーっ！」

　ジェシーは自身の胸を両手で押さえ、首まで泉に浸かっている。

「というかアカヤ様、なんで普ふ通つうにこちらを見てますの!?　破廉恥ですわっ！」

「いや、だってみんなが話しかけてくるから！」

「あー、パイセンってえっちだー！」

　ジェシーに便乗して、エマがからかうような笑いを浮うかべてこちらを指差す。

「わーい！　気持ちいいな！」

　そんな中、マミィは一人ではしゃいでいる。

「アカちゃんも入りなよー！　気持ちいいよ！」

「そうよ、アカヤくん。わたしたちもう上がるから、一緒に足湯しましょ」

　アデラの提案で、俺たちは足湯で「混浴」することになった。

　女性陣は一度上がって服を着た上で、素足で泉に入る。

　俺も剣を外して身軽になり、ズボンをめくって泉に入った。




「アカヤくーん！　ほらっ！」

　俺が泉に入ったのを見計らって、アデラが俺に水をかけてくる。

「うわっ！……やったな！」

　お返しに俺も水をかける。

「きゃっ！」

　アデラは笑いながら水をよけて身をよじる。

「んもう、濡ぬれちゃったじゃない。……お姉さんをびしょびしょにするなんて、悪い子ね」

　長い髪かみを耳にかけて微笑みながら、アデラは俺に再び水をかけようと腰をかがめて片手を水につける。たわわな谷間が二にの腕うでに押されて寄せられ、はちきれんばかりに膨ふくらんで俺の目を刺し激げきする。

　さ、最高だ！　生き返ってよかった！　俺は今、異世界でグラビアアイドル顔負けのセクシー美女と泉でたわむれてる！

「……ちょっと、どこに釘くぎ付づけになってますの？」

　興奮していた俺に、すぐ傍そばにいたジェシーがジト目を向けてくる。

「あ、ごめん」

　アデラを見ながら後退したせいで、彼女に軽くぶつかってしまったようだ。

「悪いな」

　アデラと水をかけあっていた俺はけっこう濡れていたので、ぶつかったジェシーの肌を濡らしてしまっていた。その二の腕についていた水すい滴てきを手で拭ぬぐってやると、ジェシーは顔を赤くして飛び退のいた。

「け、けっこうですわっ！」

　なぜかしどろもどろになって、さささっと俺から逃にげていってしまった。

「信じられませんわっ……！　不意打ちですわっ……！」

　聞こえない声で、何かブツブツ呟つぶやいている。

「アカちゃん、アカちゃん！」

　そこでマミィが俺を呼ぶ。

「ん？」

「こっちおいで～！　お首とお顔拭ふいてあげる！　汗あせかいたでしょ？」

　マミィは濡らしたハンカチを手に持って、俺を待ち構えている。

「いや、そういう目的で入ったわけじゃないから……」

　だが、言ってるそばからマミィは俺の首を拭き始める。限界まで背せ伸のびして辛つらそうなので、諦あきらめて身をかがめてしまった。

「うんうん、アカちゃんはいい子にふきふきされてえらいね～！」

　俺の顔を丁てい寧ねいに拭きながら、マミィは片方の手で頭もナデナデしてくる。

「……はいっ、アカちゃんキレイキレイできたよ！」

　ひとしきり拭き終わると、マミィは満足げに微笑んだ。

「これで、アカちゃんの素敵なお顔が、もっとかっこよくなるね」

　嬉うれしそうに笑うマミィを見て、なんだか照れ臭くさくなってしまう。

　回復の泉が癒いやしてくれるのは、身体だけじゃないのかもしれない……そんなことを思いながら、俺はみんなとの「混浴」を堪たん能のうした。
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　そうして泉から出て、ダンジョン探たん索さくを再開しようとしたときだった。

「あれ？　それって……」

　俺が腰こしに佩はこうとした剣けんに、エマがふと目を留めた。

「もしかして、あたしが前使ってた剣じゃないかな？」

「あっ……」

　そういえば、街でマミィにも言われたのに確かく認にんするのを忘れていた。

　盗とう賊ぞく団「黒いイナズマ」が武器屋から盗ぬすんでいた武器の中から、店主の厚意でもらったこの剣。店主曰いわく「伝説の勇者が持っていたとされる剣」だというものなので、エマが本当に元勇者なら、彼女のもので相そう違いないだろう。

「やっぱそうだ！　あたしが昔、太陽神しん殿でんでボスを倒たおして手に入れたスーパーレア武器だよ。……まあ、お金がなくなってから売っちゃったんだけど……。はぁ……あたしってほんとツイてない……こんな人生イヤになっちゃう……」

　そう言うエマは、再びしょんぼりした顔つきになる。

　そんな彼女に歩み寄ったのはマミィだった。

「よしよし」

　優やさしく言って、そのうなだれた頭をナデナデする。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。エマちゃんはいい子いい子～！」

「そうだよね、あたし、元勇者だし！」

　さっきと違ちがって、エマはすぐに元気を取り戻もどす。

「ありがとう、マミィちゃん！」

「ふふ、どういたしまして」

「マミィちゃん、好きーっ！」

　エマがマミィに抱だきつく。

　それを見ていたアデラが微笑ましげに言った。

「……ふふ、みんなマミィちゃんには敵かなわないわね」

　それに気づいたマミィが、エマから離はなれてアデラに目を向ける。

「アデラちゃんも、いい子いい子してあげる～」

「うふふ、ありがと、マミィちゃん」

　背をかがめて差し出した頭をマミィに撫なでてもらって、アデラはにっこり微笑む。

　マミィも満足げに微笑み、次に視線をぐるっと動かす。その先にいたのはジェシーだった。

「ジェシーちゃんも！　いい子いい子～！」

　だが、ジェシーはぎょっとして飛びのく。

「お、おやめになって！　だから、わたしはけっこうだと前から言ってますでしょ!?」

　そう言う顔は、恥はずかしそうに火ほ照てっていた。

「ジェシーちゃん、待て～！　いい子いい子だよ～！」

　追いかけっこする二人を見ながら、俺は横目でエマの様子をうかがう。

　エマはさっきよりすっきりした顔で、口元にわずかな微び笑しようを浮かべて二人を見ていた。

　こんなところでも、やっぱりマミィは無む双そうだった。
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　そうして俺たちは回復の泉を後にして、再びダンジョンを歩き始めた。

「しかし、前世でゲームやってるときから思ってたけど、ダンジョンの中に回復ポイント作ってくれるって、めちゃめちゃ親切な敵だよな」

　ふと俺が素そ朴ぼくな疑問を呟くと、たまたま隣にいたエマが「え？」と反応を示す。

「あれって敵のための設備じゃないの？　敵だって魔ま法ほうを使うからＭＰを持ってるんだろうし」

「そうなのか？　じゃあ、もっとバックヤードに作るとかしないと」

「それは、うーん、アレだよ。『このトイレは、防犯上の理由から、従業員も使用させていただきます』みたいな？　あれって絶対、もう一箇か所しよトイレ作りたくなかっただけだよね～」

「言いたいことはなんとなくわかるけど、それとは違うと思うぞ」

　とはいえ、エマが元気を取り戻してくれたようでよかった。

「……その剣だけど」

　そこで、エマがふと思い出したように俺の腰の剣を見た。

「さっき言い忘れてたけど、すごく強い剣だよ。世界に一つしかないし」

「マジか……！」

　道理でかっこいいわけだ。そんなすごい武器が、あんな田舎いなかの街にあったなんて。そりゃ盗賊に狙ねらわれるなという気もしてくる。店主が言った通り、まさに目玉商品だったんだろう。それをタダでくれるなんて、よっぽどテンションが上がってたんだな。

「そんな強い剣なら、どうして売っちゃったんだ？」

　俺の当然の疑問に、エマはちょっと悲しそうな表情になる。

「言ったじゃん？　借金まみれなんだよ、あたし」

　そして、ほんの少しさびしそうに呟く。

「……それに、今のあたしは、その剣の持ち主にふさわしくないから」

「どういうことだ？」

「その剣は、持ち主を『勇者』にふさわしい人間だと認めたときに、強力な魔法を発動する魔法剣なんだ。魔王に負けたときから、あたしはその剣に捨てられた。だから売ったんだよ」

　俺が何も言えずにいると、エマはこちらに顔を向けて、俺をじっと見つめた。

「魔王は、パイセンに任せるよ。だから、必ず勝ってね？」

「う、うん……」

「そしたら、あたしもすべてを取り戻せるから。お金も、名声も、自信も」

　彼女がどんな思いで、今まで一人で頑がん張ばってきたのか、俺には知る由よしもない。でも。

　彼女がせっかく俺を……俺たちを頼たよってくれる気になったんだ。その思いに応こたえたいと思った。

「わかった。魔王は必ず、俺が倒すから」

　心からの思いを込こめて、エマを見つめて約束する。

「エマの夢は、俺が叶かなえるよ」

　そんな俺を見て、エマはほんの少し頰ほおを染める。

「……パイセンって、いい人だね」

　俺を見つめて、彼女はくすぐったそうに笑った。

　そのときだった。

「ねえねえ、魔王を倒したら褒ほう賞しよう金がもらえるの？」

　俺たちの話に入ってきたのはアデラだった。明らかにワクワクした顔で、瞳ひとみに＄ドルマークを浮うかべている。いや、ここの通貨は＄じゃないけど。

「そのお金って、四等分……五等分かしら？　それとも、倒した人が多くもらえるの？」

「取らぬ狸たぬきの皮算用ですわ、アデラさん。まずは魔王を倒すことですわよ」

　ジェシーにたしなめられる。

「アカちゃん、アカちゃん」

　そこで、横にいたマミィが俺の服の裾すそを引っ張ってきた。

「ん？」

　かがんで顔を寄せると、マミィは俺に耳打ちする。

「マミィの分の『ほーしょーきん』は、全部アカちゃんにあげるからね？」

　そう言うと、俺を見てにっこりする。

「マミィ……」

　そんなこと考えなくていいのに。マミィのここまでの活かつ躍やくを考えたら、一番多くもらってもいいくらいなんだから。

　本当に皮算用だし、まだ魔王を倒せるかどうかわからないけど、そんなマミィの俺への気持ちに、じんときた。

「……まあ、魔王への道のりすら簡単じゃないと思うけど。でも、勝って、みんなが望むものを手に入れられるように、もう少し頑張ろう！」

　ようやくまとまり始めた仲間たちへ、俺は改めてエールを送った。
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　だが、予想に反して、魔王への道のりは、驚おどろくべきことにそこからさらにイージーになった。

「……分かれ道だ」

　目の前の道が、二手に分かれている。片方はゆるやかな曲線を描えがき、遥はるか遠くの方で見えなくなっていて、その先はわからない。一方の道は、先に進むとさらに二手に分かれている。

　どちらの道が正解でも、選せん択たくを誤ったら修正に時間を取られるだろう。

　さっきから分かれ道には度たび々たび出くわしていたが、すぐに引き返せるところばかりだった。ここはちょっと面めん倒どうそうだ。

「まあ、地道に潰つぶすしかないな」

　そう言って、とりあえず片方を進もうとしていると。

「まずはあたしが行く！　こっちだよー！」

　エマが言って、剣を振ふりかざしながら意い気き揚よう々ようと走っていく。

　だが。

「キャ────！　モンスターの糞ふんだ────！」

　すぐに叫さけんで、靴くつの裏をしきりに地面に擦こすり付ける。

「ちょっと待って」

　そこで、アデラが立ち止まった。

「盗とう賊ぞくのスキルで、この先の道にお宝があるかどうか見てみるわ。宝箱があったら、とりあえずそっちの道に進めばいいし」

　そう言うと、両手を合わせて目を瞑つぶることしばらく……アデラは目を開けた。心なしか落らく胆たんの色が見える。

「……どっちの道にも、お宝はなさそうね」

　それならどっちでもいいわという本音が顔から滲にじみ出てしまってるぞ、アデラ！

「だったら、勘かんで行くしかないですわね」

　ジェシーが言って、エマが進んだ方の道に行く。

「そうだな。焦あせらず行こう」

　俺もそちらに行こうとした。のだが。

「……な、何これーっ!?」

　エマが、前方を見たまま驚きの声を上げた。

「どうしたんだ？」

　それで俺も前を見た。

　そして、二度見した。

「なんだこれ!?」

　ダンジョン内の道には、ところどころ苔こけが生えていた。その苔が、分かれ道の先だけおかしな形に生えている。

　片方の道には「◯」、もう一方には「×」の形が浮き出ていた。

「なぜこんなことに……？」

　そういえばマミィは？

　そう思ってマミィを捜さがすと、彼女は地面にしゃがみこみ、足元の苔をナデナデしながら、何か語りかけていた。

「苔さん、苔さん。マミィ、アカちゃんを早く魔王に会わせてあげたいの。だから教えてくれる？　苔さんはいい子だもんね～よしよし」

　俺はようやく理解した。

　この苔アートは、ダンジョンの苔がマミィの母性に陥かん落らくした結果であると。

「マジかよ……！」

　さすがっすマミィさん！　生き物だけでなく、岩をも光らせ、苔すらも操あやつるなんて！

　チートどころじゃねぇ！

　母性の暴走機関車！　クレイジー母性！

「マミィすげ───！」

　こうして、どちらに進めばいいかわからない分かれ道は、「◯」の道と「×」の道になった。

「……なんか、こういうクイズ番組あったよな？」

　俺が独り言を言うと、横のエマが頷うなずいた。

「ああ、間ま違ちがった方に飛び込むと泥どろだらけになるやつだよね？」

　さすが元日本人、話が早い。

「じゃあ、◯の方に進むか」

「そうですわね……」

「×に進む理由もないもんね」

　俺たちはゆるゆると◯の方へ向かった。ちなみにだけど、エマが最初に進んだ方の道は「×」だった。やっぱりハンパない運の悪さだ。

「あっ！　教えてくれたんだね、苔さん！」

　そこで、マミィも前方の苔アートに気づいたらしい。

「ありがとね～いい子いい子！」

　再び苔をナデナデする。

　すると……。

「あっ！」

　前方の「◯」が消えて、今度は特大の「♡」が形作られたのだった。

「マミィって……」

　最強すぎる……。

　改めて、思い知った。
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　そんな苔アートの道を進むことしばらく、俺たちの前にまた新たな障害が現れた。

「あれは……？」

　道いっぱいに広がる、紫むらさき色いろの液体。その表面は、マグマのようにふつふつと沸わき上がって見える。

「毒の沼ぬまだよ」

「やっぱり、そうだよな」

　ＲＰＧのダンジョンによくある、お決まりのアレだ。

「この上を普ふ通つうに歩くとダメージ食くらうんだろ？　じゃあ……」

　忍にん者じやかスパイ●ーマンみたいに壁かべを這はっていく？　今の身体強化された俺なら、できるかもしれない。

「俺が壁を登ってみるよ」

「いや、ここはあたしが……」

　俺とエマが先立って進もうとしていると。

「ちょ、ちょっと待って、アカヤくん」

「ほんとに壁伝いに行きますの？」

　アデラとジェシーが焦って訊きく。

　確かに、鍛きたえているエマはともかく、普通の女性の力ではとてもじゃないけど進めないだろう。ざっと見た限りでも数十メートルは続いてそうだし……と思っていると。

「マミィが行ってみるよ」

　なんてことないような顔で、マミィが言った。

「えっ？　でも……滑すべる床ゆかと違って、解除できるものではありませんでしょう？」

「そうだよ。俺たち全員で渡わたれなきゃ意味がないだろ」

「そうだね！　でも、やってみなきゃわからないよ？」

　そう言って、マミィが毒の沼へ足を踏ふみ入れた！

　そして次の瞬しゆん間かん、俺たちは信じがたい光景を目にした。

「う……浮ういてる!?」

　なんと、マミィの足は水面から数センチほど浮いており、毒の沼に触ふれることなく、その上空を踏みしめていた。

　毒の沼の上にガラスの層でもあるかのように、マミィは宙をスタスタ歩く。

「あっ、大だい丈じよう夫ぶだよ、これ！」

　マミィは俺たちに向かって言った。

「マミィに摑つかまって！　このまま行くから」

「マジかよ!?」

　マミィ無敵すぎるだろ！

「ほんとに大丈夫……？」

　俺たちは、こちらに戻もどってきたマミィの手に、最初はおそるおそるつかまった。

「きゃっ、浮いたわ！」

「すごいですわ……！」

「なんなのこれ!?　すごすぎるよ！」

　みんな大興奮だ。

「毒の沼のダメージをなくす魔ま法ほうを使おうと思ったけど……まあ、ＭＰ温存できてよかったね！」

　エマも、もうすっかりマミィのチートを受け入れている。

　マミィはふよふよ浮きながら、とてとて歩き、俺たちはそれについていった。

「はい、とうちゃーく！」

　毒の沼を脱だつして、マミィは上じよう機き嫌げんで地を踏みしめた。

「しかし、とうとう宙にまで浮くって……マミィはどうなってるんだ？」

　その小さな背中を見ながら驚きのままにつぶやくと、ジェシーが「そうですわね」と首をひねる。

「アカヤ様を助けたい……その一心で、さらなる能力が開花しているのかもしれませんわ」

「いや、だからって……！」

　さすがに、なんでもありになりすぎだろと思っていたときだった。

「わぁ！」

　少し前を歩いていたマミィが、何かを見つけたような声を上げた。

「見て見て！　町！　町があるよ！」

「えっ!?」

　それを聞いて、俺たちはマミィが見ている方に注目した。

「ほんとだ……」

　俺たちが歩いている道には、川の支流のように細く分ぶん岐きしている道があった。その道の先に、何やら家らしきものがいくつも見えていたのだった。

「町って……ダンジョンの中に町なんてあっていいのか？」

「うん、あることもあるよ。地上では迫はく害がいされるような、わけありの人たちが集まってることが多いね」

　エマは得意げに解説して、俺は驚おどろいて彼女を見る。

「わけあり……？」

「ならず者たちの町とか、暗殺者たちの町……なんてのには、出くわしたことはあるよ」

「ぶ、物ぶつ騒そうだな……」

「気をつけた方がいいかもしれませんわね……」

　身を強こわ張ばらせる俺とジェシー。

　それに対して。

「アカちゃん、早くおいで～！」

　マミィは早くも町の方に向かっていて、振ふり返って俺に手招きしている。

「お腹なか空すいたでしょ？　町で何か食べさせてあげるよ～！」

「だよね～！　お昼ぅ～、お昼ぅ～♪」

　同調してついていくエマの後ろ姿を見て、俺は焦あせる。

「えっ、ほんとにいいのか？　わけありの町かもしれないんだろ？」

「まあいいんじゃない？」

　エマの代わりにアデラがのほほんと答えて、俺を追い抜ぬいていく。

「それとも……」

　そこでふと振り返った彼女は、いたずらっぽい瞳ひとみで俺を見つめた。

「ここでママから独り立ちして、お姉さんの胸に甘えてみる？　二人で消えちゃいましょうか？」

　距きよ離りが近い。谷間が目の前だ。ふと視線を上げると、アデラの意味ありげなまなざしとぶつかって、俺は思わず生なま唾つばを吞のみ込む。

「ひ……」

　ひとり勃だち……？　この胸に、甘える……？

　そんなこと、いいんでしょーか!?

「は……はいっ！　うわっ！」

　意い気き揚よう々ようと頷きかけた俺は、顔から冷たい水を浴びせられた。

「何するんだよ、ジェシー！」

　せっかくいいところだったのに！

「いかがわしい気配を感じましたわ」

　いつもの聖水の瓶びんに蓋ふたをしながら、ジェシーは平然と答える。

「アカちゃーん？　お顔ならマミィが洗ってあげるから、早くおいでよー！」

　こちらを振り返り、顔を濡ぬらした俺に、マミィが無む邪じや気きに手を振った。
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　結局、俺たちはみんなで、その町へ昼飯目当てに立ち寄ることにした。

　だが、町を散策し始めて、おかしなことに気づいた。

「誰だれもいない……？」

　確かに大きな町ではないが、ざっと見ただけでも数十軒けんの家があるのに、外に誰も出ていない。

　ならば中にいるのかと家の戸を叩たたいてみても、人が出てくる気配はない。

「レストランとかは、ないみたいだね」

　エマが落らく胆たんの表情で呟つぶやく。

「あら？　でも……」

　アデラが何かを見つけたようだ。

「あそこ、見て」

　彼女が指したのは、道の脇わきにある東あずま屋やのような場所だった。大きな屋根がある下に、切り株が椅い子すのようにいくつか並んでいる。

　その中心に、大きな鍋なべのようなものが置かれていた。

「これ……まだ熱いわよ」

　近づいていって鍋に触さわるアデラに言われて、俺たちも東屋に向かった。

「うわ、美味おいしそ！」

　鍋の中を見て、エマが目を輝かがやかせた。

　中に入っていたのは、スープのようなものだった。様々な種類の野菜が刻まれて煮に込こまれていて、透とう明めいなシチューといった感じだ。いや、ポトフって言うのか？　よく知らんけど。

「お皿もあるし、食べちゃっていいよね。レストランがない方が悪いんだもん」

　エマはそう言って、鍋の横に積んであった皿を一枚取って、自分の分をよそい始める。

「や、やめた方がいいんじゃないか？　人の物だし……」

　暗殺者の町、という言葉が脳のう裏りをよぎる。毒入りスープで来訪者を暗殺……なんてこともあるかもしれない。

「そんな弱よわ腰ごしで勇者なんか務まらないよ、パイセン！　勇者と泥どろ棒ぼうは紙かみ一ひと重えなんだから」

　エマはとんでもないことを言って、お皿によそったシチューを食べ始める。

「うん、美味しい！」

　それを見て動いたのはマミィだった。

「アカちゃんの分もよそってあげるね～！」

　そう言って、皿にシチューを盛る。

「……わたしたちも食べる？　ダンジョンの中の町だし、こういう休きゆう憩けいポイントなのかも」

「そうですわね……。お金を置いておけばよろしいのかしら？」

　アデラとジェシーもシチューをよそう。朝食のサンドイッチを食べてから何時間も経たっているし、みんなお腹が空いていたのだろう。携けい帯たい用の軽食は少し持っているけど、温かい食事に勝まさるご馳ち走そうはない。

「ふーっ、ふーっ……」

　マミィはスプーンにすくったシチューを、幼い唇くちびるを尖とがらせて、一いつ生しよう懸けん命めい吹ふいている。

「はい、アカちゃん。あーん……」

「え？」

　スプーンがこちらに向けられている。

　みんなに見守られて気まずいけれども、さっきのサンドイッチも食べさせてもらってしまったので今さらだ。

「はいっ！　アカちゃん大きいお口開いてえらいね～！　いい子いい子だよ～」

　食べさせられながら、頭を撫なでられる。

　ちなみにシチューはふつうに美味うまかった。

「アカちゃんはいい子だね～」

「や、やめろって……」

　みんなが食事に夢中でこちらを見ていないのが、せめてもの救いだ。

　俺の抵てい抗こうが弱いのをいいことに、マミィのお世話はどんどんエスカレートしていく。

「アカちゃん、ママのお膝ひざにおいで～！」

「はい？」

　切り株に座り、揃そろえた膝をパンパン叩くマミィに、俺は目が点になる。

「な、なぜ……？」

「近くに来てくれないと、あげるときこぼれちゃうから～」

　つまり、さらさらしたシチューは、俺の口に運ぶまでの道中が長いと、スプーンからだらだらこぼれてしまう。それを避さけるために、マミィの膝に座れと。

　なるほど、筋が通って……るわけあるか！

「いや、なに言ってんだよ!?　そもそも、俺がマミィを座らせるならともかく、マミィの膝の上に俺が座れるわけないだろうが！」

　これまでのマミィがしてきたことを考えたら不可能ではないのかもしれないけど、心情的に限りなく不可能だ。

「うーん……」

　俺の反応に、マミィは腕うで組ぐみして考えること、しばらく。

「……うん、じゃあ、それでいいよ」

「『それ』とは？」

「『俺がマミィを座らせるならともかく』……マミィがアカちゃんのお膝に座るのはいいんでしょ？」

「…………」

　余計なこと言っちまった！

「っ……っていうか、甘やかす側として、マミィはそれでいいのか？」

　マミィは眉まゆ尻じりを下げ、仕方ないといった顔で微笑ほほえむ。

「うん。しょうがないよね。マミィが小さいのがいけないんだもん」

　え、あの……？

「そのかわり、愛情たっぷりで食べさせてあげるからね！」

　そう言うと、マミィは隣となりの切り株に座っていた俺のところにやってきて、勢いよく膝に乗った。

　……向かい合う形で。

「え、近くね!?」

　マミィは脚あしを開いて俺の膝の上に乗っていて、もう少しで互たがいのお腹がくっつきそうだ。

「これで、こぼさずあげられるね～」

　マミィは上じよう機き嫌げんだ。

「はい、あーん」

　シチューをすくったスプーンを、俺の口に運ぶ。

「いや、だから……」

　あまりの近さに焦ってのけぞったところ、マミィの手元が狂くるってスプーンからシチューが垂れた。

「あっ！」

　シチューは俺の服のへその辺りにこぼれた。

「ごめんね、アカちゃん！」

　マミィはハンカチを取り出し、その辺りを拭ふいてくれる。

「いや、いいって、マミィ！」

　場所が場所だし、格好も格好だし、みんなからどう思われているか……と周りに目を向けた。

「わー！　ご飯のときまですごい親子愛だね！」

「うふふ、アカヤくんってば、本当に甘えん坊ぼうね」

　エマとアデラは微笑ましげにこちらを見ている。

「…………」

　ジェシーはウェストポーチに手を伸のばして、ツッコミのために呼吸を整えていた。

「ちょっ、やめろって、マミィ！」

　聖水をかけられる前に、自ら離はなれようとしたときだった。

「……マミィ？　マミィだって？」

「やっぱりそうだよ、あの甘やかし方は……」

　どこからか、人々のざわめきのような声が聞こえてきた。

「な……なんだ？」

　すると、今まで誰もいないと思われていた町に、ちらほら人ひと影かげが現れる。皆みな、街角や物もの陰かげに隠かくれていたみたいだ。
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　皆目立たない色のローブのようなものを羽織り、頭にはフードをすっぽり被かぶっている。男も女もいるようだが、年ねん齢れいはみな大人だった。

「マミィ、あんたマミィだね？」

　そう言って進み出てきたのは、一人の女性だった。目立った皺しわもない綺き麗れいな人で、三、四十代くらいに見えるが、話し方からするともっと年上なのだろうか。

　彼女を見て、マミィは困こん惑わくしたような表情をする。

「あなたは……」

「覚えてないのかい？　隣のエリーナおばさんだよ」

　そう言うと、彼女は被っていたフードを後ろへ退のけた。出てきた両耳はなんと、マミィと同じように尖っていた。

　それを見て、マミィは大きな目を限界まで見開いた。彼女が心底驚おどろいているのがわかった。

「エリーナおばさん……！」

　マミィは俺から下りて、彼女の前へ向かった。

　そう、今までマミィは俺の膝に乗ったままだったのである。なんとも恥はずかしい。

「どうして……!?」

「あれから、いろんなところを転々としたんだよ。でも、どこに行っても魔ま王おうの追っ手がやってきて……一番安全だったのが、意外にもダンジョンの中だったというわけさ。連中も、こんなところにナニー族が暮らしてるとは思わないだろうし、この辺をうろついているのは、うちらの魔法で容易に蹴け散ちらせる雑魚ざこモンスターばかりだから」

　エリーナおばさんの話を聞いて、マミィは目を潤うるませる。

「じゃあ、みんな生きてるの……？」

「ああ。……運悪く襲おそわれちまった仲間もいるけど、ほとんど無事だよ」

　そう言うと、彼女はマミィを抱だきしめる。

「マミィ、あんたもその『運悪く』だと思ってたよ。本当によかった……すっかり大きくなって！」

　二人を見ながら、残りの俺たちは互いに顔を見合わせた。みんな、なんとなくの事態は理解していた。

　つまり、ここはマミィが生き別れた仲間たちの町……ナニー族の町なのだ。

「あの、勝手にすみませんでしたわ。わたくしたち、お腹なかが空すいておりまして……」

　そこでジェシーが申し訳なさそうに切り出した。食べかけのお皿を、気まずそうにテーブルに戻もどす。

　だが、エリーナおばさんはとんでもないというように首を振ふる。

「いいよ、お食べ。寄合で食べようと思ってたやつだけど、また作るから」

　それを聞いて、エマがシチューの鍋なべに手を伸ばす。

「あざまーす！」

　おかわりするつもりだ。さすが元勇者、心臓も鍛きたえ方が違ちがう。

　マミィと感動の再会を終えたエリーナおばさんは、遠巻きにこちらを見ていた町の人々を振り返った。

「みんな、ユーリアさんちのマミィが帰ってきたよ！」

　それで町の人々が残らず姿を現し、俺たちは寄合用のシチューの続きを振ふる舞まわれて歓かん迎げいされた。

「……この町、子どもがあまりいないわね」

　シチューを食べながら、アデラがふと呟つぶやいた。弟や妹を故郷に残している彼女は、つい子どもの姿を探してしまうのかもしれない。

　それに対して、マミィと話していたエリーナおばさんが答えた。

「ああ。小さな子どもがいる家族は、ダンジョンを出て、近くの森に寄り集まって住んでるんだよ。危なくなったら、いつでもここに戻って来られるようにね」

　そう言って、マミィに視線を戻す。

「マミィ、あんたの家族も、今は森の中に住んでるよ」

　それを聞いて、マミィは静かに瞳ひとみを煌きらめかせた。たぶん、気になりつつも自分から聞き出せずにいたんだろう。

「どうして、若い人たちは森に住んでいますの？」

「それはナニー族の習性のせいだよ」

　ジェシーの質問に、エリーナおばさんが答える。

「このダンジョンには、血の気の多い百ひやく戦せん錬れん磨まの冒ぼう険けん者しやしかやってこない。人間の赤ん坊になんか会えるわけないんだよ。物心ついたばかりのいたいけな幼女が、屈くつ強きようなおっさん戦士を甘えさせるようになってしまったら悲劇だろ？」

「…………」

　その悲劇のミニチュア版を体現してしまっているような気がする俺には、何もコメントできることがない。

「だから、小さい女の子がいる家族は、森の中で人間の孤こ児じの情報を集めるのさ。あんたのお母さんは、あんたとはぐれてからしばらくして、また女の子を生んでね。その子が三歳になったから、一家でここを出ていったんだよ」

「女の子……。マミィの、妹……？」

　マミィの目が、信じられないといったように潤む。

　魔物に襲われて、家族と離れ離れになって早数年……生き別れた家族に対して、マミィは最悪の事態だって想像していたはずだ。それが、家族は無事に生きていて、しかも妹まで生まれていたとわかるなんて。マミィの静かな喜びが、手に取るように伝わってきた。

「で、今度はマミィの話を聞かせておくれよ。これがマミィの赤ちゃんなのかい？」

　エリーナおばさんが俺の方を見て、マミィに尋たずねる。

　頰ほおを上気させてぼうっとしていたマミィは、そこではっとしたように笑顔を見せた。

「うん！　アカちゃんっていうの」

「いい名前だね。実に赤ちゃんらしい」

「うん！　アカちゃんはマミィの自じ慢まんの赤ちゃんだよ！」

「まあ少し大きすぎるような気もするけど、元気そうないい子だね」

「うん！　アカちゃんはとってもいい子だよ」

　マミィは心から嬉うれしそうに俺を紹しよう介かいする。

「……でもね」

　そこで、エリーナおばさんは急に厳しい顔になった。

「さっきちょっと見せてもらったけど、あんたのお世話の仕方はまだまだだよ」

「えっ……」

　マミィはショックを受けた顔になる。

「赤ちゃんは常に刺し激げきを欲ほしがってるんだよ。男の子ならなおさらだ。同じようなお世話ばかりしていたら、マンネリになってしまうよ」

「マンネリ……」

　それを聞いて、マミィはぞっとしたように首を振る。

「やだ！　マミィ、アカちゃんと『マンネリ』になりたくない！　どうしたらいいの!?」

　そんな彼女に、エリーナおばさんは頼たのもしく頷うなずいた。

「そうだね、じゃあ……」

　エリーナおばさんはマミィを手招きで近くに呼び寄せ、しばらく何事かひそひそ囁ささやいていた。

「なんだ……!?」

　一体何をするつもりなんだ!?

　ぞっとしながら、俺は二人の後ろ姿を見つめていた。




　　　　†




　その日、俺たちはそのナニー族の町に泊とまることになった。

「あんたたち、ダンジョン攻こう略りやくをしてるんだろう？　ここからボスの場所までは、普ふ通つうに歩いて行ってもまだまだかかるよ？　まあ、うちらも実際に行ったことはないから、正確にどことは教えられないんだけど。ここまで来るのにもけっこう歩いて疲つかれただろうから、とりあえず今日はここで休んで、明日あした向かったらどうだい？」

　エリーナおばさんの厚意で、俺たちは町の空いている民家に泊まらせてもらうことになった。

　エリーナおばさんが言っている「ボス」というのは、このダンジョンのもともとのボスのことだろう。

　少し迷ったけれども、町の人たちには、魔王が今このダンジョンにいることは伝えなかった。俺たちが魔王をやっつければ実害はないだろうし、何も知らない人々をいたずらに怖こわがらせる必要はないだろうと、パーティのみんなで話し合って決めたことだ。




　そうして、散々ご馳ち走そうを振る舞われてもてなしを受けたあと、俺たちは貸してもらえる空き家にやってきた。

「……え？　寝しん室しつ一つだけ？」

　その家は、２ＤＫのシンプルな平家だった。大きな食しよく卓たくのある部屋の隣となりのドアを開けたら、そこにはセミダブルくらいのサイズのベッドが四つ並ぶ寝室があった。

「あら、それじゃダメだったかい？」

　案内してくれたエリーナおばさんが、困惑する俺を見て言う。

「じゃあ、マミィちゃんと赤ちゃんだけ別のお家うちにする？」

「いや……」

　それも変な感じだろ！　というか、なんで俺とマミィはセットなんだ!?

「あの、俺だけ男なんですが……」

　この種族はなんなんだ!?　ここまで言わなきゃわからないのか!?

「え？　でも、マミィちゃんの赤ちゃんだからねぇ。ママと離すわけには……」

　どうやらナニー族の思考は、みんな母性でちょっと何かおかしくなっているらしい。

「いえ、これでいいですよ～！」

　外そと面づらよく言ったエマが、「早く寝ねたいし……」とあくびをする。

「そうね。わたしは平気よ」

　アデラが待ってましたとばかりに俺に妖よう艶えんな微笑ほほえみを送る。

「素す敵てきな夜になりそうね……？」

「は、はい……！」

　大興奮で頷いた俺は、そこで何か物足りない気がして左右を見回す。

　こんなときいつも俺を白い目で見てくるはずの、パーティの風紀委員ジェシーが、俯うつむいてブルブル震ふるえている。

「ア、アカヤ様と、同じ寝室……!?」

　頰を赤くして、何事かブツブツ呟いている。

「じゃあ、そういうことだから。何かあったら言ってちょうだいな」

　エリーナおばさんは、そう言って出て行った。

　それで俺たちはなんとなく部屋に入って、休む準備に取り掛かかろうとする。

「……ねぇねぇ、ちょっと、素そ朴ぼくなギモンだけど」

　そこで、エマが言い出した。

「あたしたち、五人だよね？」

「アッ……」

　俺たちは顔を見合わせる。

　寝室にあるベッドは四台だ。

「あっ……ありえませんわっ！」

　そこでジェシーが声を上げる。その顔はゆでダコみたいに真っ赤だった。

「い、今すぐ言いに行きませんと……！」

「でも、なんか申し訳ないね～？　タダでご馳走してもらって、宿まで貸してもらってるのに」

　エマがのほほんと言う。一番飯を食ったお前がそれを言うか？　という感じではあるが。

「……っ……」

　礼れい儀ぎ正しいジェシーは、言い返せずに言葉に詰つまる。

「あたしは大だい丈じよう夫ぶだよ？　みんな仲良しそうだし、別にいいんじゃないかな？　ふぁ～あ」

　エマはあくびまじりに言って寝室の中へ向かい、そのまま一番奥のベッドに転がり込む。

「おやすみ～……やっぱダンジョン攻略は疲れるなぁ……むにゃむにゃ」

　布ふ団とんの中から、エマのくぐもった声が聞こえてきた。

「…………」

　これでベッドは残り三台。

「じゃあ……」

　沈ちん黙もくを破ったのはアデラだった。

「わたしとアカヤくんが同じベッドでいいかしら？」

「いっ、いいわけありませんわっ！」

　間かん髪はつを容いれずに叫さけんだのはジェシーだ。

「ふしだらですわっ！　男女がおおお、お、同じベッドだなんてっ！」

「そう？　じゃあ、ジェシーちゃんが寝る？」

　アデラに言われた瞬しゆん間かん、ジェシーの顔が噴ふん火かしそうなほど真っ赤になる。

「わ、わたくしが!?　アカヤ様と……!?」

「違ちがうわよ～、わたしとジェシーちゃんで寝る？　ってこと」

　それを聞くと、ジェシーの顔から一瞬赤みが引いていく。かと思うと、彼女は今までよりもさらに真っ赤になった。

　それを見て、アデラはいたずらっ子のような顔になる。

「うふふ、やだわ、何を想像しちゃってたのかしら？　聖職者のジェシーちゃんは……」

　てっきり理路整然と反論するかと思われたジェシーは、そこで急にしどろもどろになる。

「も、もうっ！」

　胸の前で拳こぶしを握にぎり、赤い顔で言い返す。

「そんなの……そんなの、知りませんわっ……！」

　そう言うと、ジェシーは寝室の中へ駆かけ込み、エマの隣のベッドに潜もぐって布団を被かぶった。

　残りのベッドは二台。残されたのは、アデラと俺と、マミィ。

　普通に考えれば、一いつ緒しよに寝るのはアデラとマミィだ。そう思って、俺は手前のベッドに近づいていく。

　すると、アデラとマミィもついてきた。

「えっと……!?」

　何が起こっているのかと二人を見る。

「じゃ、じゃあ、俺ここに寝るわ」

　そう宣言して、靴くつを脱ぬいでベッドに上がってみると。

　なんと、二人も同様に、同じベッドに上がってきた！

「えーっと……何か用でも？」

　無言だった二人は、そこで顔を見合わせた。あたかも「なんでそんなことを訊きくの？」というかのように。

　先に口を開いたのはマミィだった。

「アカちゃんとおねんねしようと思って。アカちゃんが寝るまで子守唄うた歌ってあげるよ～！」

　そう言って、天使のような顔でにっこり笑う。

「同じく、アカヤくんのことは、わたしが寝かしつけてあげるわよ？」

　アデラも、ヴィーナスのような笑顔を俺に向ける。

「え……それはありがた……いや、え？　えっ？」

　空いているベッドは二台あるのに、二人は俺の両側に座っている。

「……アカちゃん、マミィ反省したの」

　そこで、マミィがしゅんとした顔で呟つぶやいた。

「アカちゃんは男の子だもんね。可愛かわいがられるだけじゃつまらないよね。男の子は特にあやしてもらうのが大好きって、さっきエリーナおばさんに教えてもらうまで、マミィ知らなかったの」

　そして、急に目を輝かがやかせて俺を見る。

「でも安心して！　これからマミィがアカちゃんを思いっきり楽しませてあげるから！」

　そう言うと、マミィは爛らん々らんとした瞳ひとみで俺を見つめて……。

「えっ!?」

　次の瞬間、俺の上にまたがってきた。

「な、なんだよ!?」

　そして……俺の両りよう脇わき腹ばらに手を入れてくると……！

「こちょこちょ～～こちょこちょ～～！」

　めちゃくちゃにくすぐってきた！

「わははは！　わははは！」

　激しいこそばゆさに、俺は笑って身をよじるしかない。

「アカちゃん、いい笑顔だね～！　こちょこちょ～！」

　俺の反応に喜んで、マミィのくすぐる手がますます激しくなる。

「アヒャヒャヒャ！　ヒーッヒッヒッヒ！」

「アカちゃん、楽しい～!?」

　いや、こっちは楽しくて笑ってるわけじゃない！　それを伝えたくても、笑いすぎて喋しやべれない。

　っていうか、さっきエリーナおばさんが言ってた「マンネリにならないあやし方」ってこんなことかよ！

「イーッヒッヒ！　イーッヒッヒッヒ！」

　しんどすぎて、魔ま女じよみたいな笑い声になってきた。

「マ、マミィ、ちょっと……！」

　笑う合間に、なんとかタイムをかける。

　けれども、マミィはくすぐる手を止めようとしない。それどころか。

「えっ、もっと？　ごめんね、アカちゃん！　マミィもっと頑がん張ばるね!?」

　さらにくすぐる範はん囲いが広がり、脇腹から腋わきの下、お腹なか全体と、慣れてくる暇ひまもないほどめまぐるしく胴どう全体をくすぐられる。

「アヒャヒャヒャヒャ！　イッヒヒヒ！　イヒーッヒッヒッヒ……！」

　笑い死にしそうだ。

　涙なみだを流しながら笑い狂くるい、もうダメだ勘かん弁べんしてくれと本気で思ったとき。

「あら、マミィちゃん、アカヤくん泣いてるわよ？」

　アデラの声で、マミィの手が止まる。

「……嬉うれし泣き？」

「いや違うだろ絶対！」

　小首をかしげるマミィに、笑う以外の行動の選せん択たく肢しを取り戻もどした俺はツッコんだ。

「でも、くすぐってあげると赤ちゃんは喜ぶって……」

　いや、程度によるだろ。

「マミィ、アカちゃんに喜んで欲しくて……」

　母性が強すぎるマミィは、あやし方も全力になってしまったらしい。

「ふふ。あやされすぎて、疲つかれたでしょ？　この辺にして、お姉さんの胸でおやすみなさい、アカヤくん」

　そう言うと、アデラは俺の横にゆっくり身を横たえる。やわらかそうな谷間が、その丸い形をゆっくり崩くずして、重力に従う形に潰つぶれていく。二つ重なったスライムのような、鏡かがみ餅もちのような……もっとエロい表現があるはずだが、俺の乏とぼしい語ご彙いでは思い浮うかばない。

「お姉さんの……胸に……？」

　俺はもう、その部分に釘くぎ付づけだ。

「ええ。わたしの胸に……」

　アデラは妖艶に微笑み、俺に意味深な目配せをする。

「ほんとのお姉さんだと思って、甘えていいのよ……？　弟は、この胸を枕まくらにして寝るのが好きだったわ」

　弟よ～～～テメ────！

　前世でどんな徳を積んだら、年とし端はもいかないうちからそんな人生が送れるんだ!?

「で、では、お言葉に甘えて……」

　俺はおそるおそるアデラに身を寄せ、その胸の上にそっと頭を置いてみる。

　むにっという弾だん力りよくが、耳にダイレクトに伝わってきた。

　なんという低反発まくら！　テ●ピュールも真っ青だ。

　あたたかくて、やわらかくて……枕にしてはちょっと高くて表面積が狭せまいのが難点だが、この心ここ地ちよさの前ではどうでもいい。寝ねづらさなど二の次、三の次だ。

　枕の役割としては本ほん末まつ転てん倒とうだが、俺はこの悪魔的快楽にすっかり溺おぼれていた。

　そのとき。

「あーっ、いいな～！　マミィもそれやりたい！」

　反対側の隣となりにいたマミィが、こちらを見て羨うらやましそうな声を上げる。そして、すぐに横たわった。

「アカちゃん、マミィのお胸にもおいで～！」

　俺に向かって、とろけそうな顔で手を伸のばしてきた。

　そのあまりの天使ぶりに、俺はついアデラの胸から顔を上げる。アデラにばかり甘えて、俺のママを自負するマミィに甘えないのは、ナニー族である彼女がかわいそうな気がしてきたからだ。

「わ、わかったよ」

　身体からだのわりに大きなマミィの胸だが、アデラのものに比べると、元の体格が女児なので、頭を置ける面積はさらに狭くなる。

　慎しん重ちように頭を下ろすと……。

「わーい！　アカちゃん、つかまえた！」

　マミィが俺の頭をぎゅっとして、自分の胸に密着させてくる。

「……や、やめろって、苦しいから」

　マミィの胸は弾はずむような弾力があって、成熟したやわらかさのアデラのものとはまた違った感かん触しよくだ。

　これはこれで、上質な枕に相そう違いない。

「アカちゃん～、ぎゅーっ！」

　マミィは俺の言うことを聞かず、ますます頭を胸にくっつけてくる。

「く、苦しいって！」

　そうしてもがいていると、今度はアデラの手が俺の頭をさらってベッドの反対側へ導く。

「うふふ、そろそろお姉さん枕が恋こいしいんじゃない？」

「は、はい……！」

　色っぽい声で耳元に囁ささやかれ、俺はもうメロメロだ。

「わー！　すごい枕ですねー！　これいい～！　おいくらですか～!?」

　ついデパートの寝しん具ぐ売り場の冷やかし客のようなテンションになってしまった俺に、アデラは一段と艶つややかに微笑ほほえむ。

「うふふ……高いわよ？」

　ですよね!?!?!?

「でも……アカヤくんなら、無料タダで使っていいわ♡」

「ひぇ～!!」

　あまりにも萌もえすぎて、グルグル目が回ってきた。

　そんな俺の頭を、マミィが抱だいて引き戻す。

「アカちゃーん、マミィの番だよ～！」

　俺の後頭部は再び、マミィの胸にパフパフされる。

「マミィの枕も、アカちゃんは使い放題ですよ～！」

「うふふ、アカヤくんは今夜、どっちの枕で寝るの？」

　アデラが俺に挑ちよう発はつ的な視線を送りつつ、たわわな谷間を寄せてみせる。

　俺はもうノックアウト寸前だ。

「そりゃもちろん、ア……」

　そのときだった。

　頭上に何か黒い影かげが落ち、俺は上を見る。そして……。

「ヒッ……！」

　鬼おにのような形ぎよう相そうのジェシーと目が合った。

　全身に怒いかりをまとわせた彼女は、軽けい蔑べつのこもったまなざしを俺に向ける。

「アカヤ様……」

　すすす、すいません！

　けれども、そんな言葉で彼女が許してくれないことはわかっていた。

　ジェシーの手が、すっと動く。震ふるえるその唇くちびるが、怒りを解き放つかのように動いた。

「破は廉れん恥ちですわ───っ！」

　同時に、俺は激しい水しぶきを浴びる。

「わっ！　ベッドに聖水振ふりまくのだけはやめてくれ！」

「問答無用！」

「おーいっ！　このベッドもう使い物にならないじゃねーか！」

「残りの一台に、三人で寝るしかないわね♡」

「そうだね、アデラちゃん！」

　盛り上がる二人をよそに、俺はジェシーの顔色をうかがって焦あせる。

「もうやめろってー！　もう一台も濡ぬらされたら床ゆかで雑魚ざこ寝ねになる！」

「あら、それも楽しそうね？」

「ね～！　アカちゃん、床でもマミィを枕にしていいよ～！」

「うふふ、アカヤくんはお姉さんの枕の方がいいわよね？」

「はぃ……」

　そのとき、一番奥のベッドからエマが目をこすりながら起き上がった。

「ちょっとぉ～、うるさいよ～ぉ？」

　元勇者からガチの苦情をくらい、俺たちの夜遊びは強制終しゆう了りようになったのだった。
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　翌朝。

「うふふ、よく寝てる……。アカヤくん、朝よ？」

　しっとりと滑なめらかな肌はだ触ざわりの手が、俺の頰ほおに触ふれている。大人の女性のいい匂においが、鼻先をくすぐる。

「アカヤくん？」

　吐と息いきがかかるほど近くで、名前を呼ばれる。

「アデラ……？」

　俺は夢心地で目を開けた。

　すぐそこにアデラの色っぽい美しい顔があって、微笑ましげに俺を見つめている。

「うふふ……おはよ、アカヤくん」

　なんだこの景色は。サイコーすぎる。サイコーの目覚めだ。

「お……」

　おはようと挨あい拶さつを返そうと思ったときだった。

「アカちゃん、朝だよー？」

　反対側から、マミィの声が聞こえた。

「お寝ね坊ぼうアカちゃんもかわいいけど、おっきしないと魔ま王おうさん倒たおせないよ～？」

　ああ、そうだ。俺は今魔王のダンジョンを攻こう略りやく中で……今日はいよいよ、魔王の下もとへ向けて出発する日だ。

「…………」

「アカちゃーん？」

　決してマミィを無視していたわけではない。魔王戦のことを考えて、緊きん張ちよう感かんに全身をひりつかせていたところだった。

「あっ、そうだ……！」

　そこでマミィは、何かいいことを思いついたように声を弾ませた。

「エリーナおばさんから教わったやつ、まだあったんだ」

　そう言うと、ベッドをごそごそ移動して、俺の足元の方へ向かう。

「アカちゃ～ん、起きて～！」

「ん……」

　そろそろ返事をしようと思ったときだった。

「ガブガブ！　ガブガブさんが来たぞ～！」

　マミィが声こわ色いろを作って、俺に襲おそいかかってきた。

「おっ、うまそうな赤ちゃんだ～！　ガブガブしちゃうぞ～！」

　そう言いながら、俺の太ももに嚙かみ付いてくる。

「えぇっ!?」

「ガブガブ～！　ああ、この赤ちゃんはおいしいなぁ～！」

「や……やめろって！」

　もちろん甘嚙みだから痛くはないのだが、この状じよう況きように戸と惑まどいを隠かくせない。

「ガブガブ～！　楽しいでちゅか～？」

　マミィの幼い歯が、唇が、俺の肌に無ぶ遠えん慮りよにめり込んでいるのがわかる。

「楽しくないって！　それたぶん、リアルな赤ん坊ぼうが、最高にテンション上がってるときにされて喜ぶやつだろ!?」

　寝起きの十代男性（中身は二十代）がされても、まったく嬉うれしくない！

「言っとくけど、エリーナおばさんが教えてくれたやつ、みんなほんとの赤ん坊用だから！　俺には使わないで！　そもそも俺、あやしてもらう必要ないし！」

　びっくり箱の頃ころから思っていたが、この辺ではっきり言っておかないと。

　俺のしっかりめの抗こう議ぎを受けて、マミィはようやくガブガブをやめた。

「……そっか、わかった」

　そう言って、マミィは静かに微笑んだ。その物分かりのよさに、俺は少し拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

「……ほんとに、わかってくれたのか？」

「うん」

　マミィはすんなり頷うなずいた。

「エリーナおばさんが言ってたの。『赤ちゃんは一人一人違ちがうから、先せん輩ぱいのアドバイスが必ずしも正解とは限らない』って。『ママ一人一人が自分の赤ちゃんと向き合った結果、その赤ちゃんのためにしてあげたいと考えたことこそが、一番正解に近いだろう』って」

　なんかいい話っぽいんだけど、俺は赤ちゃんではないという根本的な齟そ齬ごは解消できていない。

「でもね、それはお兄さんの赤ちゃんにも通じると思うんだよ」

　ここでさらに「お兄さんの赤ちゃん」という強いワードに気を取られてしまいそうになるが、マミィが言いたいことはそこではないようなので黙だまって聞くことにする。

「マミィ、ほんとは最初からわかってたよ。アカちゃんはお兄さんだから、赤ちゃんみたいなお世話は必要ないって」

「え……？」

　少し風向きが変わってきた気がして、俺はマミィをじっと見つめた。

　そんな俺を優やさしく見つめ返し、マミィはそっと俯うつむく。

「でも、『今のアカちゃん』には、そういうお世話が必要だと思ったの」

「……？」

　どういうことだろうと思っていると、マミィは続ける。

「マミィが初めて見たとき、アカちゃんはとても傷ついているように見えた……。まるでほんとの赤ちゃんみたいに、頼たよりなく震えているように見えたの」

　俺は、はっとした。前世で死んだときの、この世に一人ぼっちだったみたいな、最悪な気分を思い出したからだ。

「だから、こういうお世話は、マミィが『やってあげたい』と思ってしていることなんだよ。でも、もしアカちゃんが本当にイヤだと思うようになったら、そのときは言ってね。それは、アカちゃんがマミィから旅立つときかもしれないから」

「マミィ……」

　マミィが、そんなに俺のことを「我が子」としてちゃんと考えてくれていたなんて。

　いや、それもおかしな話なんだけど、この世界に来てからおかしいことが多すぎて、何がまっとうな考えなのかわからなくなっている感もある。

　なんとなく感動していた俺の前に、アデラがずいっと顔を寄せてきた。

「そのときこそ、お姉さんの出番よね？」

　モロ出しの谷間をぐいっと寄せて、艶つややかに微笑ほほえんでくる。

　俺はたちまちその色いろ香かに陥かん落らくし、フラフラと谷間に顔を寄せた。

「いや、時代はすでにお姉さんっす」

「あら、ほんと？　うふふ……可愛かわいいわね、いらっしゃい？」

「はい……」

　そのときだった。

「はい！　破廉恥一丁！　ですわっ！」

　バシャッ、と顔に水がかかった。

　ペロッ……これは聖水。この清せい涼りよう感かんと透とう明めい感かんのある味わいは間違いない。

「あ、朝から威い勢せいがいいことで……」

　顔の水を拭ぬぐいながら見上げると、ジェシーはプリプリしながら口を開いた。

「アカヤ様が寝坊されて、お顔を洗うヒマもないようでしたから」

　そこへ、ドアを開けてエマが現れる。彼女はとっくに支し度たくを終えており、両手にパンを持ってモグモグしている。

「みんな、何してるの～？　ステラおばさんが作ってくれた朝食、なくなっちゃうよ？」

「いや、朝飯クッキーかよ!?　エリーナおばさんだろ!?」

　しかしエマはボケているつもりはなさそうで、「そうだっけ～？」と首を振ふりながらダイニングへ帰っていく。肝かん心じんのところでいちいち抜ぬけている元勇者だ。

「しかも、食べてるのまだエマだけだろ？　それでなくなるって、一人でどんだけ食ってるんだよ」

　ボケが多すぎて、一度でツッコミきれなかった。

「アカちゃーん！」

　ノソノソ着き替がえて食しよく卓たくへ向かおうとしていると、マミィがとてとて走って隣となりに来た。

「マミィが言ったこと、わかった？」

　ちょっぴり不安げなマミィに、俺は大きく頷いてみせた。

「うん、わかったよ。ありがとう」

　多少暴走や過保護はあるものの、マミィにはとても感謝している。

「マミィの気持ち、嬉しいよ」

　それを聞くと、マミィはデレっとした笑顔になる。

「えへへ、よかった」

　そう言うと、マミィは微笑みの余よ韻いんを残した顔で、俺をまっすぐ見つめる。

「こちらこそありがとうだよ。マミィのところに生まれ変わってきてくれて」

「な、なんだよ、改まって……」

　妙みように恥はずかしくなって赤面する俺に、マミィも頰ほおを染めて言った。

「アカちゃんは、マミィの『ママになりたい』って夢を叶かなえてくれたんだよ。だから、マミィはアカちゃんの夢を応おう援えんしたいんだ」

　そして、気恥ずかしさと何かもやもやした感動で胸をいっぱいにする俺に向けて、マミィは特大の笑顔を向けた。

「魔王退治、頑がん張ばろうね！」

　あ、「頑張ってね」じゃなくて、「頑張ろう」なんだ……？

　とは、あえてツッコまないことにした。
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「ねえねえ、あんたたち」

　旅の支度をして出発しようとしていたとき、エリーナおばさんが俺たちがいる家を訪ねてきた。

「もう出かけるのかい？　よかったら、今日のイベントに出場していかないかい？」

「イベント？」

　なんだろうと目を丸くする俺に、エリーナおばさんは言った。

「『第１２０１回　チキチキ赤ちゃん甘やかし選手権』だよ」

　めっちゃイヤな予感がする。

「ってか１２０１回って!?」

「ほぼ隔かく日じつでやってるからね」

「多くね!?」

「ダンジョンの中は娯ご楽らくが少ないんだよ」

　エリーナおばさんは平然と答える。

「赤ちゃんを育ててる娘むすめたちが、自分の赤ちゃんをいかに上手に甘えさせられるかを競う大会だよ。よかったらマミィも出てみないかい？」

「えっ、ていうか、この町に赤ちゃんいるんですか？」

　驚おどろいて尋たずねると、エリーナおばさんは頷く。

「ああ。しかるべき赤ちゃんを見つけられた年とし頃ごろの女の子は、家族と一いつ緒しよに帰ってくるからね。こんな小さな町だから、その数が少ないだけで」

「なるほど」

「で、どうするんだい？　出てみるかい？」

「いやぁ……」

　出るわけない。俺はほんとの赤ん坊じゃないんだから……と断ろうとしたのだが。

「出たぁいっ！」

　マミィが元気よく答えた。その目はキラキラ輝かがやいている。

「えっ、ウソだろ!?　俺こんなに大きいのに!?」

「だってだって、ママと赤ちゃんの大会でしょ!?　マミィ、どんなママよりも赤ちゃんを可愛がってる自信があるよ！」

　マミィは拳こぶしを握にぎって力説する。

「いや、だけど……」

「ダメ？　マミィ、アカちゃんとこの大会に参加できたら、最高の思い出になるんだけどなぁ……」

「うっ……」

　上うわ目め遣づかいで見つめられ、俺はそれ以上渋しぶる様子を見せられなくなってしまう。

「でもなぁ……」

　甘やかし選手権……まさか公衆の面前で甘やかされるのか？

　その様子を想像すると相当厳しい。

「もちろん、タダで参加してもらおうとは思ってないよ」

　そこでエリーナおばさんが言った。

「もしあんたたちが優勝したら、この村に伝わる秘宝を授さずけるよ」

「えっ!?　なんですか、それ!?」

　俺が尋ねると、エリーナおばさんはニヤリと笑う。

「それは優勝してからのお楽しみだよ。でも、きっと魔ま王おう退治の役に立つと思うよ？」

「むむ……」

「何かしら、秘宝って？」

「きっとすごいものだろうね！」

「魔王退治の役に立つなら、ぜひ手に入れておきたいものですわね……」

　アデラを始め、仲間たちも秘宝に興きよう味み津しん々しんだ。

「ねー、アカちゃん、出ようよ～？」

　マミィは相変わらず出る気満々で俺の腕うでを引っ張ってくる。

「ま、まあ、そうだな……」

　魔王退治に役立つ秘宝なら、手に入れておかねばなるまい。大会に参加するのは怖こわいけど……。

「じゃあ決まりだね！　早さつ速そくエントリーしておくよ」

　そんな俺たちを見て、エリーナおばさんは満足げに笑って去っていった。




　こうして、俺はマミィと、ナニー族の町で謎なぞの大会に出ることになってしまった。

　甘やかし選手権は町の広場で行われた。即そく席せきのステージのような台の上に揃そろった出場者は全部で五組。

　内四組……つまり俺たち以外の組は、少女と赤ちゃんという当たり前の組み合わせだった。少女は十三歳くらいから十六、七歳くらい、赤ちゃんは〇歳くらいからせいぜい二歳くらいまでだ。

　少女たちは皆みな母性溢あふれる優やさしい顔つきで、腕の中の赤ん坊ぼうをあやしている。ナニー族のあるべき姿というものを、俺はここで初めて見た。

　広場には、大勢の人が見物に詰つめかけていた。おそらく町のほとんどの人々が来ているのではないだろうか。ここでは、これが本当に貴重な娯楽なのかもしれない。

　そんな中で、大会はおもむろに始まった。

「では、これより『第１２０１回　チキチキ赤ちゃん甘やかし選手権』を始めるよ！」

　司会はエリーナおばさんだった。

「今日はシルビアと赤ちゃんが風か邪ぜでお休みだから、代わりにゲストのマミィと赤ちゃんにエントリーしてもらったよ！」

　あ、なるほど……確かに選手権なら五組くらいいないと盛り上がらないもんね！　俺は自分たちが呼ばれた理由を理解した。

「アカちゃん、頑張ろうね！」

　そんな俺に、マミィは純じゆん粋すいなやる気に満ちた瞳ひとみで囁ささやきかけてくる。

　ちなみに、出場者の「ママ」である少女たちはステージの上に用意された五つの椅い子すにそれぞれ座っていた。赤ちゃんは彼女らの腕の中に収まっており、俺だけがマミィの隣に青年の図ずう体たいをさらして立っている。この光景だけでも相当シュールだ。

「第一競技は……『ミルク早飲ませレース』！」

　そんな中、第一競技のセッティングが始まった。

「哺ほ乳にゆう瓶びんの中のミルクを一番先に飲み干せた赤ちゃんとそのママが、この競技の優勝者だよ。赤ちゃんは胃が小さいから、ママは途と中ちゆうでゲップさせてあげたりして、うまくお世話してあげることだね」

　エリーナおばさんの説明を、マミィはうんうんと真しん剣けんな表情で頷うなずきながら聞いている。

　ママたちにはミルクが八分目まで入った哺乳瓶が渡わたされて、抱だっこしている赤ちゃんの口元へ近づける。

「アカちゃん」

　マミィも、横にいる俺に哺乳瓶を差し向ける。

「いや、俺は一人で飲めるよ……」

　とはいえ、さすがに一人で瓶を持ってビールのように一気飲みしたらルール上どうなんだという気がするので（そもそも俺が赤ちゃんでない時点でルールもへったくれもない気はするのだが）、俺はマミィの横に膝ひざ立だちになって、マミィの手からミルクをもらう形に落ち着いた。いろいろとしんどいので客観視するのはやめよう。

「位置について……よーい、どんっ！」

　エリーナおばさんの合図で、競技が始まった。

　ミルクのお預けを食くらって泣いていた赤ちゃんたちが、哺乳瓶を口にして一いつ斉せいに静かになる。

　そんな中、俺もミルクを飲み干すことに集中した。

「上手だよ～アカちゃん！　ゲップしたくなったら言ってね？」

　他ほかのママと同じように声をかけてくれるマミィだが、あいにく俺は赤ちゃんではない。

　大人の肺活量をフル稼か動どうしてミルクをゴクゴクと吸い込んでいく。意外と、乳ち首くびを潰つぶしながらミルクを吸い出すというのが難しい芸当だというのを思い知る。

「うわ～マミィの赤ちゃん、速い！」

「さすがマミィね！」

　観客の歓かん声せいに羞しゆう恥ち心しんを煽あおられる。

「アカヤくん、秘宝のためよ！　頑張って！」

「アカヤ様、もう少しですわ！」

「パイセン、ファイト～！」

　仲間たちの応おう援えんに励はげまされ、なんとか気力を保って飲み続ける。

「……ふぅ～……なんとか飲めた……」

「おーっと、飲み終わったかい!?　一位はマミィの赤ちゃんだね！」

　俺はダントツで勝利した。

「や、やった……」

　初しよっ端ぱなから精神的にどっと疲つかれたけど、これも秘宝のためだ。

　なかなかミルクを一度に飲みきれない赤ちゃんもいて、第一競技はその後グダグダになった。

　結果的に俺がぶっちぎりの一位で、数分後に二位、そのあと少しして三位、残りの赤ちゃんは失格となった。

「第二競技は『はいはいレース』！　ママのところまで一番早くはいはいでたどり着けた赤ちゃんが優勝！　ママと赤ちゃんの日ひ頃ごろの絆きずなが試ためされるよ！」

　ようやく次の競技になって、俺は他の赤ちゃんと共にステージの上にスタンバイする。

「よーいドン！」

「アカちゃーん、こっちだよ～！」

　手招きするマミィに向かって、ここでも俺は他の赤ちゃんをぶっちぎった。

「一等はマミィの赤ちゃん！　またしてもすごい速さだね！」

「やったね、アカちゃん！」

「あ、ああ……」

　くそー!!

　しかし、これも魔王退治に役立つ秘宝のためだ。そう思えば、この屈くつ辱じよくも膝の痛みも我が慢まんできる。

　ここでも赤ちゃん全員のゴールを待つのはなかなか難しく、四位の赤ちゃんのゴールと共に第二競技は終しゆう了りようとなった。

「続いては第三競技にして最後の競技……『赤ちゃんゆらゆら寝ねかしつけレース』だよ！　赤ちゃんを抱っこでゆらゆらさせて、早く寝かしつけたママが優勝！」

「えっ？」

　抱っこ？　ゆらゆら？　寝かしつけ？　いろいろ厳しくない？

　最後にして、非常に不利な競技が出てきてしまった。大人としての力だけで勝ってきた俺は、それが有利にならない競技の前に焦あせりを覚える。

　いや、ここまで二勝しているのだから、普ふ通つうに考えたら俺が総合優勝だと思うのだけど、確実に秘宝を手に入れるためには完全優勝したいところだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、アカちゃん」

　すると、そんな俺を見つめてマミィが言った。

「マミィを信じて？」

「え……？」

　戸と惑まどう俺に、マミィは優しく微笑ほほえんでみせる。

「必ず一位になって、マミィとアカちゃんのステキな思い出にしようね？」

　そう言うマミィには何か秘策があるのだろうか……いや、寝るのは俺の方なんだから、やっぱり俺が頑がん張ばって眠ねむ気けを催もよおすしかないのではないか、しかしこんな公衆の面前で大の大人が眠れるわけがない、狸たぬき寝ね入いりなんかしたら絶対にバレるよな？　さっぶいよな？　と悶もん々もんと考えている間に、ママと赤ちゃんたちの準備が整ったようだ。

「マミィの赤ちゃんは大きいから、特別に床ゆかに寝せていいよ」

　エリーナおばさんに言われて、俺はステージの床に直じかに仰あお向むけになる。これもまたシュールな光景だ。

「いくよ。せーの、はじめ！」

　エリーナおばさんの合図で、ママたちは一斉に膝や腕を揺ゆらして赤ちゃんをゆらゆらさせ始めた。

　一方、マミィは床に正座して、俺の胸をトントンと優しく叩たたいてくる。
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「……アカちゃん、マミィはね」

　トントンのペースに合わせるようにゆっくりと、マミィは話し出した。

「アカちゃんと楽しい思い出をいっぱい作りたいんだ。一いつ緒しよにいろんなことをして、いろんなところに行って……でも、それはアカちゃんのためじゃないのかもしれない」

「え？」

　何を言いだすのだろうと、俺はマミィを見つめる。当然ながら眠気がやってくる気配はまったくない。

「アカちゃんはいつかもっと大きくなって、マミィから巣立っていくかもしれないでしょ？　そうしたらもっといろんな世界を見て、いろんな経験をして……マミィとの思い出なんか忘れちゃうほど、刺し激げき的な体験をするかもしれない」

　ほんの少しさびしそうな顔をしたマミィは、そこで俺に向かって微笑んだ。

「でも、それでもいいの。だから、これはマミィのワガママ。アカちゃんと一緒にいられるうちに、一緒の思い出をいっぱい作りたいっていう」

　胸のトントンが、優しく温かく、心ここ地ちいいリズムを刻んでいる。

「マミィは絶対に忘れないから。こうしてアカちゃんと一緒に作った楽しい思い出を。それが、アカちゃんが巣立っていったあとも、マミィの心を支えてくれる気がするの」

　そのとき、本当に不思議なことに……頭がぼうっと痺しびれるような感じがして、にわかに瞼まぶたが重くなった。

「ステキな思い出作りに協力してくれてありがとね。……おやすみ、アカちゃん」

　暗転した視界の中で、最後に聞こえてきたのはマミィの優しい声だった。




　────。




「……アカちゃん、アカちゃん、起きて」

　え？　起きる？

「起きてー！　優勝だよっ！」

　え？

　ってことはまさか……寝てしまったのか、俺は!?

「ウソだろ!?」

　慌あわてて跳はね起きると、そこはさっきのステージだ。

　隣となりに立っているマミィが、ニコニコ顔で俺を見下ろしていた。

「え？　なんで俺、急にあんなに眠くなって……」

　まるで魔ま法ほうみたいに……と思って、ハッとした。

　魔法!?　まさかマミィの魔法だったのか？

　そう思ってマミィを見ると、マミィはいたずらっぽく俺に微笑みかけた。

「ふふっ、マミィの愛の力だよ？」

　そして、嬉うれしそうに笑う。

「また一つ、いい思い出ができたね、アカちゃん」

　あれからしばらく時間が経たっているらしく、赤ちゃんたちはみんな寝かしつけに成功して眠っていた。

　そんな中、ステージの上で優勝者への表ひよう彰しよう式しきが行われる。

「そういうわけで、一位になったマミィと赤ちゃん、おめでとう！」

　寝ている赤ちゃんへの配はい慮りよで拍はく手しゆの音は小さめだったが、集まった人々は皆みな俺たちの健けん闘とうを讃たたえてくれた。

「秘宝は!?」

　それだけを心の支えに耐たえてきた俺は、早さつ速そくエリーナおばさんに尋たずねた。

「わかってるよ。それじゃ、うちへおいで」

　エリーナおばさんにそう言われて、大会終了後、俺たちは揃そろって彼女の家に向かった。




　　　　†




　エリーナおばさんの家は、小さな一いつ軒けん家やだった。昨夜俺たちが泊とめてもらった空き家とよく似ている。

「で、これから秘宝を渡わたすわけだけど」

　エリーナおばさんは、集まった俺たちに軽く目を配ってから、目の前にいるマミィを見つめた。

「その前に、マミィ。あんたに話しておきたいことがある」

「なに？」

　マミィが目を丸くする。

「マミィ、あんた、さっきの競技で魔法を使ったね？」

　それを聞いて、マミィは肩かたをすくめる。怒おこられるのかと思ったのかもしれない。

　だが、エリーナおばさんは微び笑しようを湛たたえた。

「別に𠮟しかるつもりじゃないよ。魔法はルール違い反はんじゃないしね。ただ、普通は使えない。そう。赤ちゃんを寝かしつけられるような魔法……他人ひとを思い通りに操あやつれるような魔法なんて、普通は使えないんだよ。……何を言ってるかわかるかい？」

　マミィも俺も、目をぱちくりしながらエリーナおばさんを見つめる。

「あんたたちは魔王を倒たおすことを目標にしてるんだろ？　だったら、知っておいた方がいい話がある」

「……？」

　真しん剣けんなまなざしと口調に、マミィも俺たちも顔に疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。

　そんな中で、エリーナおばさんは話を始めた。

「それはね、マミィ。あんたの出自のことだよ」

「しゅつじ……？」

　首を傾かしげるマミィに、エリーナおばさんは言った。

「まずは、昔話から始めよう。この世界の創世の神話は知っているかい？」

「……？」

　マミィは目をぱちくりしている。

　そこで近くに来ていたジェシーが口を開いた。

「女め神がみ様が空と海と大地を作り、そのあとで生き物を作った……そういうお話のことですか？」

　エリーナおばさんは頷うなずく。

「そう。その生き物の中に、我々エルフの祖先もいた。女神様がその手で生み出したエルフ……つまり、神の子エルフは、双ふた子ごの姉し妹まいだった。一人は、善良で母性に溢あふれるマザーエルフ、もう一人は、男を誘ゆう惑わくして破は滅めつへ導くダークエルフ」

　日本のイザナギ・イザナミとか、聖書のアダムとイブとか、そういう類たぐいの話なのだろう。

　そう思って、俺はじっと聞き入った。

「女神様は、この世を善よきもので満たそうと願って創世を始めた。それなのに、ダークエルフのような者が生まれてしまったことに動どう揺ようした。実は、女神様が『善きもの』を強く望まれたとき、善きものでないもの……『悪あしきもの』の概がい念ねんも誕生してしまったんだ。皮肉な話だね」

　マミィ以外のメンバーは、この話をすでに知った顔で聞いていた。元日本人のエマも、この世界で暮らすうちにどこかで聞いていたのだろう。

「女神様はマザーエルフを愛し、ダークエルフの存在を恥はじた。神の子たちは、交配によらず仲間を増やせるという女神様の力を受け継ついでいたのだけれど、ダークエルフはそれを怠おこたり、マザーエルフの生み出した男エルフを淫みだらな欲よく望ぼうのままに誘惑し、肉の子を産んでいった。その誘惑の魔手が伸のびた先はエルフだけにとどまらず、人間や他ほかの生き物の男も狙ねらわれた。人々は合ごう歓かんの悦よろこびを知り、地上の秩ちつ序じよは乱れ、男女の間には淫らな欲望が蔓延はびこるようになった」

　マミィがちょっと難しい顔をしているのは「合歓」のあたりがわからないのかもしれない。だが特に詳くわしい解説をすることなく、エリーナおばさんは話を進めた。

「そこで、女神様はダークエルフを地下に閉じ込めることにした。こうして地上の男たちは、彼女によってそれ以上堕だ落らくすることはなくなった。……ここまでが神話のお話だ」

「なるほど」

　俺は独り言として呟つぶやいた。

　それにしてもあの女神、けっこういい加減そうに見えるのに、風紀の乱れにそんなに厳しかったとは。シャイアン教の聖職者であるジェシーの潔けつ癖ぺきぶりも納なつ得とくだ。

「……で、マミィちゃんの出自って？」

「まさか……」

　アデラとジェシーに見つめられ、エリーナおばさんは大きく頷いた。

「ああ。もともとナニー族がマザーエルフの血を引く者だということは、世間でも知られているね。マミィの祖母のユーリアさんは、その中でも特別な……マザーエルフが自ら生み出した、神の子エルフの直系だと言われているんだよ。マミィの魔法を見て、さっき確信したよ。マミィはマザーエルフの力を限りなく純じゆん粋すいに受け継いだ、強力な神の子エルフの後こう継けい者しやだって」

　俺たちは息を吞のんだ。転生者の俺は、ナニー族にそんな歴史があったのも初耳だし、マミィの出自にも、もちろん驚おどろくしかない。

　そこでふと昨日のエマの言葉を思い出した。

　──それこそ、神とか……神話級の力の持ち主だよ～！

　まさか、マミィのチートにそんな由来があったなんて。

「世が世なら……こんなふうに隠かくれて逃にげ暮らすような状じよう況きようじゃなくて、ナニー族が集まって国を作ることができていたら。ユーリアさんは我々の女王様だった。つまり、マミィはナニー族の王女様なんだよ」

　エリーナおばさんは、わずかに瞳ひとみを潤うるませてマミィを見つめる。

「現に、魔物が増えて森に暮らすようになる前の時代は……私の母は、ユーリアさんのお母さんの侍じ女じよだったんだよ」

　ということは、もしかしてエリーナおばさんはマミィのおばあさんと同年代なのか？　という疑問が脳のう裏りをよぎった。エルフってすげーな！

　しかし、これで、エリーナおばさんが俺たちに格別によくしてくれた理由も理解できた。

「マザーエルフの力は、女性にだけ遺伝すると言われている。だからマミィ、あんたにはきっと、どんなことでも思い通りにできる力があるんだよ」

　エリーナおばさんが言う通り、俺たちはすでにその力を散々目まの当たりにしてきた。

「これから魔王を倒すまで、どんな敵に遭あうかわからないけど、いざというときにはそれを思い出すんだよ。あんたにはきっと、どんなピンチをも乗り越こえられる力があるから」

　エリーナおばさんに見つめられ、マミィは真剣な表情で固く頷いた。

「……わかった。ありがとう、エリーナおばさん」

　そんなマミィの手を取り、エリーナおばさんは何かを握にぎらせる。

「これが、ナニー族に代々伝わる秘宝だよ」

　彼女がマミィに渡したのは、一本のペンダントだった。革かわの紐ひもの先に、小さな赤い石がついている。

「これは、マザーエルフの涙なみだでできた結けつ晶しようだと言われている。これを持っていれば、あんたはきっと、さらなる母性を発揮できるだろう」

「さらなる母性……」

「今でさえ最強の母性なのに、そうなったらどうなっちゃうの……!?」

　エマの呟きを聞いて、エリーナおばさんは「おや」と俺たちを見る。

「そんなことないよ？　マミィのお世話には、まだ足りないものがある」

「えっ？」

「それは一体……」

　顔を見合わせる俺たちに、エリーナおばさんは言った。

「『𠮟ること』だよ」

　それを聞いて、マミィは目を見開く。

「甘やかすだけが母性じゃないだろ？　赤ちゃんが間ま違ちがったことをしようとしたら、適切に𠮟って、正しい方へ導いてやる必要がある」

「アカちゃんを、𠮟る……？」

「もちろん、間違ったときだけでいいんだよ。だから、今まではその機会がなかっただけかもしれない」

　考え込むマミィに、エリーナおばさんは優やさしく声をかける。

「あんたならきっとできる。子育て、頑がん張ばりな」

　マミィはなおも考え込んでいる様子だったが、そう言われると元気に顔を上げた。

「わかった。マミィ、頑張るね！」

　そんなマミィを見て、エリーナおばさんは目を細める。

「……気をつけていくんだよ」

　そう言うと、エリーナおばさんは台所の方から何か大きな風ふ呂ろ敷しき包づつみのようなものを持ってきて、俺たちに渡した。

「はい、これも優勝賞品のお弁当と水すい筒とうだよ。人数分あるから、ダンジョンの途と中ちゆうで食べな」

「え……？」

　そんな賞品、聞いたことない。おそらくエリーナおばさんが個人的に用意してくれたものだろうと、全員が察したはずだ。

「あ……ありがとう、エリーナおばさん！」

　礼を言う俺たちに、エリーナおばさんは明るく笑いかける。

「礼なんかいらないよ。あんたたちが頑張って優勝した、その賞品だもの」

　そして、マミィに向けてひときわ優しい微笑を浮かべた。

「旅が終わったら、またおいで。ユーリアさんたちのところへ案内してあげるから」

　その言葉に、マミィは目を潤ませて嬉うれしそうに頷いた。

「うんっ！　楽しみにしてる！」

　いつもはママとしておませに振ふる舞まっているマミィが、生き別れた家族を恋こいしがる十歳の幼女の顔を見せた瞬しゆん間かんだった。

　それからエリーナおばさんとの別れを済ませ、最後は町の人たち総出で見送りしてもらい、俺たちはナニー族の生き残りの町を出た。




　　　　†




　こうして、二日目の……そしておそらく魔ま王おうとの決戦となる日のダンジョン探たん索さくが始まった。




「みなさん、どう思いますの？　さっきのお話」

　歩き始めてからしばらくして、ジェシーが言った。

「なんか……信じられないような話だったわね」

　アデラが未いまだ戸と惑まどいの色を浮かべて呟く。

「でも、納得したよ。『神の子エルフ』の末まつ裔えいなら、元勇者でも敵かなわなくて当然だよね」

　エマはすっきりした顔をしている。元勇者としての自信を取り戻もどしたようだ。

「……マミィは、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　ふと、彼女自身の気持ちが気になってマミィを見ると、隣となりのマミィは「え？」と俺を見上げた。

「いや、だから……何かショック受けたり、プレッシャーを感じたりしちゃってないか？」

　俺の問いに、マミィはやわらかく微笑んだ。

「大丈夫だよ。マミィはアカちゃんのママ。マミィのおばあちゃんがどんな人でも、それは変わらないもん」

　そしてふと、何かを思いついたような顔になる。

「あっ、そうだ！」

「……なんだ？」

　尋たずねた俺に、マミィはワクワクしたような表情で言う。

「エリーナおばさんが言ったよね？　『マミィにはどんなことでも思い通りにできる力がある』って」

「うん、そう言ってたな」

「しかも、今のマミィには、これがある……」

　そう言って、マミィは胸むな元もとに下げたペンダントを握る。

「うん？」

　まだ何を言いたいのかわからないので、マミィを見守るしかない。そんな俺に、マミィは言った。

「マミィ、前に闘技場コロツセオで、アカちゃんを甘やかそうとして魔法を使ったのに、失敗しちゃったことがあったでしょ？」

「ああ……」

　ベガスタウンで魔物に操あやつられたカジノ支配人に牢ろう屋やにぶち込まれ、闘技場送りになったときのことを思い出した。強つわ者ものモンスターを相手にしたマミィはなぜかアデラと甘やかし対決を始め、俺を甘やかそうと魔法を使った結果、モンスターの頭上に巨きよ大だい哺ほ乳にゆう瓶びんを召しよう喚かんしてしまった。

「あのときは、マミィの力不足だと思ったけど……」

　マミィは反省したように俯うつむくが、すぐに顔を上げる。その目は爛らん々らんと輝かがやいていた。

「違ちがったってことだよね？　マミィの気持ち次し第だいで、アカちゃんをもっと甘やかすことができると思うの！　マミィにはその力があるはずだから！」

「え？　そ、そうなのか……？」

　何やら不ふ穏おんな空気を感じて、俺は明快な返事をすることができない。

　ちなみに、他ほかのメンバーは（生）温かい目でマミィを見守っている。

「だからマミィ、もう一度やってみるね！」

　強い決意を秘ひめた声でそう言うと、マミィは目をつぶって手を合わせた。

「……マミィ、ほんとのほんとに、アカちゃんを思いきり甘やかしたいの……」

　セリフの内容とは裏腹に、かなり真に迫せまった口調でそう呟つぶやく。

「だから、お願い……！」

　パンパンッ！　と、神社でやる柏かしわ手でのようにマミィが手を打った。

　次の瞬間。

「……な、なんだ!?」

　頭上を黒い影かげに覆おおわれて、俺は天を仰あおいだ。

　ダンジョンの天てん井じようはそう高くないので、その影の本体はすぐ頭の上にあった。

「わあっ!?」

　それがなんなのか判明する前に、俺の身体は正体不明の力によって持ち上がり、その影を飛び越えていく。

「ええっ!?」

　そして、わかった。

　その物は、ゆりかごだった。

　前世で見たことがあるような小さな可愛かわいらしいものではなく、大人の俺でもゆったり寝ねられるサイズだ。

　ゆりかごの上には、ガラガラやぬいぐるみなど心温まる赤ちゃんグッズが取り揃そろえられており、俺はその中心に……レースのついた掛かけ布ぶ団とんに埋うもれるようにして、しっかり収まっていた。

「な……なんだよこれ!?」

　嫌いやな予感が的中した。さすが巨大哺乳瓶を出したマミィだ。歪ゆがみのないセンスだ。

「アカちゃん、どう～？」

　しかし、マミィはなぜか自じ慢まんげだった。マミィ的には、今回のは大成功だったらしい。

「どうもこうも」

「ゆりかごだ～！　おチビちゃん、すごい！」

　なぜかエマも喜んでいる。

「でもこれ、意外と優すぐれものかもしれませんわね」

「そうね。だってこれ、マミィちゃんについて動いていってるもの」

　アデラが言う通り、ゆりかごは浮ふ遊ゆうしたきりではなく、マミィが歩くのに合わせてゆっくり移動していた。

「えへへ、すごいでしょ？　エリーナおばさんが言った通りだね！　マミィもやればできたよ」

　俺を見上げて、マミィが嬉しそうに笑う。その笑え顔がおが本当に愛らしいので、大変言いづらいのだが。

「いや、でもな、マミィ……」

「これで、アカちゃんを甘やかしたまま、魔王さんのところまで連れていけるよ！」

「……………」

　思わず、俺は想像した。

　自らは一いつ切さいの労力を使わず、歩くことすら放ほう棄きして、ファンシーなおもちゃに囲まれてあやされ、幼女に導かれるままにラストダンジョンの最深部……魔王が待つ間に、ゆりかごで登場する俺の姿を。

「いやないだろ!!　頼たのむ、すまん!!　ごめんなさい許してそれだけは!!」

「え～なんで!?」

　マミィは意外そうに目を丸くする。

「すっごくいいよ!?　見た目も可愛いし、とっても楽でしょ!?」

　そんな彼女に、エマも加勢する。

「いいんじゃない、パイセン？　最後に籠かごから現れる時代劇の殿との様さまみたいで、それはそれで貫かん禄ろくあるよ？」

「ゆりかごだぞ!?　甘やかされてんだぞ!?」

「ほら、『甘えん坊ぼう将軍』ってのもあったし」

「暴あばれん坊だよそれ！」

　エマと謎なぞの言い合いをした後、俺は渋しぶるマミィに土下座の勢いで頼み込んで、なんとかゆりかごの魔法を解除してもらい、甘えん坊将軍の刑けいを回かい避ひしたのだった。




　　　　†




「ん～、今のはいい魔法だと思ったんだけどなぁ」

　再び歩き始めたものの、マミィは巨大ゆりかごを気に入っていたらしく不満げだった。

「せっかくアカちゃんを甘やかせると思ったのに……」

「いや、今でもすでに充じゆう分ぶん甘やかされてるから」

「そうかな？」

　そのとき、前方からモンスターらしき影が向かってくるのが見えた。

「今度こそ、あたしがやっつけてやるー！」

　前を歩いているエマが、剣けんを抜ぬいて走っていく。

「わーっ！」

　だが、途と中ちゆうで両足がもつれたようになってビタッと倒たおれる。

「わーん、靴くつ紐ひもがほどけてからまっちゃった～！」

　それとほぼ同時くらいに。

「滅めえ～～っ！」

　マミィが叫さけぶと、前方に火柱が立って、数秒後には静せい寂じやくがダンジョンを包んだ。

「…………」

　間かん一いつ髪ぱつ助かったエマも、間近で見る火柱のあまりの威い力りよくにポカンとしている。

　そこで、マミィは何事もなかったかのように俺を見上げる。

「本当にそうかな？　マミィ、アカちゃんをちゃんと甘やかせてる？」

「いや、火柱上げちゃった時点で話繫つながらないから！」

　普ふ通つうに会話の続きをしてくるマミィに、俺はツッコミを入れるしかない。

「その件に関しては、アカヤ様に同意いたしますわ」

「なに？　火柱の話？」

「『すでに甘やかされている』話の方ですわ」

「ああ、だろ？」

　火柱のせいで、ジェシーとの会話もクロスオーバーした。

「せめて魔ま王おうのところまで自分の足で歩きたいんだよ」

　まさかこんなことを言うハメになるとは思っていなかった。もはや志の高い低いを論あげつらうレベルですらない。

「でも、アカヤくんが可愛いのがいけないんだわ。わたしだって、甘やかしたくてたまらないもの」

　後ろにいたアデラが言って、俺はドキッとして振ふり向いてしまう。

「マ、マジっすか……？」

「ほんとよ。可愛いアカヤくんを、この胸に甘えさせたいわ」

　自分の口元に指を添そえていたアデラは、そう言いながら、俺の視線を導くように、人差し指と中指を肌はだに這はわせて、口元から首筋、首筋から胸元の方へと移動させる。

「ほら、こうしてる今だって……」

　その指が谷間の上で止まり、俺は生なま唾つばを吞み込みながら、そのたわわに揺ゆれる二つのものに釘くぎ付づけになる。

「じゃあ、お言葉に甘え……」

　そのとき、視界の隅すみに光るものに気づいた。それがジェシーが取り出した聖水の瓶びんだと気づいて、慌あわててアデラの胸から目を逸そらす。

「たいところだけど、今は魔王のことしか考えられないんだ」

　途中で大きく舵かじを切ったせいで、魔王に片かた想おもいしている男のセリフになってしまった。

「じゃあ、早く魔王さんのところに着けた方がいいよね？」

　そこで、マミィが会話に戻もどってくる。

「ゆりかごの方が早いと思うなぁ～」

「いや、ゆりかご乗るのが俺だけなら、到とう着ちやく時間は変わらないだろ」

　幼女相手のマジレスはカッコ悪いと思うが、あのゆりかごだけは本当に勘かん弁べんしてもらいたいんだ。

「歩いて行こう。俺は歩くのが好きなんだ」

　マミィの魔法を許さぬよう、俺はきっぱりと言い切った。

「でも、歩くといえばさぁ……」

　そこで、靴紐を結び直したエマが前方から帰ってきた。

「さっきから、ずっとおんなじ道をぐるぐる歩いてる気がするんだけど、あたしの気のせいかな？」

「え……？」

　曲がり角が多いのは、なんとなく気づいていた。けれどもなにぶん話しながらだったので、景色や方向については留意していなかった。

　それは他のメンバーも同様だったようで、マミィはもちろん、アデラもジェシーも首をひねる。

「そうかしら？」

「気づきませんでしたわ」

　そうして、全員が気を張った状態で歩き始めて、数分後。

「……この道、さっきも通ったわね？」

「ループしてますわね……」

「どういうことだ……？」

　進んでも進んでも同じところに戻ってしまうというのは絶対におかしい。空間が変形しているとしか思えない。

「道がループするダンジョンはよくあるよ。謎を解かないと先に進めないようになってるんだけど……」

　エマがそこまで言ったときだった。

「道さん、お願い！」

　マミィがしゃがんで、足元の地面をナデナデしながら言った。

「元の道に戻して欲しいの！」

　すると……。

　俺たちはいつの間にか、ループを脱だつしていた。

　進んだ先は初めて見る景色になり、そのままおかしなことなく続いていく。

「さ、さすがマミィ……」

「ダンジョンの仕し掛かけをなかったことにしましたわ……」

　俺たちは感かん嘆たんの声を漏もらすしかない。

「でも、こんなことができるなら、ちびっ子はもしかしたら、もっとすごいこともできたりしませんかしら？」

　そこで、ジェシーがそんなことを言い出した。

「もっとすごいことって？」

「そうですわね……たとえば『魔王のところまでまっすぐな一本道にして』とか？」

　それを聞いて、俺は笑った。

「いや、それはさすがに」

「そうですわよね」

　ジェシーも笑い、この話題は流れた。

　……と思ったのだが。

「えぇっ!?」

　ふと前を見ると、どこまでも続いて暗くら闇やみの向こうにかき消える一本道があった。

　振り返ると、マミィがしゃがんで地面をナデナデしていた。

「え──────っ!?」

　できたの!?　そんなとんでもないことできるの!?

「こうなるともう、なんでもありですわね……」

　言い出しっぺのジェシーも啞あ然ぜんとしている。

「……ねえ、ねえ、マミィちゃん」

　そこで、アデラが急に猫ねこなで声でマミィに話しかける。

「なーに、アデラちゃん？」

　アデラはマミィに近づき、何やら耳打ちする。マミィはふんふんと聞いている。

「……わかった。やってみるね！」

　そう言うと、マミィはしゃがみこんで地面をナデナデした。

「ダンジョンをお宝だらけにしてー！」

「えぇ──っ!?」

　まあ、アデラの頼たのみならそんなことだろうけど！

　次の瞬しゆん間かん。

「おおっ!?」

　光る洞どう窟くつの壁かべが、より一層輝かがやきを増した気がした。見ると、壁には色とりどりの宝石がちりばめられた金銀の財宝が差さっており、地面には金の延べ棒が飛び石のようにならんでいる。

「きゃ────っ♡」

　アデラは歓かん声せいをあげて、壁からお宝を引き抜く。たちまち、彼女の両りよう腕うではお宝でいっぱいになった。

　それを見て、エマが目を丸くした。

「すごい、パチンコでめちゃくちゃ勝った人の帰り道みたい！」

「その感想はどうかと思うが」

　そんな彼女は、きらびやかな壁へき面めんに一いつ切さい目を向けることなく、前方のみを見み据すえて歩いている。そこで俺は「あれ？」と思った。

「エマもお金に困ってたんだろ？　持っていかなくていいのか？」

　俺の問いに、エマは毅き然ぜんとした佇たたずまいで答えた。

「何言ってるの、パイセン。お宝なんて抱かかえちゃったら、魔王を倒すのにジャマになるでしょ？」

　さすが元勇者だ。借金まみれでも意識が高い。

「お宝ハントは、魔王を倒したあとだよ！」

　さすがエマだ。こちらの期待を裏切らない。

　そんなエマが、マミィを見て言う。

「どうせだったら、食べ物も出してくれない？」

「って、マミィはドラ●もんじゃねーぞ！」

「じゃあ、ダンジョンをお菓か子しの家にするのはどう？　ヘンゼルとグレーテルみたいな」

「ダンジョンなのに『家』って」

　グリム童話の部分が果たしてマミィにどう翻ほん訳やくされて伝わったのかはわからないが、エマの言ったことにマミィは軽く頷うなずいて、またも地面をナデナデする。

「ちょっと待ってね……お願い～っ！」

　そうしてまばたきを数回すると……。

「うわっ、なんだこれ!?」

　ダンジョンの金銀財宝の隙すき間まに、ケーキやチョコレートが埋うめ込まれていた。

「これはちょっと……」

　気持ち悪くて食べる気がしないなと思っている横で、ごそごそと盗とう掘くつ作業を始めた者がいる。

　エマだ。彼女は壁からチョコレートを引き抜ぬき、両腕をクッキーなどの焼き菓が子しでいっぱいにした。

「……そんなに抱えたら、魔王退治のジャマになるのでは？」

　さっきの発言を思い出してツッコんだのだが、エマは平然としている。

「食べ物は消え物だよ！　魔王のところまでになくなるって」

「なくなるの!?」

　そんなに抱えてるのに!?

「いい？　パイセン。ビンボーで一番辛つらいのは、贅ぜい沢たくできないことじゃなくて、お腹なかいっぱい食べられないことなんだよ。あたしも前世でフツーの日本人やってたときには知らなかったけど」

　だから、まずはお宝より食べ物ってことなのか。昨日からエマの食べ物への並々ならぬ執しゆう着ちやくを目まの当たりにしているので、ちょっと気の毒になった。

　……のだが。

「うわっ、これ美味おいしい！　これもヤバ～い！　ねぇ、ちょっと食べてみて～！」

「あら、ほんと美味しいわぁ」

「サクサクふわっ、の食感がたまりませんわね」

　アデラやジェシーを巻き込んで、キャピキャピ大試食会をしている。

「普ふ通つうに女子会になってるじゃねーか！」

　そこで、脇わき腹ばらをツンツンされて下を見る。

　マミィが、俺に向かってクッキーを差し出していた。

「アカちゃんも、あーん」

　断るのも悪いので、口を開く。食べさせてもらったクッキーは、想像よりだいぶ美味しかった。

「美味しい？」

「うん、めっちゃ美味うまい。バターが利きいてて、甘さもちょうどいい」

　それを聞くと、マミィは嬉うれしそうに笑った。

「よかった！　アカちゃんのために、うーんと美味しいお菓子にしてもらうよう、お願いしたんだよ」

　とびきりの笑え顔がおで、無む邪じや気きにそう言う。

「そっか。ありがとな」

　状じよう況きようはいろいろととんでもないんだけど、素す直なおに嬉しい気持ちになってしまって、俺はマミィに礼を言った。




　　　　†




　こうして、ラストダンジョンは、ここへ来て一気に、各おの々おのの欲よく望ぼうにまみれたボーナストラックの様相を呈ていしてしまった。

　俺たちはもはや、なんのパーティなのかわからない。岩を砕くだく怪かい力りきのみで魔ま王おうに立ち向かおうとしている俺、俺をゆりかごで運ぼうとしたスーパーチート幼女ママエルフ、風紀の乱れに厳しい神官見習い……そしてさらに、抱えたお菓子の中からペロペロキャンディを舐なめて歩く元勇者、両手両足に金目の装そう飾しよく品をどっさり身につけて身軽さを失った踊おどり子こ兼けん盗とう賊ぞくも加わった。

「チームワークゼロだな」

「いえ、ここまで来ると不思議とまとまりを感じますわ」

　ジェシーとそんなことを言いながら、俺は奇き妙みようなメンバーと共に進んでいく。

　分かれ道や迷路のような道が消えてまっすぐな一本道になったことで、ダンジョン探たん索さくのスピードは上がった。

　敵の姿も遠くから確かく認にんできるので、マミィは余よ裕ゆうを持って火柱を立てていく。

　魔王はもう少しだ。

　メンバーの誰だれもがそう思っていた、そんなときだった。

　俺たちは、エマを先頭に、俺とマミィ、アデラとジェシーという陣じん形けいで進んでいた。ダンジョンの中は、岩がん壁ぺきがぼんやり光っていて、さらに一本道で見通しも悪くない。

　だが、そのとき、すぐ前にあったエマの頭が突とつ然ぜん消えた。

「……？」

　最初、エマが転んだのかと思った。

　それを確かめようと下を向いたとき、地面がなくなっていることに気づいた。

「なっ!?」

　足元がぐらつくとか、崩くずれていくとか、そういう感かん触しよくはなく、本当にスッと「なくなった」感覚だ。

　そして──。

　気づいたときには、真っ暗な穴の中に落ちていた。土だったのでそれほど痛くはなかったが、数メートルは落ちた気がする。

　穴の中には、パーティメンバー全員がいた。

「トラップ床ゆかだね。乗ったら消える仕組みになってたんだと思う」

　上を見上げて、エマが言った。

「そうか……。道が直線になって油断してたな」

「確かに、一本道にしてくれとは頼みましたけど、トラップを解除するようには言ってませんでしたものね……」

　ジェシーも悔くやしそうに上を見る。

「普ふ段だんのわたしの素早さだったら避さけられたのに……やられたわ」

　貴金属をどっさり身につけたアデラも唇くちびるを嚙かむ。

「アカちゃん、アカちゃん、ケガしてない？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　こんなときでも、マミィは俺のことを気き遣づかっている。

「お顔に土がついちゃってる。拭ふいてあげるね」

　そう言って、ハンカチで俺の顔を拭いてくれる。

「はい、キレイキレイになったよ！」

「ああ……ありがと」

　軽く礼を言うと、マミィは目を輝かせる。

「どういたしましてだよ～！」

　そして、さらに優やさしいまなざしで俺をのぞき込んだ。

「喉のど渇かわいてない？　みかん食べる？」

「いや今!?」

　そんなことより、問題はここをどうやって出るかだ。

　こうして上を見てみると、穴は五メートルくらいありそうな気がする。

「ここは元勇者のあたしに任せて！」

　エマはそう言うと、両手を合わせて天を向いた。続いて何か呪じゆ文もんを口にしたようとした……のだが。

「きゃーっ！　目に土が入ったー！　いた～ぁい！」

　発動したのは魔法ではなく不運だったようだ。

「ねえねえ、マミィちゃん」

　そこでアデラがマミィに話しかける。

「ここからわたしたちを出すことってできない？」

　それに対して、マミィは真しん剣けんな顔つきでグッと頷く。

「わかった。やってみるね」

　そして、手を合わせて目をつぶった。

「マミィ、穴のお外に出たいの！　お願い！」

　次の瞬しゆん間かん、マミィの身体からだが光り始める。俺たちは慌あわててマミィにつかまった。

　まばゆい光の中、身体から土の感触が消え、移動していることがわかる。

　視界がもどってきて、周りを確認すると。

「……え？」

　目が点になった。

　俺たちは、森の中に立っていた。

　頭上には木々の葉の隙間から青空が見える。目の前には、見覚えのある洞どう窟くつの入り口があった。

　事態を理解したとき、頭が真っ白になった。

「これ、ダンジョンの外───ッ！」

　今からまた同じ距きよ離りを歩き進めるなんて、考えただけでゾッとする。

「これはさすがに……」

「精神的に来ますわね……」

　アデラとジェシーが青ざめ、エマも頭を抱かかえる。

「前世で完成間近のレポートを全消去しちゃったときのことを思い出すぅ～～！」

　あ、やっぱエマも俺と似たようなことやったことあるんだ……信じてたぞ。

「ま、待ってね！　またやってみるから！」

　マミィは慌てて言って、再び手を合わせる。

「マミィが行きたいと思ってるところに連れてって……お願い！」

　俺たちはマミィにつかまる。

　目のくらむような光の中、徐じよ々じよに見えてくる景色に目を凝こらすと……。

「ゆ、遊園地!?」

　楽しそうな乗り物がいっぱいの夢の国的なサムウェアが見えてきて、マミィはさらに焦あせり出す。

「ち、違ちがうよぉ～！　アカちゃんを楽しいところで遊ばせてあげたい～なんて思ってないよ！　今はそんなこと考えてる場合じゃないのッ！」

　どうやら、マミィの雑念にも対応してしまうらしい。精度が良すぎる。

　続いて現れた景色は、のどかな湖こ畔はんの風景だった。湖から湯気が上っているので、温泉なのかもしれない。

「えーん、マミィなにも考えてないもーん！　魔王を倒たおしたらアカちゃんとゆっくり温泉に浸つかりたいとか思ってないもんッ！」

　マミィは首を振ふって目をつぶり、俺の手をぎゅっと握にぎる。

「なにも考えない……なにも考えない……」

　そうして、次に現れた景色は。

「……!?」

　足元すら見えない、漆しつ黒こくのような真っ黒な空間。

　遠くに光る星々……惑わく星せい……!?

「宇宙空間じゃねーか！」

「なっ、なんですのここは!?」

「マミィちゃん!?」

「早く移動しないと！　窒ちつ息そくするよーっ！」

　エマが叫さけんで、マミィが大おお慌あわてで頷うなずく。

「戻もどるっ！　さっきいた場所に戻るーッ！」

　マミィの絶ぜつ叫きようが響ひびいて、俺たちは光に包まれる。

　次に目を開けたとき、俺たちはさっきの落とし穴の中にいた。

「なんだったんだ、今のは……」

　どっと疲つかれた。もう家に帰って寝ねたい。家なんてねーけど……。

「わかった！　場所を移動しようとするからいけないんだよ」

　マミィが言って、手を合わせる。

「時間よ、戻れ！　落とし穴に落ちる前に！」

「えっマジ!?」

　そんなことできるの!?　ついに時まで操あやつり始めるの!?

　さすがにそれはチートを超こえているのでは……と思った次の瞬間、俺はダンジョンの長い一本道に立っていた。

「ええ───っ!?」

　マジかよヤバいヤバい！　マミィヤバいって!!

「間違いないわ、これ落とし穴の直前の道よ！」

「本当になんでもありですわね……」

「すごすぎるわ、マミィちゃん……」

　エマの言葉に、ジェシーとアデラも啞あ然ぜんとする。

「……でもこれ、普ふ通つうに歩いてったらまた落ちるんだろ？」

「大丈夫だよ！」

　俺の懸け念ねんを一いつ蹴しゆうするように、マミィがにっこり微笑ほほえんで言う。

「浮ういてこ！　そうしたら落ちないよ」

「……あ、ああ」

　その手があったか。
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　そうして俺たちは、それからしばらく、毒の沼ぬまのときのようにマミィにつかまって浮いていった。

「ねぇねぇ、おチビちゃん。そんなに能力いっぱい使って疲れないの？」

　浮いていてヒマを持て余したエマが、そうマミィに話しかけた。

「普通の魔ま法ほうやスキルだったら、回復なしで何度も使えないよ。しかも、こんなに大がかりな術ばっかり」

「疲れないよ？」

　マミィはきょとんとした顔で答える。

「マミィの力は、アカちゃんへの愛なの」

　そう言って、にへらぁと笑う。

「アカちゃんのことを思うと、マミィの中に無限の力が湧わいてくるの。だから、どんなことでも、なんだってできるんだよ」

　俺とつないでいる手にあたたかく力を込こめて、マミィは俺を見つめて微笑んだ。

「マミィ……」

　マミィの俺に対する想おもいの深さを改めて感じて、胸が熱くなる。

　そして、ここまでの道のりを今一度思い出した。

「俺さ……」

　今言わなくてもいいことなのかもしれない。けれども、言わずにはいられない気分だった。

「マミィみたいな小さい女の子が、たった一人で、森で何年も暮らすことになって……ナニー族を襲おそった魔物を許せなかったし、マミィの家族の仇かたきを取るためにも、魔王を倒さなきゃならないと思ってた。だから昨日、マミィの家族や親しい人が無事だったって知って、心から嬉うれしかった」

　マミィは真ま面じ目めな顔で、俺の話に耳を傾かたむけていた。

「でも、いくらナニー族が無事でも、魔王のせいで、マミィが家族や仲間と過ごすはずだった数年間を奪うばわれたことに変わりはないんだよな。その時間は返ってこない。それは仇を討うつに値あたいする被ひ害がいだ」

　そこで、マミィが口を開いた。

「アカちゃん、マミィは……」

「わかってるよ。魔物に襲われて一人にならなかったら、俺と出会えなかった……だから気にしないで、ってマミィは言ってくれるんだろ？　マミィはたぶん、本当にそう思ってくれてるんだと思う」

　俺が先回りして言ってしまうと、マミィは大きく頷く。

「……これは俺の気持ちの問題なんだ」

　ゴルゴーラを倒してから王都に着くまでの間、エマと出会ってこのダンジョンに来る道中、昨日からダンジョン探たん索さくをしている時間……気がつくとふと考えていた。

　俺はなんで魔王を倒したいと思ったんだろう？

　最初は、名声のため。パッとしなかった前世での鬱うつ屈くつを晴らすため、この世界で英えい雄ゆうになろう。そんな単純な考えだった。

　次に、マミィのため。マミィを傷つけた魔王や魔物が許せない。そんな気持ちで、ゴルゴーラに立ち向かった。

　さらに昨日、魔王のせいで難民になった大勢の人たちを見て、助けてあげたいと心から思った。それが俺の使命だと感じた。

　そして、今は……。

「……俺、今は、自分のために魔王を倒したいと思ってる」

　俯うつむいて、浮いている足元を見ながら、俺は言った。

「マミィは、どんな俺でも可愛かわいがって、甘やかしてくれるよな。俺が何もしなくても……逆に、どんなことをしても……たぶん、強ごう盗とうとか人殺しをしても、嫌きらいになることはないと思う」

　自うぬ惚ぼれかもしれないが、ここまでのマミィの様子を見ていると、そんなふうに思えてならない。

「うーん……」

　さっきエリーナおばさんに言われたことを思い出しているのか、マミィは浮かない顔をしていた。

「マミィの甘やかし方がそれでいいのかは別として……だからこそ俺は、甘えちゃいけないって思うんだよ」

　マミィにつかまってフワフワ地上を漂ただよいながら言うのも、説得力ないんだけど。

「なんか、マミィがどんな俺でも可愛がってくれるからって、どんどんダメなやつになっていくのは、マミィを試ためしてるような気がして……。そうじゃなくて、マミィが誇ほこりに思えるような、胸を張って可愛がれるような男になりたいんだ」

　魔王との決戦を前にして、気持ちが平へい生ぜいより高ぶっているせいもあって、伝えずにいられない気分だった。

「アカちゃん……」

　気がつくと、マミィは目を潤うるませていた。

「アカちゃんにそんなこと言ってもらえるなんて……今までアカちゃんを可愛がってきてよかったよぉ」

　目元を拭ぬぐいつつ、マミィは歓かん喜きにむせび泣く。

「だから、俺が魔王を倒すところを、マミィにちゃんと見ててもらいたいんだ」

「うん……！　アカちゃんは絶対に魔王を倒せるよ。マミィが『ほしょう』する！」

　そんな俺たちの様子を見て、他ほかのメンバーの反応は三者三様だった。

「すごいね、パイセン……ママ想いで親孝行なんだね。あたしもパイセンを応おう援えんするよ」

　エマはなぜか感動している。

「うふふ、アカヤくんってば。そろそろママを卒業してお姉さんに来る時期かしら？」

　アデラはなぜかニコニコしている。

「なんでしょう……一見立派なことを言ったように聞こえるのに、より変態性が深化したようにも受け取れますわ……」

　ジェシーは微び妙みような表情をしていた。

　ともかく、俺たちはこうして絆きずなをより深め、俺は魔王を倒す決意を深めた。
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「しかし、魔王っていえば……」

　しばらくそのまま浮いて進んでから、さすがに落とし穴も越えただろうということで、俺たちはマミィから離はなれて歩き出した。

　全員に何かがあると復帰が面めん倒どうだということがわかったので、念のためマミィだけはフワフワ浮いて歩いてもらっている。

「このダンジョンにも、もともとラスボスはいるんだろ？　そいつはどうなるんだ？」

　俺の質問に、エマが答えた。

「ダンジョンのオリジナルのラスボスは、そのままいるよ？　魔王の前に出てくると思うけど」

「そうなのか？」

　それにしては、一向に姿が見えないな？

　というのも、ダンジョンがまっすぐな一本道になったせいで、今の俺たちはかなり遠くの先まで見通せる。けれども、そんなボスらしい敵の姿は見られない。

　なんなら、ずっと歩いた先が壁かべになっていて、行き止まりになっているのまで見えるのに。

「……行き止まり？」

「それもおかしいですわよね？」

「ラスボスはどこにいるのかしら？」

「待って、そんなはず……」

　ざわつきながら、歩くことしばらく。行き止まりの壁に近づいたところで気がついた。

「あれは……！」

　俺たちが壁だと思っていたものは、壁ではなかった。

「モンスター……なのか？」

　レンガの壁のような物体。だが、そこには手足も顔もあって、顔には目も鼻も口もついている。ちょうどダンジョンの道を塞ふさぐほどの巨きよ体たいなので、遠くから見れば完全に壁だったのだ。

「ゴーレムだね」

　そのモンスターを見て、エマが呟つぶやいた。

「これはちょっと厄やつ介かいかも。この世界のゴーレムは機械人形のようなもので心がないから、精神系の魔法が効かないんだよ。だから、いくらおチビちゃんでも、そう簡単には手て懐なずけ……」

　そこでエマは言葉を止めた。

　マミィが今まさにゴーレムをヨシヨシして、ゴーレムが巨体を動かし始めたからだ。

「え─────っ!?」

　エマは早さつ速そく驚おどろいている。

「うん、うん、いい子だね」

　マミィはゴーレムを見上げ、その足元をナデナデする。

「マミィたちね、ここを通って、ダンジョンの奥に進んで、魔王さんをやっつけないといけないの」

　ゴーレムはロボットのような顔をマミィに向けて、じっと話を聞いている。

「だから、協力してくれる？」

　ゴーレムはしばらくなんの反応も示さなかった。

「ほ、ほら。ゴーレムには心がないんだよ？　そんな簡単には……」

　エマが額に汗あせを浮うかべて言ったときだった。

　ゴーレムがゆっくりと身体を動かし、道に隙すき間まを開けてくれた。

「わぁ！　ありがとう、ゴーレムさん！」

　マミィは喜んで、さらにゴーレムをナデナデする。

「いい子いい子だね～！」

　するとゴーレムは、俺たちの方へゆっくりと手を差し伸のべてきた。

「えっ？」

「……な、なんですの？」

「どういうことかしら？」

　俺たちが顔を見合わせていると、マミィはゴーレムに近づいていって、その身体からだに触ふれると、顔を見つめて「うんうん」と頷うなずく。

「ほんと？　ありがとう、ゴーレムさん！」

　そして、俺たちを見てマミィは言った。

「ゴーレムさんが、マミィたちを運んでくれるって！」

「ウソ────ッ!?」

　エマが信じられないという顔をする。

「だって、そもそも心がないんだよ!?　それとも、おチビちゃんの母性によって心が宿ったっていうこと!?」

「まあ、そういうことになるんだろうな」

　現実がこうなのだから、そう結論づけるしかない。

　とにかく俺たちはゴーレムに乗って、ダンジョンの一本道を進み始めた。

「なんというイージーモード……」

　時々現れるザコ敵も、俺たちがゴーレムに乗っているのを見ると、仲間だと思うのか襲おそってこない。

　こうして、ダンジョンに入るときに想像していたのとはまったく違ちがった形で、魔ま王おうの下もとへ向かうことになった。

「……なあ、エマ」

　いまひとつ緊きん張ちよう感かんに欠ける状じよう況きようだが、彼女に聞いておきたいことがあった。

「魔王のことについて、もっと知ってることがあったら教えてくれないか？」

　俺の問いに、エマは腕うで立たて伏ふせをしながらこちらを見る。

　ゴーレムは胸の前で両手を水平にして、俺たちを運んでくれていた。スペースは充じゆう分ぶんあるので、俺たちはエリーナおばさんからもらったお弁当をつまんだりしながら、休きゆう憩けい時間のように思い思いに過ごしていた。

「だから、言ったでしょ？　パイセン。魔王には実体がないんだよ」

「それは聞いたけど、倒たおし方とか、弱点とか……魔王を倒す寸前まで追い詰つめたなら、何か知ってるんじゃないか？」

　俺が言うと、エマは当時を思い出そうとするかのように眉まゆ根ねを寄せる。

「実体がないから、物理攻こう撃げきは効きづらいかな。高レベルの魔法で、ＨＰを少しずつ削けずっていくしかなかった」

「……なるほどな」

「あたしね……」

　そこで、エマが自ら話し出した。

「国中から選よりすぐった凄すご腕うでの魔術師を五十人も連れて行ったんだ。そんな大人数で遠えん征せいするのはものすごい費用だよ。それを全部国王に出してもらったの。それなのに倒せなかったから……」

　信しん頼らいを失ってしまったというわけか。

「そのときも、魔王はダンジョンにランダムに出現したのか？」

「そう。そのときは三ヶ月くらいで魔王のダンジョンに出会えたの。めちゃくちゃツイてるよね？　あたしの一生分の運を使い果たしたと思う……。まさか次に魔王に会うのに七年かかるなんて、そのときは思いもしなかったなぁ……」

　エマはそれきり押し黙だまってしまった。

　気持ちはわかる。彼女はこのときを七年間待っていたんだ──。いろいろな思いがあるのだろう。

「ねぇ、アカちゃん、今度こそみかん食べる？」

　マミィが俺の前にオレンジ色の果実を突つき出す。

「アカヤくん、お姉さんが食べさせてあげましょうか？」

　アデラも身を乗り出してくる。

「アカちゃん、疲つかれてない？　魔王の前に、マッサージしてあげようか？」

「それなら、わたしがオイルマッサージしてあげるわ。アカヤくん、横になって？」

「えっ、横になって、オイルマッサージ……!?」

　思わずゴクリと生なま唾つばを吞み込んでしまったとき、ジェシーがキュポンと聖水の瓶びんを開ける。

「許しませんわっ！　ゴーレムの上でくつろいだ挙句、オイルマッサージなんて破は廉れん恥ちですわーっ！」

「な、何言ってんだよ、ジェシー！　ほんとにやってもらうわけ……」

「もぉーっ、パイセンたち、うるさいよぉーっ！」

　そこで、エマに怒おこられてしまった。

　七年分の感かん慨がいをぶち壊こわしてしまったこと、彼女には非常に申し訳ないと思ったのだった。
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　そうしてゴーレムに乗って移動すること、しばらく。

　たどりついた扉とびらの前に、俺たちは立っていた。

　何かの紋もん章しようのようなものが刻まれた、石の扉。中ボスのときの扉と似ているが、より物々しい重厚感に満ちている気がする。

「ここが魔王の間……ってことか？」

「そうだね、たぶん」

　エマが答える。その声には今までにない緊張感が満ちていた。

「パイセン、開けて？」

「えっ？　いいのか？」

「うん……あたしが開けると、いきなりピンチになりそうだから」

「そ、そうか」

　確かにその可能性はあるなと思って、俺は扉に手をかけた。

「開けるぞ……」

　この先に魔王がいる……俺が倒したいと思っている、魔王が。

　緊きん張ちようで渇かわく喉のどを湿しめらせようと唾つばを飲んだとき、マミィが俺の手を握にぎってきた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、アカちゃん」

　マミィはすべてを包み込むようなまなざしで、俺を見つめている。

「アカちゃんなら、きっとできるから。マミィを信じて」

　俺の戦術……岩を砕くだく怪かい力りき、ゴルゴーラを説得した話術、使ったことのない魔法の剣けん。

　今から出会う魔王に、そのどれが通じるのかはわからない。果たして通じるものがあるのかも未知数だ。

　けれども、俺にはマミィがついている。

　それだけで、心が少し強くなる気がした。




　そうして、扉が開いた。




　　　　†




　目の前にあったのは、今までとは雰ふん囲い気きの違う部屋だった。鍾しよう乳にゆう洞どうのような神秘的な洞どう窟くつの空間に、人工的な石の階段が、ゆるい螺ら旋せん状に巻き上がっている。

　その階段の先に椅い子すがあって、そこに人が座っていた。

「まさか……あれが魔王？」

　その姿を見て、心臓がドキリとするのを感じた。

「ウソだろ……？」

　目を凝こらしながら、一歩、二歩と近づいてみる。

　椅子に座った人物は、肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついて、余よ裕ゆうの表情でこちらを見て……ニコリと笑った。

　それを見て、やっぱりそうだと思った。




　そこにいたのは、マミィだった。




「マミィ!?」

　振ふり返れば、俺の横にマミィはちゃんといる。

「どういうことだ……？」

　椅子に座っているマミィは、俺の横にいるマミィとはだいぶ雰囲気が違っていた。

　黒を基調とした、豪ごう奢しやなドレス。その胸むな元もとは大きく開いて、歳としに似合わず成長したはちきれんばかりのものを、惜おしげもなく見せつけている。

「わわっ！　マミィの姿でそんなえっちな格好しないで～！」

　マミィもそれに気づき、うろたえまくって真っ赤になった。

「アカちゃん、見ちゃダメ～ッ！」

　そう言うと俺の前に立ちはだかり、両手をワイパーのように動かして視界を遮さえぎろうとする。

「どういうことですの……？」

「どうして魔王がマミィちゃんなの……？」

　ジェシーとアデラも困こん惑わくしている。ということは、あの椅子に座っている人物は、誰だれの目にもマミィの姿に見えているということだ。

「言ったでしょ？　魔王には実体がない……逆に言えば、どんな姿にもなれるんだよ。だから見た目に惑まどわされないでね」

　エマは自分の剣に手をかけながら言う。

「早く行って、パイセン。魔王はパイセンが倒すんでしょ？」

「え……」

　俺は階段の上を見て戸と惑まどう。

「あれが……魔王なのか……？」

　どこからどう見てもマミィだ。ちょっとセクシーな格好の……。

「わ～！　アカちゃんそんなに見ないでぇ～！」

　手を上げたマミィが目の前でピョンピョン跳はねる。

「マミィはあんな服着ないよぉ～！」

　そう言われてもたじろいでしまう俺に、エマが言う。

「あれは間違いなく魔王だよ。この部屋も、あの椅子も、七年前と同じ……。七年前は恐おそろしいモンスターの姿で現れたけど、それだってあいつの実体じゃなかった」

　そのときだった。

「アカちゃん」

　階段の上の黒マミィが、俺に向かって口を開いた。

「マミィだよ！」

　そう言うと、マミィは椅子から下りて、とてとてと階段を下りてくる。

　その仕草も、声こわ色いろも、どこを取ってもマミィそのものだ。

「ち、ちがうよぉ！　マミィはマミィだもんっ！」

　隣となりのマミィが慌あわてて主張してくるが、まったくもってそっくりだ。

「アカちゃん、アカちゃん」

　黒マミィは階段を下りきり、こちらへ近づいてくる。そして、数メートル手前のところで両手を広げ、にっこり微笑ほほえんだ。

「えへへ、おいで～！」

「…………」

　さすがに、間違っても胸に飛び込んだりする気にはならない。

　けど……。

「パイセン、早く！　攻こう撃げきだよ！」

　エマが急せかしてくる。

　けど、攻撃なんて……中身は違ちがうかもしれないけど、マミィの見た目なのに。

　マミィに攻撃するなんて……。

　──そうなんだ。

　俺はマミィのことが好きだ。もちろん、変な意味ではなく、ママとして……いや「ママとして」ってなんだよって話だけど、マミィが俺を可愛かわいがってくれた時間の分だけ、俺はマミィに可愛がられていた。赤子がお母さんを慕したうように、マミィを好ましく思う気持ちが芽生えても不思議じゃないだろう。

　そのマミィを、攻撃しろって？

「アカちゃーん？」

　黒マミィは両手を広げ、とろけそうな笑顔で呼びかけてくる。

「だまされちゃダメだよ、アカちゃん！　マミィはここだよ！」

　隣のマミィが服を引っ張ってくる。

「いや、わかってるんだけど……」

　たとえ別人だとしても、マミィの姿なんだ。

　芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけの短編『杜と子し春しゆん』にこんな話がある。自分を弟で子しにしてくれと願い出た主人公の杜子春を試ためすため、仙せん人にんは、鞭むち打うたれる両親の幻げん影えいを見せる。本物の両親であるはずがないのに、傷ついてもなお息子を想おもう母親の姿を見て、杜子春は心を動かされて試練に負けてしまうのだ。

　俺は文学部出身だ。専せん攻こうは国文学。こんなときでもこんなことをバッチリ思い出せてしまう。

　要するに、たとえ偽にせ物ものでも、マミィを攻撃するなんて俺にはできない。

「アカちゃーん？　ママのところに来てくれないの？」

　そこで、黒マミィが悲しげな表情になった。

「じゃあ、マミィが行っちゃおうかな……」

　そう言うと、黒マミィがこちらに近づいてくる。

「ダメ───ッ！」

　すると、マミィが走り出て、俺と黒マミィの間に立ちはだかった。

「アカちゃんに近づかないで。マミィのアカちゃんに何かしたら、許さないんだから！」

　初めて見るマミィの顔だった。マミィは口元をきっと引き結び、鋭するどい目つきで黒マミィをにらみ据すえている。

　それはまさしく、我が子を外敵から守ろうとするママの姿だった。

　そんな厳しい顔つきをしていながら、マミィは黒マミィに何もしようとはしない。

「…………」

　待っていてくれているんだ、俺が黒マミィに攻撃するのを。魔王を倒たおすのは、俺だから。

　それに気づいて、鳥とり肌はだが立つような感動を覚えた。

　マミィはちゃんと俺との約束を守ろうとしてくれている。こんな予想外の状じよう況きようになっていても。

　しかし、俺は何をすればいい？　マミィの姿をした相手に、一体どんな攻撃をすれば……。

　そのときだった。

「フフフ……」

　今までマミィとそっくりに振ふる舞まっていた黒マミィの口から、マミィらしからぬ笑みがこぼれた。

「相変わらずね、あなたは……」

　その表情は不敵で、内なる邪じや悪あくさがこぼれ出たように感じる。

「相変わらず……？」

　エマを見て言っているのかと思ったが、その視線は何度確かく認にんしてもマミィに注がれている。

　それに、いち早く反応したのはエマだった。

「『相変わらず』ってどういう意味!?　魔王!?」

「あなた、ちびっ子と会うのが初めてではありませんの!?」

「一体何者なの!?　どうしてマミィちゃんの姿になっているの？」

　ジェシーとアデラも問いを浴びせる。

　それに対して、黒マミィは意味深に笑った。

「じゃあ、ちょっと昔話をしましょうか。何も知らずに消してしまうのも、わたしがつまらないから」

　そう言うと、マミィは俺たちを見回して微笑む。マミィと同じ顔なのに、その表情はぞっとするほど冷たく感じた。

「昔々あるところに、双ふた子ごの姉し妹まいがいました」

　黒マミィはマミィを、その反応をうかがうかのようにじっと見つめて、話す。

「世話好きで母性に溢あふれた姉は、誰からも愛されました。一方、美しく淫みだらな妹は、男たちから激しく愛されました」

　ん？　と思った。似たような話をついさっき聞いたような……と思っていると、ジェシーたちも顔を見合わせた。

「これって、もしかして……」

「創世の神話……？」

　そうだった。今朝エリーナおばさんから聞いた話だ。

　そうしている間にも、黒マミィの話は続く。

「二人の母にとって、姉は自じ慢まんの娘むすめでしたが、気が多く淫らな妹は、失敗作でした。そこで母は妹を地中深くに閉じ込め、二度と地上に戻もどれないよう封ふう印いんしました」

　やっばりそうだ。同じ展開だ。

「しかし……」

　そこで黒マミィは俺たちを見てニヤリと笑った。

「地上にいるばかりが生き物ではありません。淫らな妹は地中に棲すむあらゆる生き物を誘ゆう惑わくして、堕だ落らくさせました。そして、地中に自分の国を作ったのです」

　ここからはもう知らない話だ。エリーナおばさんは、ダークエルフのその後は語らなかった。

「双子の姉妹の母は、神様でした。双子の姉妹もその力を受け継つぎ、魔ま法ほうを使うことができました。双子の姉は、母性を源に。妹は、愛あい欲よくを源に……」

　俺たちは誰も身じろぎせず、黒マミィの話を聞いている。

「地中に閉じ込められた妹は、自分を捨てた母や、母に愛された姉への憎にくしみを増ぞう幅ふくさせていきました。同時に、多大な魔法の力を注いで仲間を増やし、長い時間をかけて、地上の生物を侵しん略りやくし始めます」

　黒マミィの口調には、次し第だいにどす黒い感情が強くこめられるようになってきている。

　俺は段々と、彼女の正体に感づき始めていた。

「妹が生み出した生き物は、いつしか『魔物』と呼ばれるようになりました。その頃ころには、普ふ通つうのエルフや人間の何倍もある神の子の寿じゆ命みようも尽つきていましたが、妹の魂たましいは怨おん念ねんとなり、消しよう滅めつすることなく地中をさまよい、新たな『魔物』を絶え間なく生み出し続けることができました」

「それって……」

　そこでエマが呟つぶやき、息を吞のむ。

「じゃあ、魔王の正体って……ダークエルフの怨おん霊りようなの……!?」

　その問いを否定も肯こう定ていもせず、黒マミィはこちらにほくそ笑んでみせる。その顔は、ぞっとするほど冷たく、美しかった。

「わたしは、これ以上消滅しない……なぜなら、すでにこの世に存在しないものだから」

　黒マミィは不敵に笑っている。

　この世界がどれくらい前に誕生したのかは知らないけど、創世のときから長い間、地中でその怨念を育て続けてきた黒マミィ……いや、魔王。

「……お前の望みはなんだ？」

　俺が尋たずねると、マミィの姿をした魔王は再び笑った。

「わたしが興味あるのは、欲よく望ぼうだけ……その結果なんて、どうでもいいの」

　そして、再びマミィを見る。

「わたしが楽しんだあと、その結果の子どもを育てたのが、あなたたち……わたしの姉のマザーエルフの子孫ですってね。ご苦労さま」

　マミィは口元をきゅっと引き結び、険しい顔つきで魔王を見ていた。

「だから、わたしの望みは、世界中が愛欲エロスに支配されること……。母性なんて……無償の愛アガペーなんていらない。純じゆん粋すいな性の欲望だけで満たされればいい。男が女を、女が男を見れば淫らな気持ちになる……そんな世界になればいいのよ」

「そ、そんなの……破は廉れん恥ちですわっ！」

　我が慢まんできなかったのか、ジェシーがブルブル震ふるえながら叫さけんだ。魔王が言ったような世界を想像してしまったらしく、その顔は真っ赤になっている。

「そ、そそそうだよ、ダメだよそんなのーっ！」

　エマも両りよう頰ほおを押さえて赤くなる。

「もしそんなことになったら、あたし、ここでパイセンに欲よく情じようしちゃうってこと!?」

　俺をちらりと見て、恥はずかしくて直視できないというように目を逸そらす。

「そんな……そんなのえっちだよ！　おおお、お母様の前でっ！」

「『お母様』ってマミィのことか？」

　っていうか、けっこうその気になってないか？　勘かん違ちがいだったら悪いけど。

「……ねえ、アカヤくん」

　そんな俺の服の袖そでを、アデラが引っ張った。

「お姉さんはどっちになるのかしら？　アガペー？　エロス？」

　上うわ目め遣づかいで、ぷるんとした唇くちびるに指を置いて、しどけない仕草で俺を見つめてくる。

「ど、どっちかな～？」

　まともに考えたらアガペーなのだろうが、俺はバカのフリをした。

「エ、エロスかな？」

「うふふ、ほんと～？」

　いたずらっぽく笑うと、アデラは俺の耳に唇を寄せて囁ささやいた。

「……アカヤくんって、イケナイ子ね♡」

　ふーっと耳に息を吹ふきかけられて、こんな場面でもちょっとゾクッとしてしまう。

　そんなとき、視界にマミィの姿が入って、俺は我に返った。

　皆みなが思い思いの反応をする中で、マミィは一人呆ぼう然ぜんとしていた。

「母性なんて……いらない……？」

　マミィは傷ついている。ゴルゴーラのときと同じだ。母性を否定されたことにショックを受けている。

　マミィは俺と出会う前から、赤ちゃんを育てることを楽しみにして生きていた。そして俺と出会い、俺を甘えさせることを生きがいにするようになって……そんな彼女の大事な部分を否定されたのだから、当たり前なのかもしれない。

「そう、いらないのよ。いるのは性愛エロスだけ」

　そんなマミィを見て、魔王は満足げに微笑ほほえんだ。

「だから、そんな世界に変えてあげる。わたしには、その力があるから」

　そう言って、余よ裕ゆうたっぷりに笑う。

「まだ『世界中』はムリだけど、あなたたちくらいなら簡単に操あやつれるのよ……？」

「ど、どういうことですの!?」

　ジェシーが頰を赤らめて叫ぶ。ここまで来ると、逆にちょっと期待しているように見えてくる。

「フフフ……」

　魔王はそこでひときわ不敵に笑うと、自身のドレスの胸むな元もとをグッと合わせ、歳としの割に成熟した谷間を見せつけるように寄せた。

「わー！　やめて───！」

　自分の姿を借りられているマミィが悲鳴を上げる。

　だが、魔王は笑いながら言った。

「今からお前たちは性愛エロスの奴ど隷れい！　欲望の虜とりこだよ！」

　今までとは打って変わって攻こう撃げき的な語気に、俺たちは身構える。

「なにっ……!?」

　エロスの奴隷!?　一体俺はどうなってしまうんだ!?

　まさか、女を求めて悶もだえ苦しむ性せい欲よくゾンビになってしまうのか!?

　そう思って身構えていたのだが。




　しばらく待っても、俺の身には特に異変は起こらなかった。




「どういうことだ……？」

　不思議に思って振ふり向いたとき、衝しよう撃げき的な光景が目に飛び込んできた。

　マミィ以外の女性陣じんが、地面に倒たおれて苦しそうに悶えていたのだった。

「はぁっ……はぁっ……」

「……ん……ぁっ……」

　ジェシーもアデラもエマも、赤い顔をして、浅い呼吸を繰くり返している。

「こいつらはもうエロスの虜だよ。頭の中では、男に抱だかれることしか考えていない」

「ま……」

　マジ？

　ゴクリと生なま唾つばを吞み込む俺を見て、魔王が少し苦々しく顔を歪ゆがめる。

「お前には効かなかったようだね……。神の子の末まつ裔えいの力のせいか。どうやら、お前はあいつの『赤ちゃん』のようだ」

　言われてみると、マミィも先ほどまでと同じように立って、魔王をにらんでいた。

「まあいい。女の誘惑に勝てる男などいない……。『ママ』の目の前で、女と淫らにまぐわうがいい」

　そう言って、魔王はフフフ……と笑った。

「さあ、我が肉の奴隷たちよ。愛欲のショーを見せておくれ！」

　すると、女性陣が「はうっ！」と身体からだをのけぞらせた。欲よつ求きゆうがさらに強くなったのかもしれない。

　って、マジ？　マジなのか……!?　ドッキリとかじゃなくて!?　うっかり鼻の下を伸のばしたら「テッテレー！」で「ドッキリ大成功！」で「きゃーアカヤのエッチ！　変態！　死ねばいいのに！」みたいになったりしない!?

　俺が煩はん悶もんしている間に、傍そばに美女たちが近寄ってくる。

「アカヤくん……一いつ緒しよに気持ちよくなりましょう……？」

「ええっ!?」

　妖よう艶えんな瞳ひとみで訴うつたえてくるアデラに驚おどろいていると、エマが恥ずかしそうな顔で口を開く。

「パイセンと気持ちよくなるのはあたし！　そうだよね？」

　その後ろから、なんとジェシーもモジモジしながら近づいてくる。

「わ、わたくしも……な、なんでもしますわっ！」

　顔を真っ赤にして、ワンピースの裾すそをめくる。

「ジェ、ジェシーまで!?」

　あまりにも意外すぎる状じよう況きように戸と惑まどいながらも、下心がむらむらと膨ふくれ上がっていく。

　なんだ、この状況は！　俺はどうすればいいんだ!?

「だから、アカヤ様……ああっ、ダメですわ、こんなの……！」

　そのときだった。

　ワンピースの裾をめくっていたジェシーが、糸の切れた操り人形のように、ふっと地面に倒れた。
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「チッ！」

　それを見て、魔ま王おうが舌打ちをする。

「ふしだらな自身を受け入れられずに気を失ったか……。これだから聖職者は」

　それを聞いたとき、俺の中に少しだけ理性が戻もどってくるのを感じた。

　そうだ。彼女たちは魔王に欲望を増ぞう幅ふくさせられている。これは本当の彼女たちの姿じゃないんだ……。

　だが、その間にもアデラとエマは俺に迫せまってくる。

「アカヤくんはこっちを見て♡」

　アデラは俺の手を取って、自身の弾だん力りよくのある谷間に差し入れる。

「いいから、パイセンはあたしとえっちなことするの！」

　エマは俺のズボンに手をかけてくる。

　わーっ！　もうおかしくなりそうだ！

　後先考えず、今すぐ獣けもののように彼女たちを押し倒してしまいたい……！

「フフフ……」

　そんな俺たちを、魔王は満足げにほくそ笑んで見ていた。

「これが、わたしが作る理想の世界……どう？　最高でしょう？」

　そこで俺は、はっとした。

　そうだ……これが魔王の理想の世界。ということは、ここで彼女たちとイチャコラしてしまったら、魔王の思う壺つぼということだ。

　魔王にハメられてたまるもんか……むしろハメたい……！

　って、あぁクソッ！

　理性を超こえた欲よく望ぼうってのは厄やつ介かいだ。

「…………」

　落ち着こうとマミィの姿を捜さがすと、マミィは相変わらず険しい顔をしつつも、この状況にどう対処していいのか困こん惑わくしているようにも見える。まだ十歳の彼女には、男女の欲望のことがわからなくて当然だろう。

　俺がやらなきゃいけないんだ。

　そうだ、俺がヤらなきゃ……全然ダメだ！　血流が下半身に集中していて思考がまとまらない！

「アカちゃん……？」

　マミィは俺を見て、不安げな顔をしている。

「魔王、倒さないの……？」

　アカちゃんの夢はどうでもよくなっちゃったの？　その顔は、そう言っている気がした。

「マミィ……」

　倒したいよ！　でも……！

「アカヤくーん？」

「あたしを見てよぉ、パイセン！」

　アデラとエマが、しどけない姿で誘ゆう惑わくしてくる。

　おまけに、気を失っていたジェシーも、気がついて起き上がった。

「アカヤ様……はぁ……はぁっ……」

　ジェシーは再び、頰ほおを赤らめて俺に近づいてくる。再び三人の美女に囲まれて、一気に下心にギアが入ってしまう。

　なんてすごい闘たたかいなんだ。ラスボス戦がこんなことになるとは思ってもいなかった。

　このままでは、俺は……なんとかして欲望を打ち消さねば。

　そう思ったとき、俺は自然と前世の母親の顔を思い浮うかべていた。

　そう、なぜかは知らないけど、昔から母親の顔を思い浮かべると、どんなにエロい気持ちも急速に減退していく。萎なえると言った方がいいかもしれない。

　ここに母親がいれば、と思った。そして一言「何してんの、赤あか哉や！」と言ってくれたら、俺はたちまち理性の鬼おにになることができるのに。

　そう思ったとき……。

「……！」

　これだ、と思った。

　いるじゃないか。今ここにも。この世界で俺の「ママ」になってくれた、マミィが。

　そういえば、俺はマミィでエロい気持ちになったことはない。

　ふかふかの胸に顔を埋うずめたことは何度もあるが、純じゆん粋すいな癒いやしの効果を得ただけだ。結けつ婚こんしたいと思ったときも、幼よう稚ち園えん男児がママに求婚するような気持ちだった。自分でも言っていてどうかと思うけど、本当にそうだったのだから、それについての変態性は認めるしかない。

　マミィは幼女だから倫りん理り的にアウト……という意識が働いていた面は否いなめない。でも、それ以上に、マミィが「ママ」として俺に接してくれたから。

　その気持ちに応こたえて、俺もマミィを「ママ」として愛するようになったんだ。

　だから、この状況で、俺ができることは。

「マミィ！」

　俺は美女たちを押しのけて、敢かん然ぜんと一歩前に出た。

「なに？　アカちゃん」

　マミィは俺を見つめている。どんなときも変わらない、溢あふれ出る慈いつくしみを瞳に湛たたえて。

「マミィ、俺を甘えさせてくれ！」

　そう言うと、俺は走り出した。

「アカヤくん!?」

「アカヤ様……!?」

「ちょっとーパイセン!?」

　アデラやジェシーたちが俺を呼ぶ中、俺は一直線に走り、マミィの胸へと、地に膝ひざをついてダイブした。

「アカちゃん……？」

　両手を広げて俺を抱き止めてくれたマミィは、不思議そうな声を出しながらも、そのまま俺を優やさしく抱きしめてくれた。

「よしよし、アカちゃんはいい子だね」

　さっきまでマグマのように渦うず巻まいていた欲望が、噓うそみたいに鎮しずまっていくのを感じる。

「アカちゃんはいい子いい子～」

　同時に、限りない癒やしのパワー、優しい穏おだやかな気持ちに満たされていく。

「マミィ……」

　ふかふかの胸に顔を埋め、癒やしをフル充じゆう電でんする。

　俺の心の中は、まるで春の野だ。優しい光が降り注ぎ、心ここ地ちよいそよ風が吹ふき抜ぬけて花々を揺ゆらしていく。

「……よし。ありがとうマミィ」

　俺は清すが々すがしい気持ちで、マミィの胸から顔を離はなす。

　そんな俺の様子を見て、魔王が初めて焦あせりの色を見せた。

「なにやってるんだ、お前ら！　その男をもっと誘惑しろ！」

　女性陣じんにそう命じる。

　三人は、引き続き欲よく情じようした顔つきで、こちらへフラフラと近づいてきた。

「アカヤくん……」

「アカヤ様……」

「パイセェン……」

　アデラたちの淫みだらな表情に、再び邪よこしまな思いを催もよおしかける。

　だが。

「マミィ！」

　俺はまたもマミィに抱だきついた。

「アカちゃん、いい子いい子～」

　マミィに抱きしめられ、ナデナデされれば、心はもう凪なぎのようだ。

「くっ……！　お前はまた、わたしの邪じや魔まをするのか……マザーエルフ……」

　魔王は悔くやしげに顔を歪めた。

「しかし、ムダだ！　このダンジョンを出ても、この国一帯の人間は今、わたしの力でエロスに支配されている。人々は愛あい欲よくに耽ふけり、産まれた子どもには見向きもせずに、また愛欲にまみれる……子どもは育たず、人口は減り、国は滅ほろびへと向かうだろう」

「そんな……」

　マミィは悲痛な表情をしている。子どもが育てられないということをママの気持ちで嘆なげいているのかもしれない。

「そんなの……ダメだよ……！」

　そんなマミィを挑ちよう発はつするように嘲あざ笑わらい、魔王は俺に群がる女性陣へ叫さけんだ。

「ほら、もっと欲望を強くしてやるよ！」

　すると、三人は「あぁっ！」と身をのけぞらせて、さらに呼吸を乱した。

「アカヤくん……」

　そこで、アデラが地を這はうようにして俺の方へ近づき、こちらに手を伸のばしてきた。

　彼女はベールを脱ぬいでブラジャーみたいなトップス一枚になり、こぼれそうな二つのふくらみを押し出すように両手で抱かかえている。

　その頰は熱に浮かされたように赤らみ、口からはぁはぁと荒あらい吐と息いきが漏もれている。

「アカヤくん……抱いて……」

「……!?」

　至近距きよ離りでド直球をくらって、鼻水を吹ふきそうになる。

　アデラは身み悶もだえするように身をよじって、俺の膝の方に手を伸ばしてくる。

「えっ、ちょっ……!?」

　ズボンを脱がされるのかと焦って後ずさったら、足がもつれてこけてしまった。

　その隙すきに、アデラが足の間に入り込んできて、俺の胸に頭を乗せる。

「ねぇ……アカヤくん……っぁ……」

　はぁはぁと息を吐はきながら、アデラは濡ぬれた瞳ひとみで俺を見つめる。

「わたし、もう……すごいわよ……？　アカヤくん、確かめて……？」

「……す……」

　すごい!?　ナニが!?　俺ももうすごいですけど!?

「あ……ダメ……もうガマンできないわ……」

　激しい衝しよう動どうに衝つき動かされるように、アデラは身をのけぞらせる。

　それから俺の手を取って、自分の胸へと導いた。

「ア、アデラ……？」

　あたたかい。やわらかい……そしてデカい。

「アカヤくん……」

　アデラは上うわ目め遣づかいで俺を見つめる。汗あせばむ彼女の首筋から、ほんの少し汗の匂においが立ち上った。

「こんなエッチなお姉さんはイヤ？　幻げん滅めつする……？」

　いや、むしろサイコーです!!　こんなカオスな状じよう況きようでなければ、光速でルパンダイブしている。

「……あの、俺って弟さんに似ているのでは……？」

　一応確かく認にんしておかねばと訊きいてみると、アデラは短く首を振ふった。

「アカヤくんとは、ほんとの姉弟きようだいじゃないもの」

「…………」

　身も蓋ふたもないことを言われてしまった。

「わたしは最初から、アカヤくんを男として見てたわよ……？」

「マ……」

　マジ!?　そんな気はしていたけど薄うす々うす！　勘かん違ちがいじゃなかったのかよ！

　つまり、彼女にとって俺との関係は望むべきものというわけだ……。

「ねぇ、お願い……」

　アデラは、俺の胸に人差し指を立て、ひらがなの「の」を書くように艶なまめかしくなぞる。

「身体からだが疼うずいて辛つらいの……」

　はぁ……と俺の首筋に熱い吐息を吹きかけながら、アデラは潤うるんだ目で訴うつたえた。

「アカヤくんので、わたしを楽にして……？」

　やべ──────!!

　こんなこと言われて理性を保てる男がいるのか!?

　噴ふん火か寸前の己おのれの欲よく望ぼうと、近くに他ほかにも二人欲情した女の子が転がっていて、向こうでは俺の「ママ」であるマミィと、倒たおすべき相手である魔ま王おうがこちらを見守っているというトンデモナイ状況に、激しく葛かつ藤とうしていた。

　そのとき。

「……ねぇねぇ」

　別の方向から手が伸びてきて、見ると、エマがこちらを見つめていた。

　エマもまた熱っぽい瞳をしていて、俺にせつなげなまなざしを向けている。

「ちょっとぉ……パイセン……」

　辛そうに荒く息を吐きながら、俺の腕うでをぐいと引っ張る。

　俺の上にいたアデラが「あん！」と離れ、俺はエマと向かい合った。

「なんだ、エマ」

　俺が尋たずねると、エマはこちらを見ずに口を開いた。

「あたしは、元勇者だから……」

　無理に真ま面じ目めな顔を作ろうとするように顔を歪ゆがめ、彼女は呟つぶやく。

「ずっと魔王を倒すことだけ考えてきたし、こんな感情を抱いだいちゃいけないって、わかってる……だけど……」

　エマはそこで胸むな元もとを押さえ、熱っぽい瞳で俺を見つめる。

「身体が言うこと聞かないの！　助けて、パイセン」

「……つまり……？」

　俺が尋ねると、エマは辱はずかしめに耐たえるような表情になり、赤い顔で訴えた。

「あたしの身体が、パイセンを欲ほしがってるのぉ～っ！」

　そう言ってから、正気に返った顔になって、激しく頭かぶりを振る。

「やっぱりダメダメ！　こんなこと考えたら元勇者失格だよぉ！　そんなことになるくらいなら……くっ……あたしを殺して！」

「どこで『くっ殺』使ってんだよ」

　俺はオークか！

「こ、これは、あたしの意思じゃないんだよ？　あたしは誇ほこり高い元勇者だから……でも……誰だれでもいいから鎮めて欲しいの。あたしに触ふれて欲しい……」

　エマはせつなげに身悶えして、身体の奥の熱を吐き出すように熱い息を吐く。

「あぁっ……こんなのダメなのに……ッ！」

　エマが本当に不本意そうなので、逆にちょっと興奮してきた。今ならオークの気持ちがわかる気がする。

　だが、エマの本心がわからないので、俺は冷静に言った。

「エマがそんなにイヤなら、俺は何もしないよ」

　その瞬しゆん間かん、エマの瞳に絶望の色が浮うかんだ。

「え……」

「だって、イヤなんだろ？」

　俺が問うと、エマは顔を真っ赤にして、唇くちびるを嚙かみ締しめてプルプル震ふるえ出した。

「ち、違うッ……！」

　小声で、恥はずかしそうにそう呟く。そして、覚かく悟ごを決めたように赤い顔で俺を見つめた。

「イヤじゃないよ……パイセンはいい人だし……あたし、パイセンが欲しいよぉっ！」

「俺じゃなくても、誰でもいいんだろ？」

　さっきの彼女のセリフを拾って言うと、エマは真っ赤な顔で首を振った。

「パイセンがいいの……パイセンじゃなきゃやだッ！」

　そう言うと、エマは慣れない手つきで俺の太ももに触れる。

「お願い、あたしをめちゃくちゃにして……なんでもするから……」

　せつなげに眇すがめた目で、懇こん願がんするように訴えてきた。

「お願いします……ッ！」

「…………」

　心臓がバクバクしていた。今まで女性に頭を下げる側だと思っていた俺が、こんなに求められる日が来るなんて。

　そうこうしている間に、エマの手が太ももをぎこちなく遡さかのぼってくる。

　くすぐったいようなぞわぞわする感かん触しよくに辛しん抱ぼうできなくなって、彼女の腕を取った。

「エマ……」

　そんなとき。

「アカヤ様……」

　小さなか細い声で、そう呼ばれた。

　見ると、赤い顔をしたジェシーが、恥ずかしそうに震えていた。両手で自身を抱きしめるようにして、太ももをモジモジと擦こすり合わせている。

　ジェシーが太ももを擦り合わせるたびに、短いワンピースの裾すそから奥が見えそうな気がして見てしまう。

　俺の視線に気づいたジェシーは一いつ旦たん足の動きを止めたが、奥の疼きが我が慢まんできないようで、再び太ももを擦り合わせ始める。

「……ないで……」

　蚊かの鳴くような声で、ジェシーは呟いた。その顔は羞しゆう恥ちで赤らみ、泣きそうになっている。

「見ないでください……こんな……ふしだらなわたくしの姿を……」

　それならなぜ俺を呼んだのだと思っていると、ジェシーは俺を見つめたまま、つうっと涙なみだを流した。

「わたくしは……初めてお会いしたときから、アカヤ様をお慕したいしておりました……」

「えっ……」

　衝しよう撃げきの告白に、俺も彼女を見つめ返す。

　知らなかった。まさかジェシーが……俺のことを想おもってくれていたなんて。

「それなのに……」

　そう言うと、ジェシーは赤い目を悲しそうに伏ふせた。

「こうして目の前で、アカヤ様が他ほかの女性と睦むつみ合う様など見たくありません……だから……」

　そこでジェシーは、意を決したように俺を見た。

「どうか、わたくしをアカヤ様のものにしてくださいませ……」

「えっ!?」

　ジェシーの口からそんな言葉が飛び出るとは思っていなくて、ここへきてまた動どう揺ようする。

「わたくしでは、イヤですか……？」

　ジェシーは涙で濡れた目で俺を見つめてくる。

「イ、イヤっていうか……」

　正直、とてもアリだ。アリすぎて返答に困る。

　俺がエロい衝動と闘たたかっていると、ジェシーは弱り切ったような表情で俺を見つめ、これ以上ないほど真っ赤になって、おそるおそる俺の胸に手を置いた。

　その手は細かく震えていて、おかしいほどぎこちなかった。

「抱だいてくださいませんの……？」

　上目遣いで俺を見て、ふと悲しげに目を伏せる。

「わたくし、初めてですので、皆みな様さまみたいにうまくアカヤ様にアピールできないのですが……」

　そう言うと、震える手を恥ずかしそうにおずおずと引っ込めた。

「ちょっとぉっ！」

　そこで声をあげたのはエマだった。

「人のことビッチみたいに言わないでよぉっ！　あたしだって初めてだよ！　今まで魔王を倒すことしか考えてなかったんだから！」

「そうよ！」

　そこでアデラも話に参加してくる。

「こう見えても、踊おどり子こは恋れん愛あい禁止だから彼氏いなかったのよ？　それなのに関係を迫せまってくるゲスエロジジイ支配人はいたけど」

　マ、マジで!?　まさかアデラまで初めてだったとは……いや、俺も童どう貞ていだけど、そっちの経験たっぷりでリードしてくれそうなアデラが未経験だとは思っていなかったので、逆に興奮する。

「あ、あなたたちには負けませんわっ！　アカヤ様をお慕いする気持ちは……」

　ジェシーは赤い顔をしながらもきっぱり言い放って、ずいっと膝ひざを進めて俺に近づく。

「アカヤ様、わたくしを好きにしてくださいませ……」

　そんな彼女を押しやるように、エマが俺の手を取る。

「あたしを抱いて！　もう限界だよっ……」

　せつなげに潤んだ瞳ひとみで俺を見つめる。

「アカヤくん、抱くならわたしよね？」

　そこでアデラが俺の膝に乗ってくる。

「お姉さんとイイコト、したいでしょう……？」

　はい……。

　美女たちが争って俺に跨またがってくるなんて、こんなことがあっていいのか？

　こんなサイコーな世界が……。

　サイコーすぎて、もう生き地じ獄ごくだ。

「…………」

　ダメだ。

　そのとき、俺の中で何かが吹ふっ切れた。

　もう何も考えられない。俺の理性は限界だ。魔王のこともマミィのことも、もはや頭になかった。

　目の前に、酒池肉林のパラダイスが広がっている。美女たちが俺と楽しみたがってるんだ。

　バッキャロ──！

　ここでヤらなきゃ男じゃねーだろ!!

「ダメだよ、アカちゃん！　魔ま王おうに負けちゃうよ!?」

　マミィの声も、ケダモノと化した今の俺の耳にはもう届かない。

「グヘヘへへ……」

　スケベな笑えみを浮かべて、美女たちに向かって進しん撃げきを開始しようとした。

　そのときだった。

「ダメだって言ってるでしょ、アカちゃんっ！」

　今まで聞いたことがないような、怒いかりを孕はらんだマミィの声が轟とどろいた。




「めぇ～～～～～～～～～～～っ！」




　次の瞬間。

　マミィの身体が光を放ち始め、辺りは神こう々ごうしい輝かがやきに包まれる。

「わ──────っ！」

　同時に、身体からだにビリビリと、電気ショックのようなものすごい衝撃を受ける。

　雷かみなりだ。マミィの怒りの雷が俺に降り注いだ。

　雷は俺だけでなく、その場を白く消し尽つくすほど輝き……。




　次に目を開けたとき。




「……ん……？」

　衝撃はすでに過ぎ去り、後に残る感覚もない。俺はさっきと同じ場所に立っていた。

　マミィは大きく息を吐つき、何か大きなことをやり遂とげた様子で俺を見つめていた。

「アカちゃんを𠮟しかれた……マミィ、やればできたよ、アカちゃん！」
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　そう言って、嬉うれしそうに笑う。

　辺りを見み渡わたすと、魔王はマミィの姿のまま立っているが、ジェシーたちはぐったりと座り込んでいる。

「何が起こったんだ……？」

　今のは、俺への怒りの雷……ただそれだけだったんだろうか。

　そう思ったときだった。

「アカヤしゃま！」

　ジェシーが俺のところへとてとて走ってきて、顔を赤くして言った。

「あのっ、あのっ、しゃっきいったことはわしゅれてくだちゃい……っ！」

「ジェ、ジェシー？」

　ふざけているのか？　と思ったけど、彼女に限ってそんなことをするわけがない。

　ジェシーの喋しやべり方はたどたどしくて滑かつ舌ぜつもおぼつかず、たぶん二、三歳くらいの幼児のような喋り方だ。

　幼いのは喋り方だけではなく、走り方もよちよちしていたし、ワンピースの裾を両手できゅっと摑つかんでいる仕草も、表情さえも、いつもよりあどけなく感じる。

「ど、どうしたんだ、ジェシー？」

　さっきの淫みだらな姿との落差が激しくて、ついていけずに焦あせってしまう。

　だが、おかしいのはジェシーだけではなかった。

「アカヤきゅんっ！」

　アデラも、俺のところへとてとてと走ってきた。

「しゃっきは、へんなことちてごめんね……わたちのこと、きらいにならないでくれりゅ？」

　その顔つきにさっきまでの妖よう艶えんさはなく、守ってあげたくなるような無む垢くさに満ちている。

「ア、アデラもか!?」

　ゴルゴーラの魔法で、ジェシーとアデラが赤ちゃんになったときのことを思い出した。喋り方なんかはちょうどあんな感じだが、あのときと違ちがって身体は大人のままなので、幼児退行感がすごい。

「まさか……これはさっきの雷……マミィの魔法の効果なのか？」

　俺の問いに、マミィは凜り々りしい顔つきで頷うなずいた。

「うん。これ以上魔王の好きになんてさせないよ。マミィが世界中のみんなを、えっちなことなんて考えられない、赤ちゃんの頃ころに戻もどしてあげたの」

　だとすると、俺はすでにマミィの力の影えい響きよう下にあるので、魔王のエロスの魔法のときと同様、魔法にかかることがなかったのかもしれない。

「ぱいしぇーん！」

　そこで、エマもこっちへやってきた。同じくとてとてとおぼつかない足取りで、いつにも増して歳としの割にあどけない顔つきをしている。

「なんだ、エマ？」

　俺が尋たずねると、エマは恥はずかしそうに口を開いた。

「あ、あたち、もとゆうしゃにゃからっ！　えっちなこととかぜんぜんきょうみにゃいからねっ!?」

　そう言って、頰ほおを赤らめて小声になる。

「ぱいしぇんのことは、きらいじゃにゃいけど……しゃっきは、ちょっとおかしかっただけだかりゃ」

　そして、再び元気よく叫さけんだ。

「わしゅれてねっ！」

「……あ、ああ、うん」

　こんなことを言われると逆に好意を向けられている気がしてしまって恥ずかしくなってくるが、俺は了りよう解かいして頷いた。

　そんな俺たちを見て、マミィの姿をした魔王は顔色を変える。

「な、なぜだ……わたしの力を消し去って、さらなる魔法をかけたというのか……？」

　信じられないという顔でマミィを見つめている。

「まさか……この小こ娘むすめ、ただのナニー族ではないのか……!?」

　どうやら、魔王もマミィの出自に気づいたようだ。

「そのネックレスは……もしや……!?」

　マミィの胸むな元もとに目を留めて、魔王はすべてを悟さとったようだ。

「……おのれ、マザーエルフめ……！　まだこんな力を持つ子孫がいたとは……」

　悔くやしそうに歯は嚙がみする魔王を、マミィはまっすぐ見つめた。

「魔王さんは、どうしてエルフや人間を殺そうとするの？」

　魔王はそれに答えず、眇すがめた眼まなこでマミィを見つめ返した。

「お姉さんのマザーエルフや、お母さんの女め神がみ様が、あなたに冷たくしたから？　だから、地上の生き物がいなくなって、魔物だけの世界になればいいと思ってるの？」

　魔王はやはり答えず、マミィとそっくりな顔を歪ゆがめた。同じ造ぞう作さくをしているのに、二人の顔は今や全然違うように見える。

「……魔王さんは、さびしかっただけなんだよね？　お母さんやお姉さんに、優やさしくしてほしかっただけなんだよね？」

　マミィがそう言ったとき、魔王が口を開いた。

「お前に何がわかる！」

　憎ぞう悪おのこもったまなざしで、マミィをにらみつける。

「母親から疎うとまれて捨てられ、そっくりな顔の姉が愛されるのを何千年も見てきたわたしの気持ちが……」

　そのときだった。




「よしよし」




　マミィが前に進み出て、魔王の頭に手を伸のばした。

「何をするッ!?」

　そう言いつつも、魔王はその場から動くことができずにいる。その間に、マミィは魔王の頭に手を置いて、ナデナデしていた。マミィの姿をしている魔王と身長が同じなので、頭を撫なでることは容易だった。

「なっ……なにを……」

　撫でられながらも、魔王は激しい拒きよ絶ぜつ反応を示す。

「やめろ！　わたしに触さわるな！」

「やだ！」

　そこでマミィも叫んだ。

「マミィは魔王さんをかわいがりたい！　だからナデナデするっ！」

　そう宣言して、魔王の頭を撫でまくる。

「やめろっ！　やめろ────っ！」

　魔王は必死の形ぎよう相そうで怒ど鳴なるが、身体は抵てい抗こうできずに、マミィにナデナデされている。

「やめろと言って……」

　そうして魔王がついに身を反らして、マミィから離はなれようとしたときだった。

「……！」

「マミィ!?」

　それを見て、俺たちも驚おどろいた。

「何やってんだ、マミィ!?」

　マミィはなんと、魔王を抱だきしめた。

「なにしてましゅの、ちびっこ！」

「マミィちゃん、はにゃれて！」

「そうだよっ！」

　みな驚いて叫ぶが、マミィは頑がんとして離れようとしない。

「魔ま王おうさん、いい子いい子～……」

　そう言いながら、慈いつくしむように魔王の背中を撫でる。

「……っ……！」

　魔王は身を強こわ張ばらせ、苦く悶もんの表情で耐たえるようにじっとしていた。

「…………」

　魔王がいつマミィを攻こう撃げきするかわからないので、固かた唾ずを吞のんで見守る。

　だが。

「よしよし、魔王さんはいい子だね～」

　マミィに背中や頭を撫でられていた魔王が、そこでそっと目を閉じた。

「……これが……」

　その口から、かすかな声が漏もれてくる。

「これが……ママのぬくもりなのか……？」

　未知の感情に戸と惑まどうかのように、その声は揺ゆれている。

「わたしに触ふれてくれるのは……欲よく望ぼうに取り憑つかれた男たちだけだった……」

　魔王は薄うすく目を開け、昔を懐なつかしむような遠い目をする。

「こんな優しい抱ほう擁よう……穏おだやかなぬくもり……」

　その目に、波のようにたゆたうものが浮うかんでくる。

「わたしは……知らなかった……」

　まばたきと共に、その片目から涙なみだが滑すべり落ちた。

「だが……」

　そこで、その瞳ひとみに突とつ如じよとして邪じや悪あくさが蘇よみがえった。




「知りたくもなかったわ!!」




　バァアッ！　と風が逆巻き、視界をたちまち奪うばっていく。

「マミィ！」

　目を凝こらすと、その風の渦うずの中心にマミィはいた。まるで、竜たつ巻まきの中で目に見えない柱にくくりつけられているかのように、彼女は動こうにも動けない状態にいるようだ。

　そんな彼女から少し距きよ離りを取って、魔王が立っている。

「小娘が……！」

　肩かたで大きく息を吐つき、両目からボロボロ涙を零こぼして、魔王はマミィをにらみつけていた。

「わたしの……わたしのこれまでの数千年は、なんだったのだ……こんな……今さら……」

　そして、悲痛な表情でマミィに叫ぶ。




「死ねえええええええええええええええええええ！」




　そのとき、マミィの目の前に新たな風の渦が現れた。その風の渦には黒い色がつき、鋭するどく速く回って先せん端たんを尖とがらせ、大きな槍やりのような実体になる。

　槍はすぐさま、鋭い先端をマミィに向けて発進した。

「……！」

　その瞬しゆん間かん、俺の中に様々な感情が渦うず巻まいた。

　──おはよ、起きて？

　初めてマミィに会ったとき。甘やかな声……優しい手……俺に向けてくるとろけそうな笑え顔がお。

　そのすべてに、癒いやされていた。

　マミィが好きだ。俺はロリコンでもマザコンでもない。でも、マミィは特別なんだ。

　なぜなら、マミィは俺のママだから。

　マミィが「ママ」として俺に接してくれた時間が、赤の他人だった俺たちを結びつけた。

　本当の母親じゃないとか、俺だって本物の赤ん坊ぼうじゃないとか、そんなこともどうでもいい。

　マミィは「ママ」で、俺は「赤ちゃん」なんだ。

　何を言ってるかわからねーと思うが、俺にもまったくわからない。いい感じ風のことを言いつつ着地点を探さぐっているだけなのかもしれない。

　でも、とにかく、今の俺にとって、マミィは特別なんだ。

　一いつ緒しよに過ごしてきた、マミィが俺をお世話してくれた時間の分だけ、俺はマミィを好きになってきた。

　それはまさしく、赤ん坊が母親に抱いだく愛着といえるだろう。生まれた瞬間から、母親を母親として慕っている赤ん坊なんていない。

　けれども、優しくお世話されたから、愛されて育てられたから、子どもは親を好きになるんだ。

　だったら、血の繫つながりなんて必要ない。マミィは俺に出会った瞬間から、俺を愛してお世話してくれた。俺はその愛を感じて、マミィを愛するようになった。普ふ通つうの母おや子こと同じじゃないか。

　俺は前世から、人と争うことが大だい嫌きらいだった。誰だれかにヘイトを向けられることすら苦手だった。だから、人前で目立つような行動もできずにいた。

　それに、自分が人を傷つけるのだってイヤだ。もし生まれる時代が違ちがって、兵士として戦場に送られたとしても、俺は一人の敵兵も殺あやめることができないんじゃないかと思っていた。

　でも、そんな俺が、この瞬間、迷いなく腰こしの剣けんを引き抜ぬけた。

　それは、俺にとってマミィが特別で大事だから。

　ここまでのことを頭で考えてる時間なんて、それこそ〇・二秒くらいしかなかった。だから、俺の行動は、本当に衝しよう動どう的なものだったと言える。




　俺は、引き抜いた剣の柄つかを両手で握にぎり、そして……魔王の背中に、その刀身を突つき立てた。




「ぎゃあああああああああああああああ」




　耳をつんざくような鋭い悲鳴が上がり、魔王は背中に剣を突き立てたまま、地面にばったり倒たおれる。

「やったのか!?」

　辺りを見回すが、他ほかに変わった様子は見られない。




　フ……フフフフフフ……。




　そこで、直接鼓こ膜まくを震ふるわせるような低い声が、どこからか聞こえてくる。




　こんなことで、わたしは死なない……もともと肉体に囚とらわれた存在ではないのだから……。




「……!?」

　すると、魔王の背中に突き立てていた剣が、小刻みに震ふるえ出した。まだ柄を握っていた俺は、その異変に気づいて両手に力を込こめる。

　しかし、剣はすごい力で少しずつ浮き上がり、魔王の背中から外れた。

　魔王は動かない。

　だが……。

「なっ、なんだこれ!?」

　剣けん先さきが持ち上がり、俺の意思とは異なった方向へ向けられる。

　それは……俺の鼻先だった。

「アカちゃん!?」

　マミィが飛んできて、剣の柄を俺の手の上から握る。

「どうしたの、アカちゃん!?」

「手が勝手に……！」

　離そうと思っても、堅かたく握った指を外すことができない。

「たぶん、魔王に操あやつられてる……」

　それを聞くと、マミィは真剣な顔つきで頷うなずいた。

「そっか。わかった」

　そして、俺と剣の間に、自分の身体からだを滑り込ませてくる。

「マミィ!?」

　俺の手は制せい御ぎよできないまま、着々と自身へ刃はを迫せまらせている。その間にマミィが入ったことで、剣の刃はもう少しでマミィの額に触れようとしていた。




　ククク……愚おろかなやつめ。きっとお前ならそうすると思っていた……マザーエルフの子。




　魔王の声が、マミィを嘲あざ笑わらう。

「くっ……！」

　俺は剣をマミィにこれ以上近づけないよう手に力を込めるので必死だ。それでも、剣とマミィの距離はじわじわ縮まっている。

「アカヤ様……！」

　そこで呼ばれて背後を見ると、ジェシーたちが後ろから俺に追いすがろうとしている。

「アカヤくん……」

　その顔は赤く火ほ照てっていて、表情はせつなげだ。

「どういうことだ……!?」

　魔ま王おうに支配された状態に戻もどっている……ということは、マミィの魔法が解けてしまったということか。

「アカちゃん……」

　マミィは俺の手を握り、必死で剣を遠ざけようとしている。自身がピンチになったことで、みんなに魔法をかけている余よ裕ゆうがなくなってしまったということか。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、アカちゃん」

　マミィは額に汗あせを浮かべながら、俺に優やさしく語りかけた。

「アカちゃんのことは、マミィが絶対に守るから」

　剣はもう、マミィの顔数ミリほどに迫っている。

「マミィ……」

　傷つけたくない。こんなにも俺を守ってくれる人を。

　俺の……かけがえのないママを。

「マミィ、どいてくれ」

　だから、俺は言った。

「俺のことを思ってくれるなら、俺にマミィを傷つけさせないでほしい」

「アカちゃん……」

　マミィは首をブルブル振ふる。

「アカちゃんさえ無事でいてくれれば、マミィはどうなってもいいんだよ」

　そんなマミィに、俺は言った。

「俺も同じなんだ。自分よりもマミィのことが大事だ」

　これが最さい期ごかもしれない。そう思ったからこそ、心を込めて自分の気持ちを伝えようとする。

　それは、俺が前世で本当の母親にできなかったことでもあった。

「最初は、右も左も分からない俺の世話をしてくれるのが有り難がたかった。それだけだった。中身は大人なのに、赤ん坊みたいに世話されることに辟へき易えきすることもあったけど……」

　そこまで言って、俺は至近距離にいるマミィを見つめた。

「今は、俺もマミィのことを大事に思ってるから」

　マミィは目を見開き、驚おどろいたような、感激したような顔で俺を見つめる。

　何度も言うが、俺はロリコンでもマザコンでもない。が、ここまで我が子のように俺に良くしてくれたマミィへなんの感情も抱かないような冷血漢でもない。

　だから、もう一度大きな声で言った。

「俺は、マミィのことが好きだ！」

　そのときだった。

　突とつ然ぜん、目の前の剣が煌きらめき、光を放ち始めた。

　その光は見る間に強くなり、目を開けていられないほどになる。

「なんだ……!?」

　目を細めて見ると、剣はさらに光を集め、部屋全体が亜あ空間のように白く輝かがやき出す。

　すると、魔王の声が聞こえてきた。




　その剣は……そんなバカな……その男が勇者だというのか!?




　魔王は動どう揺ようしているようだった。




　そんな……まさか……このわたしが……！




　その声が徐じよ々じよに小さくか細くなり……。




　ひぎぁあああああああああああああああああああぁ！




　最後に、断だん末まつ魔まのような悲鳴を残して、それきり静かになった。




　　　　†




「……消えた……」

　辺りを見回して、俺は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　魔王の姿は、鍾しよう乳にゆう洞どうのような部屋の中のどこにもなかった。もっとも、最初から実体がないのだから、黒マミィの姿も幻げん影えいのようなものだったのかもしれない。

「これは一体……」

　そのときだった。

　突然、足元がグラグラと猛もう烈れつに揺ゆれ始めた。

「なんだ!?」

　揺れているのは地面だけではない。壁かべも天てん井じようも。

「もしかして……ここが崩くずれるのか？」

　ＲＰＧでラスボスを倒すと、なぜかダンジョンが崩ほう壊かいするというアレか。

　だとしたら、早く逃にげなければ。

「あっ……！」

　そのとき、マミィが声を上げた。

「エリーナおばさんたちが……！」

「！」

　そうだった。このダンジョンには、ナニー族の生き残りの町があるんだ。俺たちの脱だつ出しゆつも急務だが、みんなを避ひ難なんさせなければ。

「どうしよう……マミィの瞬しゆん間かん移動は成功するかわからないし……」

　今から徒歩で町まで戻って、町の人全員を連れてダンジョンから脱出するのは相当厳しい。

「…………」

　絶望的な気分で揺れる天てん井じようを見つめていたとき、聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「心配ないで」

「……！」

　見ると、いつのまにか俺たちの近くに女め神がみシャイアンが立っていた。

「ここのナニー族は、この女神シャイアン様が森へ避難させたったからな。お前らのことも外まで送ったるわ」

「マジっすか!?」

　なぜそんな親切なことを……と思っていると、女神は俺から顔を背そむけるように、洞どう窟くつの中を見回した。

「……今まで、何一つ協力できんかった。最後くらい手助けさせたってや」

「え……」

　それは俺たちに対して言っているのだろうか？

　疑問に思う俺に、女神シャイアンは視線を向ける。いつもの唯ゆい我が独どく尊そんな表情ではなく、少し悲しそうな顔に見えた。

「『創世の理ことわり』なんて、ほんまはないねん。どんな悪わる者もんでも我が子は我が子……せやから殺されへんかっただけや」

　そこまで言って、一いつ旦たん言葉を切る。

「それを愛やと思うてほしかったいうんは、親のわがままやろうか……」

　洞窟内を見回して、女神は目を細める。今は亡なき我が子の息い吹ぶきを探すようなまなざしに、ほんの少し胸がしめつけられた。

「創世の女神として、ダークエルフの存在を認めることはできんかった。他ほかの善良な生き物への示しがつかん思った。けど……」

　そう言って、女神は自じ嘲ちようする。

「うちがもっと昔にあいつを認めて、抱だきしめられてたら。あいつもこんなに道を踏ふみ外すことはなかったかもしれへん……そんなことを思うとったわ」

　そんな女神を見ながら、俺はふと思った。

「魔王……ダークエルフは、何がやりたかったんだろうな」

　さっきまでは、そんなことを疑問に思うどころではなかったけど。

「その気になれば、国一帯の人間をエロスで支配できたんだろう？　なぜ今までやってこなかった？　世界中をエロスで支配するのが目標なら、もっと早くにやっていてもよかったんじゃないか？」

　それに答えたのは女神だった。

「そんな力使ったら、さすがの魔王も魔力を使い果たしてまう。せやからモンスターをばらまいて、できる限り人間の数を減らしてから、その力を使いたかったんやろうな」

「それが最終目標なら、ここで国一帯への力なんて使わずに、俺たちだけ操あやつればよかったんじゃないか？」

「賭かけたんや。もしここでマザーエルフの子孫を倒たおすことに失敗しても、自分さえ倒れへんかったら、少なくともこの国一帯は支配できる。世界中を支配可能な力を溜ため直すのに何年かかるかわからんけど、また世界征せい服ふくの夢を見ることができる思うたんやろう」

　愚おろかな我が子を思いやるように、女神はため息をつく。

「つまり、魔王にとって、マミィとの対決は命がけの戦いだったってことか。だから、一か八かの勝負に出た……」

　そして、マミィが勝ったということか……。

　気がつくと、女神は俺をじっと見つめていた。

「うちができへんかったことをしてくれて、ほんまにありがとう。創造神として礼を言わしてもらうわ」

　女神ができなかったこと……それが魔王を倒すということだろう。

　そこで、女神の身体が光り始めているのに気づく。

「……俺たちを送ったら、また転生者をスカウトしに行くのか？」

　俺が尋たずねると、女神は「いや」と首を振った。

「もうその必要はあらへん。しばらく神しん殿でんでゆっくりさせてもらうわ」

　そう言うと、女神は意識したように口角を上げて俺を見た。初めて見る、女神の笑え顔がおだった。

「ほなな」

　すると女神は一気に光に包まれ、その光は広がって俺たちをも包み込む。
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　気がついたとき、俺たちは森の中にいた。

　ダンジョンの入り口の前だが、前に見たときと違ちがって、入り口は崩れて岩でふさがっている。

　女神の姿は消えていて、俺たちパーティメンバーだけが立っていた。

「ほんとに、終わったんだな……」

　思わず、独り言が漏もれる。

　そこで。

「すごいね、アカちゃん！」

　マミィが興奮したまなざしで俺を見上げた。

「魔ま法ほうの剣けんの力で、魔王を倒したんだよ！」

「……そう……なのかな？」
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　未いまだに実感が湧わかず、俺は首をかしげる。

「マミィが一いつ緒しよに握にぎっててくれたから、剣はマミィのことを勇者だと思ったのかも……」

　っていうか百パーセントそうだろ、今までのパターンだと……と思ったが、マミィは真顔で首を振ふった。

「そんなことないよ！　アカちゃんの勇気が認められたんだよ！」

「あれを勇気というのかは微び妙みようですけど」

「親子愛の力だね！」

「うふふ、アカヤくんらしいわ」

　その声に振り返ると、ジェシーとエマ、アデラが立っていた。三人ともちょっとばつが悪そうだ。

「……あれだよ、パイセン。さっきのはちょっとしたドッキリっていうか」

　エマがほんのり赤い顔で言う。

「さっきも言ったけど、本気にしないでね？」

「そ、そうですわ」

　ジェシーも頰ほおを染めて同調する。

「わ、わたくしだって……アカヤ様をドッキリさせようとしただけですわ」

　こちらはドッキリの意味をわかってないのがわかって可愛かわいい。

　そんな中、アデラだけは頰を紅潮させながらも、妖よう艶えんな微笑ほほえみを浮うかべる。

「わたしは、噓うそはついてないわよ？」

「えっ？」

　うろたえる俺に、アデラは意味ありげな視線を送る。

「あのときのわたしも、わたしってことよ」

「そ、それって……」

　鼻の下を伸のばす俺に、小さな小こ瓶びんが差し向けられる。

「わっ冷たっ！」

　なぜか怒いかり顔のジェシーに聖水をかけられた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　アカちゃん」

　マミィがハンカチで俺の顔を拭ふいてくれる。

「えらかったね、アカちゃん」

　顔の窪くぼみ一つ一つを丁てい寧ねいに拭ぬぐいながら、マミィは優やさしく声をかけてくれる。

「魔王を倒して、世界を救ったんだよ。誰だれにでもできることじゃないよ」

　その声こわ色いろはあたたかくて、緊きん張ちようの連続だった心がやわらかくほぐれていくのを感じる。

「おいで、アカちゃん」

　マミィが両手を広げて、微笑みかけてくれる。

「マミィ……」

　俺は膝ひざをつき、マミィの胸にダイブした。

「アカちゃん、いい子いい子～！」

「マミィ～！」

　魔王を倒しても、俺たちは相変わらずだった。








エピローグ









　こうして、俺たちの旅は終わった。

　王都に帰った俺たちは、国王のところへ魔王退治の報告に行った。その頃ころには国民も魔物がいなくなった気配を感じ取り、すでに何組かの噓つきが魔王退治完かん了りようを申し出ていたらしく、俺たちの報告はすぐには聞き入れられなかった。

　俺たちは王都にあるジェシーの実家に留とどまり、報告が認められるのを待った。

　結局、ダンジョンの場所や戦いの様子など、話した内容の信しん憑ぴよう性せいで俺たちの報告が真実と判断され、俺は「英えい雄ゆう」の称しよう号ごうと、褒ほう賞しよう金を得ることができた。

　褒賞金は、パーティメンバーで山分けにした。

　それは、豪ごう遊ゆうさえしなければ人一人が一生暮らせるほどの金額らしい。

　それを持ってアデラは故郷に帰り、エマは借金清算のために元の大陸へ戻もどる旅に出発し、ジェシーは神殿にお布ふ施せをして、一人前の神官になるための修しゆ行ぎようを再開した。




　そして、俺は……働き始めた。
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「うぉらっ！」

　俺の拳こぶしが殴なぐった先から、砕くだけた石が放射状に飛ぶ。

「っと！」

　続けざまにもう一度殴ると、穴はさらに大きくなる。

　こんなことを、俺は朝からずっと繰くり返している。

　天を仰あおげば、太陽はだいぶ西に傾かたむいている。俺はすり鉢ばち状の巨きよ大だいな穴の中で、こうして穴を削けずり続けている。俺が砕いた岩は、宝石の採さい掘くつのために使われるらしい。

　王都にある大きな宝石店が作業員を募ぼ集しゆうしていて、俺は怪かい力りきを披ひ露ろうすることで雇やとわれることになった。

「ふぅ～～……」

「そんなに頑がん張ばって疲つかれねぇか？　新人」

　声をかけてきたのは、先せん輩ぱいのジョンだ。俺より一回りほど年上で、この仕事を始めて十年になるらしい。

「大丈夫っすよ。この作業にも慣れてきたし」

「若いのに感心だな。まぁ……いくらモンスターがいなくなって平和になっても、食い扶ぶ持ちを稼かせがないと生きていけねぇもんな」

　やれやれというようにジョンはため息をつく。

「まったく、金さえたっぷりあれば、誰も働いたりしねぇのにな」

「…………」

　俺が何も答えずにいると、ジョンは思い出したように顔を上げた。

「金といえば、魔王を倒した勇者は、一体いくらもらったんだろうな？　これから一生遊んで暮らすんだろうなぁ。羨うらやましい限りだぜ」

「さぁ……案外働いてるかもしれないっすよ」

「はぁ？　働くって、勇者が？　何して働くんだよ？」

　何を言ってるんだと呆あきれ顔がおをしているジョンに、俺は笑って言ってみせた。

「なんだっていいんじゃないっすか？　だって、働くのってけっこう楽しいから」
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　日が暮れる間ま際ぎわ、俺は仕事を終えて帰宅した。

　王都の近くの森にある小さな一いつ軒けん家やには、すでに明かりが灯ともっていた。

「ただいま～」

　食事のいい匂においがする。今日のメニューはなんだろうか……と考えていると、台所の方からパタパタと足音がしてきた。

「お帰りなさい、アカちゃん！」

「ただいま、マミィ」

　マミィはエプロン姿でおたまを片手に現れた。その顔は俺を迎むかえる喜びで満ち溢あふれ、とろけそうに微笑んでいる。

　もらった褒賞金の一部で、俺はこの家を買ってマミィと住んでいる。

　残りのお金の大半とマミィの分の褒賞金は、ナニー族の生き残りに寄付した。魔物に追われることのなくなった彼らは今、王国再建に向けて頑張っている。

　マミィと家族はそこで再会して、互たがいの無事を喜び合った。マミィは家族から一緒に暮らすことを熱望されたが、どうしても俺と暮らすと言い張って、ここでこうして生活している。まあ、ナニー族の王国建設予定地も王都の近くなので、その気になれば半日程度で会いにいける距きよ離りにはいる。

「お腹なかすいたよね？　今日のご飯はミートボールシチューだよ～！　お手々を洗って食べましょうね～」

　腕うでまくりするマミィに、俺は自分の両手を見せる。

「もう洗ってきたよ」

　すると、マミィは目を大きく見開く。

「ほんと!?　アカちゃんはいい子ですね～！」

　そして、器うつわにミートボールシチューをよそって、テーブルの上に置いた。

「じゃあご飯を食べようね～！」

　それで席に着くと、マミィはいつものように俺に食べさせようとスプーンを向けてくる。

「はい、あーん」

「一人で食べられるって……」

　と言いながらも、マミィの母性の圧に負けてしまい、渋しぶ々しぶ口を開ける。

「今日はいいことあった？」

「ん～……」

　仕事から帰ってくると、マミィはいつもこう訊きいてくれる。仕事でいいことなんてそうそう起こらないけど、何か答えるとマミィが喜んでくれるので、俺は今日一日を振り返った。

「……あ、そうだ。職場の先輩が『魔王を倒たおした勇者が羨ましい』って」

　俺が言うと、マミィは嬉うれしそうに微笑む。

「そっかぁ」

　うんうんと頷うなずきながら、目を細めて俺を見る。

「アカちゃんは魔王を倒した勇者だもんね。すごいよね。みんなに羨ましがられて、憧あこがれられちゃうよね！」

　勇者として褒賞金をもらった者が誰なのかは、国中の人々の関心事だった。俺も最初は勇者として大々的に祭り上げられる気満々だったのだが、この世界の家のセキュリティはゆるゆるだし、人々の妬ねたみを買って陥おとしいれられることや、褒賞金狙ねらいの強ごう盗とうに遭あったりすることを想像してしまうと、勇者自じ慢まんをすることは憚はばかられた。

　幸い、この世界にはネットもＳＮＳもないので、俺さえ吹ふい聴ちようしなければ、普ふ通つうに生きていくことは不可能ではなさそうだ。

　普通に生きるなら、普通に働かなくてはいけない。だから、俺は怪力を活いかして採石場で働くことにした。

　夕飯の後も、マミィの甘やかしは続く。

「アカちゃん、いっぱいお仕事して疲れてるでしょ？　マミィが肩かたもんであげるよ」

　ソファに座った俺の隣となりに膝立ちになって、マミィは俺の肩に手を伸ばす。

「今日もお仕事してきて、アカちゃんはいい子だね～！」

　俺を褒ほめながら、マミィは肩を優やさしく揉もんでくれる。

「アカちゃんはえらいね～！　えらいえらい！」

　あたたかくやわらかい手に、肩だけでなく心までもほぐされそうだ。

「……いや、俺さ……」

　だからこそ、黙だまっていられずつい口にしてしまった。

「今日も上司に怒おこられたんだよ。岩を小さく砕きすぎて……『いつになったら加減を覚えるんだ』って怒ど鳴なられて」

　マミィは黙って聞いてくれている。

「だから俺、全然えらくないんだよ……」

　前世より少しは向いている仕事に就つけたと思っていたけど。怪力あってこその採用なのはわかっている。だから、そのことでダメ出しされてばかりだと、自信がどんどん失われていく。

「ううん、そんなことないよ」

　俯うつむいていた俺の頭に、マミィの優しい声が降ってきた。

「アカちゃんはえらいよ。それでもお仕事してるんだから」

　包み込むようなあたたかさを持つ小さな手が、そっと頭をナデナデしてくれる。

「お仕事に行くだけでえらいよ。世界を救ったのに。誰だれにでもできることじゃないよ」

　マミィの言葉が、自信を失いかけた心に深く染しみ入ってくる。

「辛つらいことがあったときは、マミィがこうしてナデナデしてあげるからね」

　すべてを受け入れてくれるようなまなざしで見つめられ、俺の中で何かのタガが外れた。

「マミィー！」

　気がついたとき、俺はマミィに抱だきついていた。ソファに座ったままの姿勢なので、身長差で、覆おおいかぶさるようにマミィを抱きしめる形になる。

「よしよし、アカちゃんはいい子だね」

　マミィも俺の背中に手を回し、さすさすと撫なでてくれる。

「いい子いい子～」

　頭を下げてふかふかの胸に顔を埋うずめると、上司に怒られたことなど遠い過去の記き憶おくのようにたちまち心から消えていく。

　俺がまた働こうと思えたのも、働くのが楽しいと思えるようになったのも、こうして家でマミィが待ってくれているおかげかもしれない。

　癒いやされまくっている俺を、マミィはさらに労いたわるように撫でる。

「ねぇ、ここはおうちだし、誰も見てないよ？」

「え？」

　少し身体を離はなしてみると、マミィは愛らしい瞳ひとみでのぞきこむように俺を見る。

「だから、マミィにもっと甘えていいんだよ？」

　彼女が指したのは、歳としに合わない自らのたわわな膨ふくらみだ。

「おっぱい、する？」

「う……」

　誰も見ていないという状じよう況きように、激しく心を揺ゆさぶられる。今でも充じゆう分ぶん癒やされているのに、おっぱいなんてしてしまったら……そこにはどんな究極の癒やしが待っているのだろうか。

　そんなことを考えて、俺はついにその禁断の果実に手を伸のばそうとした。

　そのとき。

「破は廉れん恥ちですわ───っ！」

　玄げん関かんのドアがバタンと開いて、銀ぎん髪ぱつオッドアイの美少女が現れた。

「ジェ、ジェシー！」

　それは、元パーティメンバーのジェシーだった。魔ま王おうを倒してから何週間か会っていなかったのでなつかしい。

　同時に、はっとした。俺は何をやってるんだ！　あれほどおっぱいにだけは手を出すまいと誓ちかったのに！

「違ちがうんだ、俺はそんなつもりは……っていうか、ジェシーはなんでここに!?」

「こんなこともあろうかと、修しゆ行ぎよう終わりに様子を見にきたのですわ」

　ジェシーはプリプリしながら腕組みする。

「アカヤ様のような破廉恥モンスターは、世界平和のためにわたくしが退治しないと」

「ついに俺自身を破廉恥モンスター呼ばわりするようになったか……」

　俺は聖水をかけられまいと身構える。

「うふふ、いいじゃない。ここまできたら、きっとアカヤくんも、もうすぐママ卒業よ」

　そこで、ジェシーの後ろにもう一つ人ひと影かげが現れた。

「アデラ!?」

「会いに来たのよ。アカヤくんがさみしがってるんじゃないかと思って」

　そう言うと、アデラは誘さそうような視線を俺に向け、胸の谷間を強調してくる。

「だってアカヤくん、ほんとはお姉さんが一番好きでしょ？」

　その妖よう艶えんさに、俺は思わずくらくらしてしまう。

「は、はい……」

　吸い寄せられるように彼女に近づいた。

　そのとき。

「やってるー？　パイセン！」

　アデラの後ろから、ひょこっと誰かが現れた。

「エマ！」

　それは元勇者のエマだった。

「あ、やっぱり夕飯できてた！　ねぇ、ちょっとご馳ち走そうになっていい？」

　そう言いながら、エマは勝手に中に入って、器にミートボールシチューをよそって食べ始める。

「な……なんでエマまで!?」

　驚おどろいている俺に、エマはミートボールを頰ほお張ばりながら答える。

「ひゃっひんをはへすはへにはひのにひっはほ。ほはへふはほうほほほっへ。ほひはははへひゃっへ」

「なんて!?」

「『借金を返す前にカジノに行ったの。お金増やそうと思って。そしたら負けちゃって』」

　アデラの通訳を聞いて、俺はエマを見る。

「バカなのか!?　本物のバカなのか!?」

「まあ、明日あしたは大勝ちするよ！　それで元通りだから！」

「それ、完全に負けるやつの言い分じゃねーか！」

　そんな俺たちを見て、マミィが微笑ほほえむ。

「アカちゃんってば、モテモテだね。女の子たちがみんな会いに来てくれて」

　嬉しそうに言ったマミィの言葉を聞いて、ジェシーが頰を染めて反応する。

「べっ、別にわたくしは、アカヤ様に会いに来たわけでは……！」

「あたしだって、ご飯が目当てだよっ!?」

　食器を抱かかえたエマも、少し赤くなって反論する。

「あら、そうなの？　わたしはアカヤくんに会いに来たわよ？」

　そこでアデラがお色気たっぷりに微笑み、ジェシーとエマから鋭するどい視線を向けられる。

　そんな様子を見て、マミィは楽しそうに笑う。

「アカちゃんは将来どんなお嫁よめさんをもらうのかな？　楽しみだね」

　そして、俺に慈じ愛あいのこもったまなざしを注ぐ。

「でも、マミィの赤ちゃんでいるうちは、えっちなことしちゃダメだからね？」

「えっ？」

「当たり前でしょ？　男としての『せきにん』を取れるようになる前に、女の子にえっちなことしたら……『ビリビリ』だよ？」

　マミィに言われて、俺は震ふるえあがる。

「あれはもうやめてくれ！」

　一いつ瞬しゆんだったけど、あの雷かみなりはものすごい衝しよう撃げきだった。

　あれ以来、マミィは俺をたまに𠮟しかるようになった。脱ぬいだ靴くつ下したをそのへんに放ほうっておいたり、歯も磨みがかずにソファで寝ねてしまったりしたときにだけだが、甘やかし一いつ辺ぺん倒とうだったマミィのお世話も進化している。

「もっ、もちろん、『えっちなこと』なんて破廉恥ですわ！　わたくしも許しませんわよ」

「あ、あたしだって、借金を返し終わるまでが魔王退治だから！　それまではえっちなことなんて考えられないよぉ！」

「あら、わたしはいつでもいいわよ？」

　ジェシーとエマ、アデラがマミィの発言を受けてコメントして、俺はドキドキしてしまう。

「な、何言ってんだよ」

　アデラにはからかわれているような気もするし、ジェシーとエマは言葉と態度のどっちが本心なのかわからないけど、魔王の前での一件があってから意識してしまう。

「……やっぱ、早く独立しようかな」

　ボソッと言ってみると、マミィは微笑んで、ほんの少しさびしそうな、頼たのもしそうな視線を俺に向ける。

「それがアカちゃんのやりたいことなら、マミィは応おう援えんするよ？　でも……」

　そう言うと、いつものように優しく微笑みかけてくる。

「できたら、もう少しだけ、マミィのアカちゃんでいてくれないかな？」

「マミィ……」

　わかったよ、なんて、この場では気き恥はずかしくて言えないけど。

　明日も明後日あさつても仕事で上司に怒られて、たとえクビになったとしたって、めげずに生きていこうと思えるのはマミィのおかげだ。
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　だから、もう少しだけマミィの赤ちゃんでいてあげるのもいいかもしれない……いつかマミィの下もとを離れて、独り立ちする日まで。

　そのとき、この「ママ」が安心して俺を送り出せるような、立派な男になっていたい。

　そんなふうに、今の俺は思うのだった。





（完）










あとがき









　ママって不思議な存在ですよね。

　気がついたらいつも一いつ緒しよにいて、なんでも面めん倒どう見てくれて、愛情をいっぱいくれて……世界のすべてであり、神様のような存在だったママ。

　それが、いつの間にか自分とは別の人格を持つ人間であり、自分と出会う前の人生があり、長短併あわせ持もつ一人の女性であると気づく。

　その頃ころには、自分一人でできることが多くなり、別にママと一緒じゃなくてもよくなって、場合によってはうっとうしい存在にもなっていったりして……人は自立の道を歩み始めます。

　離はなれて暮らして、自活するようになると、ママの存在はどんどん遠くなります。別に嫌きらいになったわけじゃないけど、どこかで元気にしていてくれればいい。そんな存在に変わっていくものですよね。週二以上で実母に会ってる私が言うと全然説得力ないですけど！

　というわけで、『異世界でロリに甘やかされるのは間ま違ちがっているだろうか』二巻をお手に取ってくださり、ありがとうございます！

　前巻からさらにパワーアップしたマミィの甘やかしはお楽しみいただけましたでしょうか？

　これからお読みくださる方は、ご期待ください！




　さて、本作は二巻にして最終巻です。

　龍りゆう皇おう杯はいから応おう援えんしてくださっていた方々、文庫からお手に取ってくださった方々、すべての読者の皆みな様さまに心から御お礼れい申し上げます。

　アカヤはきっとこれからもマミィに甘え倒たおすと思いますが、いつかは立派な男になって自立できるはず……いや、どうかな!?

　アカヤは、私が今まで書いてきた作品の主人公の中でも一番変なやつだと思うので（担当さんにも「アカヤって変なやつですよね？」と常々言われていました）、異世界に行ってよかったかもしれません。現代日本の常識が通じない異世界でこそ、のびのび頑がん張ばってもらいたいです。

　君が輝かがやけるステージはここだ！

　これからのアカヤの人生に幸さち多からんことを！

　女の子はみんな可愛くて、甲こう乙おつつけがたく好きでした。自分が作ったキャラですけど……。

　みんな幸せになってもらいたいです。

　もし巻が続いてたら、生まれ変わったゴルゴーラを味方で再登場させるとかしたかったですね。




　今回も大変的確なご意見の数々で導いてくださった担当の鈴すず木き様、素す敵てきなイラストを描えがいてくださった米こめ白しろ粕かす様、本当にありがとうございます！

　一人で黙もく々もくと小説を書くのはある意味気楽な作業ですが、出版するに当たっては色々な方の支えが必要になります。今回もこうして本を発行させていただけることの喜びとありがたさをしみじみと嚙かみ締しめております。

　何より一番ありがたい支えは、読者の皆様です。一巻の売り上げが〇冊だったら、二巻も出せてませんからね……。こうして本作を完結させることができましたこと、皆様のお支えを、本当にありがたく思っております。

　何度御礼を申し上げても足りないくらい感謝は尽つきないので、これから感謝の正せい拳けん突づき一万回の修行の旅に出ようと思います。

　修行が終わって再びお目にかかれる際には、皆様にもっと長く恩返しができるといいなぁと思っております。

　またお会いできますように。

　ありがとうございました。











二〇一九年六月　長なが岡おかマキ子こ
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